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登場人物紹介


【上野岬うえのみさき】 
　高等科一年になる予定の聖黎女学園せいれいじょがくえんの編入生。
　稀代の変態淑女と目されている。

【一条和佐いちじょうかずさ】 
　上野岬のルームメイトである白髪の美少女。

【東野暁音ひがしのあかね】
　一条和佐を憎む少女。

【赤城沙織子あかぎさおりこ】
　岬たちの一年先輩にあたる。寮生委員会所属。
　通称『沙織子おねーさん』

【日生ひなせ円えん珠じゅ】
　中等科三年になる予定の少女。
　一条和佐を『姉様』と慕っている。

【シスター蒼山あおやま】
　三号棟の寮母。

【シスター井之頭いのがしら】
　一号棟の寮母。

【一条黎明いちじょうれいめい】
　聖黎女学園のＯＧで、一条和佐の実姉。
『聖黎女学園最後の聖花せいか』と謳われた学園のお姉様。

【子夜風月しやふうげつ】
　聖黎女学園のＯＧ。一条黎明の専属メイド。

【春山雪葉はるやまゆきは】
　東野暁音のルームメイト。

【都丸千佳とまるちか】
　一条黎明のファンの一人。
　赤城沙織子のルームメイトでもある。



第七章　一夜明けて



　　　　　Ⅰ

　四月七日は、鈍色の雲が天を支配する朝から始まった。
　この日は夕方から夜中にかけて降雨に見舞われるらしく、晴天の続いた箱谷山はこやさんの自然は、久々に潤いの時間を迎えることになりそうだ。箱谷山は「天を衝く」の形容詞にふさわしい高い山ではなかったが、紅金市あかがねしの住民にとってなくてはならない存在であった。歴史は古く、中腹に建てられた聖黎女学園せいれいじょがくえんもその連綿れんめんの一部を担っているにすぎない。
　聖黎女学園に到達するには、ふもとから伸びる道路を通るしかなかった。その道路を現在、薄ピンク色のアルトラパンが駆け抜けている。運転手である二十歳の美女はクラシカルなメイド服を着用しており、助手席にいる五歳年下の少女に呼びかけていたのであった。
「……それでお嬢様。あの夜、岬みさき様との間に何らかの進展はございましたでしょうか？」
　メイドに尋ねられ、助手席におさまっていた少女——一条和佐いちじょうかずさは美しいかんばせに殺意をわだかまらせた。
　何かどころではない。屋敷に泊まりに来た編入生のルームメイトによって、自分の身体は陸に打ち上げられたくらげ・・・と化すまで徹底的にもてあそばれたのだった。
　高等科一年への進学を来週に控えた一条和佐は、極めて美しい容貌をしていた。硬質な灰色の瞳と雪のような白髪は異質であるが、それ以上に色白のかんばせは端麗であった。身体つきはしなやかで、形の良い胸は純白のシルクブラウスをつんと押し上げ、ハイウエストのロングスカートで隠された脚は黒タイツに包まれ、ふくらはぎから下の脚線美をさらに際立たせている。
　彼女の美しい肢体は、半ば以上は自身の努力によるものだった。最愛の姉に捧げるつもりで各身体的要素を最高のかたちに仕上げてきたのである。その肉体を変態淑女の編入生によって蹂躙されたのだ。許せるはずがなかった。
　そして和佐の憎悪は、隣に座っていたメイドにも向けられたのであった。
「……風月。あなたは最初からこうなるとわかっていて、私を変態娘のもとへ押しやったのではないかしら」
「回答するには目的語が不足しています。私が具体的に何を予期していたと言うのです？」
「とぼけないで！　すべてわかっているくせに……」
　一方的に決めつけられて、メイド——子夜風月しやふうげつは形の良い眉をひそめた。彼女は優秀なメイドではあるが、全知全能ではない。それゆえ、編入生の少女がお嬢様を止めるために何をしたのかは押しつけた当時は予想できなかったのである。
　もっとも、お嬢様の憤慨ぶりを見た今では、何が起きたのかはある程度の目算はつくというものだ。この後、シーツを取り換える際にでも、その予想は確信にいたるであろう。
　だが自分で仕掛けたこととはいえ、風月は内心驚きを禁じ得なかった。和佐の憤怒の対象である編入生の少女は後部座席ですやすやと寝息を立てていたが、その天使のような寝顔からは、とても変態淑女の面影はうかがえない。風月は、岬が稀代の変態淑女であることを情報でしか聞いておらず、その才覚を実際に目撃したわけではないのである。
　編入生の少女——上野岬うえのみさきは、現在後部座席のシートにもたれかかっており、重圧的な空気とは無縁の様子で静かに寝息を立てていたのだった。朝食の時点で睡魔の女神にまぶたを半分押さえつけられた状態にあったが、車体の揺れを受けてついに限界を迎えてしまったらしい。
　上野岬の容姿は、和佐が謗った変態娘の印象を大きく覆す。長い黒髪は二本の三つ編みにして前方に垂らし、顔つきは清楚可憐にして人畜無害。灰色のニットを押し上げる胸のふくらみは和佐には劣るが、健やかな弧を描いており、千鳥格子のショートパンツから伸びた太もも、黒のハイソックスに包まれたふくらはぎも愛らしい弾力を秘めている。
　前情報なしで彼女が変態淑女と見抜くのは難しいだろう。事実、一条和佐も彼女の内外の落差にまんまと騙され、ルームメイトを認めざるを得ない状況まで追い込まれてしまったのである。
　和佐は憎しみしか湧かないだろうが、一条家のメイドは編入生の存在に心から感謝をした。彼女の寝不足は、夜を徹してお嬢様を見守り続けてくれたからに相違なく、その献身のおかげで一条家の姉妹はひとまずの破滅を回避することができたのである。
　フロントガラスの向こうに横断歩道と信号機が映る。その左右に広がっているのが聖黎女学園の寮棟区りょうとうく・学舎区がくしゃくの正門であった。ピンクのアルトラパンが寮棟区の正門前の石畳に停車すると、メイド服の運転手は後部座席に身を乗り出し、三つ編み少女を揺り起こそうとした。
「岬様、聖黎女学園に到着いたしましたよ。どうか起きてくださいませ」
　聖黎女学園は一般的に『黎女れいじょ』と略されることが多いが、堅苦しい言動のメイドは正式名称で呼ぶことにこだわりがあるようだった。
　隣で和佐が唾を吐きかねない様子で言い放つ。
「さっさと捨ててしまいなさいよ。そんな女」
　むろんお嬢様の暴言を鄭重に無視して、風月は黒髪少女の肩をゆすり続けた。やがて「んっ」と色っぽい声を立てて少女は身じろぎをし、プルーンの色艶をした瞳を開けた。和佐はその時にはすでに車から出て正門を突破しており、岬もメイドにうながされてボストンバッグを抱え、よろめくようにしてアルトラパンから降りる。
　風月も運転席から離れ、正門に向かおうとした岬を呼び止める。振り返る彼女にメイドの美女は深々と頭を下げた。
「岬様、昨晩はお疲れ様でございました。そしてご協力、心より感謝を申し上げます」
　平時の岬であらば、爽やかな笑顔の一つでも返せただろうが、とにかく今はすべての感情が睡魔よりも後回しな状態であり、半熟の感情で頷くことしかできなかった。
　編入生の少女を見送った風月は守衛に挨拶を交わして車に戻ろうとしたが、そのとき敷地内から慌ただしげに走ってくる少女の姿をとらえた。駆けつけた少女の表情は驚きにあふれていたが、それ以上に両眼が陽光を受けた水面さながらにきらめいている。
「し、子夜先輩⁉　どうしてここに……いえ、こちらにいらしたのですか？」
　動揺のせいか、素の口調が出かかってしまう。それに対して風月は完全な平静さをもって少女に微笑みを返した。
「これは千佳ちか様。このような時間にお会いできるとは奇遇ですね」
「せ、先輩もごきげんうるわしゅう……。あの、先輩がおられるということは、お姉様も？」
　ここでいう『お姉様』とは、和佐の実姉である一条黎明いちじょうれいめいのことだ。彼女は在学中に『聖花せいか』の座を賜り、卒業後もファンの数は根強い。ついでに言えば、黎明に仕えている風月も彼女の同期生であり、今もなお『先輩』と呼ばれ続ける理由となっている。
「まことに残念ではございますが……」
　黎女ＯＧであるメイドは、聖花ファンの少女に苦笑してみせた。
「あなたのお姉様の寝起きの悪さはご存知でしょう。特別な用事でもない限り、あの方に早起きを期待するのは厳しいかと思われます」
「じゃあ……じゃなくって、それならどうして先輩は朝から聖黎女学園へ……？」
　千佳（フルネームは都丸千佳とまるちかという）の問いに、風月は少し意外そうな様子で寮棟区内の景色を見据えた。
「本日はお嬢様とルームメイトの方をお送りするために参上しただけです。お二人がご主人様の屋敷に外泊なさった件はすでに伝わっていると思ったのですが……」
　その事実を知らされていなかったのは、千佳の呆然と立ち尽くす様子からでも明らかだった。目と口をＯの字にさせた少女に対し、風月は恐縮げに「ご主人様が目を覚ますかもしれませんので」と一礼し、アルトラパンに引き返す。
　千佳がようやく立ち直ったのはメイドの乗った車が去ってしばらく経ってからのことだった。
（あの女……変態娘がお姉様の屋敷でお泊りだとお⁉）
　憧れのお姉様のメイドの前では礼儀正しさを維持していた千佳だが、一人になると早々にそれを放り出した。非言語的な怒号を発し、煉瓦タイルの地面を踏み鳴らす。それを見ていた守衛の白い視線を受けて少女はそそくさと寮棟区の敷地まで退散したが、その間にも彼女の中では苛立ちがぐらぐらと煮えたぎっている。
（ぐうっ……う、うちだって、お姉様の屋敷にご招待されたことがなかったのに……‼）
　もともと千佳は他のファンと同様、性格の悪い和佐には好意を抱いていなかったが、それも編入生が外泊した事実の前では取るに足らないことだ。赤煉瓦の寮棟を目指す間、知佳の口から不穏な歯ぎしりの音が絶え間なく漏れていた。
「うぎぎ……許さん、絶対に許されないし……ぐぎぎぎぎ」
　通りかかった友人がぎょっとした様子で千佳の表情をうかがい、彼女は癇癪交じりに子夜先輩から聞いたことを、退寮の尾ひれをくっ付けて打ち明けた。その後出会った顔なじみにも一人残らず、同じことをした。
　かくして、上野岬の『朝帰り』の噂は、たちまち寮内に広まったのである。

　　　　　Ⅱ

　聖黎女学園は中高一貫の全寮制の女子校であり、赤煉瓦の寮は本棟とそこからつながる四つの寮棟で成り立っている。
　各寮棟にはそれぞれ担当の寮母が付いていて、外泊から戻ってきた寮生は、その旨を寮母に報告することを推奨されていた。あくまで「推奨」であり「強制」ではなかったので、岬も和佐も担当寮母のシスター蒼山あおやまと会おうとせず、三号棟の２１７号室へすぐさま引き返したのであった。
　一条邸の同じベッドで目覚めた二人は、朝から一度も口を交わしていない。怒れる和佐が鋼鉄の意思をもって、編入生の言葉など一切受け入れぬという態度を崩さなかったからである。
　平時の岬であらば、いくら白髪少女が強情を張ったところで、魅力的な笑顔で容赦なく突破するものだが、今回ばかりは眠気に勝てそうにない。それに、和佐の暴走を止めるためとは言え、さすがに自分の行為に負い目を感じていたのである。
　だがそれでも、岬は今の和佐の態度が気に入らなかった。嫌われるのは当然だとしても、それならわざとらしく無視を決め込まないで堂々と文句を言えばいいものを。
　ハンドバッグを置いた和佐が部屋を出ようとする。しっかりしすぎた足取りで、ルームメイトを存在から抹消しようという態度が露骨だった。その和佐の白ブラウスの袖を岬は掴んで引っ張った。苛立ちが睡眠不足と重なって、必要以上に力がこもってしまった。
「触らないで‼」
　和佐の鬱憤が一気に弾けた。心臓に突き刺さるような怒声を受けた岬はあくまで真顔で、プルーンの色艶をした瞳を白髪少女に向けた。
「あたしが憎いのなら恨みつらみをぶつければいいじゃないですか。最悪なのは何もせずに逃げることです」
　逃げる、という単語に和佐の矜持が刺激されたらしく、全身ごと編入生と向き合う。和佐は身体をわななかせながら、猛禽類の鉤爪のように岬の両肩を掴み、うつむきながら自らの溜め込んだ想いを吐き出した。
「……私の身体は黎明に捧げるためだけのものだったの」
「知ってます」
「だったらどうして手を出したの⁉」
　泣く寸前を思わせる少女の悲鳴。その少女は肩を掴む手と歯を噛みしめる力をさらに強めた。
「他の誰にも触れられたくなかったのに。あなたはそんな私の想いを土足で踏みにじり、何のためらいもなくその身体を穢した！　返して！　返しなさいよ！　綺麗だった頃の私の身体を返してよ……‼」
　和佐は十五歳でありながら、同年代の少女に比べてはるかに大人びた雰囲気を持っている。もっとも、この瞬間だけは例外だった。手の細かい震えが肩に連動し、さらに顎の先まで伝染した。岬の目には、顔をゆがめた彼女が十も満たない童女のようにしか見えなかった。
　静かな声で、岬は白髪美少女をさとした。
「あたしに時を戻す能力はありません。できるのは罪を償うことだけ……。これからもう一寝入りしますから、一条さんが望むなら、襲うなり暴力を振るうなり、どうかご自由に」
　そう言って和佐の手を振りほどくと、編入生の少女は柔かな毛布に背中からダイブし、宣言通り、すぐさま寝息を立てたのだった。プルーン色の瞳を閉ざしてから二分も満たない早業である。
　和佐は行き場を失った腕を無気力に垂らし、小気味よく胸を上下させる編入生を呆然と見つめていた。放心が去ると、白髪美少女の中に苛立ち交じりの疑問が浮かんだ。
（この女は何を考えているの？）
　なぜ嫌っている相手の前で、ここまで無防備に振る舞えるのか。自分が何もできないからと高を括って、挑発してみせたのか。それとも実はただのタヌキ寝入りで、こちらの接近を誘って毛布の中に引きずり込もうと狙っているのか。
　もしそうだとすると、無視を決め込むのが最善な解決方法であるが、ここで引き下がって三つ編み少女にこれ以上馬鹿にされるのも忌まわしい。
　用心深く接近したが、続く和佐の行動は大胆だった。
　ベッドに上がると、そのまま入眠中の岬の腹部にまたがったのである。健康的な弾力が、ロングスカートを通して股座またぐらに伝わってくる。
　本当に彼女は寝入っているらしい。可憐な寝顔を、和佐は自身の影を落としながら見下ろした。しばらくは何の感慨も湧いてこなかったが、やがて岬の寝顔が、昨晩、自分が性的にもてあそばれた時の状況と重なって不快感が募った。
　もしここで岬が目を覚ませば、懇意のルームメイトに馬乗りされてさぞ悶絶することだろうが、それも和佐の次の行動を知るまでにのことだ。
（好きにしてもいいって自分から言ったのよ。何をされても文句は言わせないわ）
　白髪少女は長い腕を伸ばし、無防備な少女の首根っこに指をかけたのである。
　このまま指を食い込ませれば、変態淑女は頸動脈を押さえられて窒息死は免れない。一条和佐にはそれを実行する気概は確かにあった。ルームメイトとしてやって来てから、この娘はこちらの矜持を散々に踏みにじってきたし、挙句の果てに昨夜の件だ。朝、目を覚ましたときには何事もなかったかのようにネグリジェは直されていたが、身体の熱と血の昂ぶりは、今でも容易に思い起こすことができる。
　憎しみを込めて、自身の指に命じる。やれ。やってしまえ。だが、それを余計な良識が妨げにかかった。絞殺魔になることがどういう意味かわかっているのか、と。
　和佐のしなやかな指が震えた。呼吸が荒く、動悸が抑えられない。私はなぜこんなことをしているのだろうと、思わず自問してしまう。自分のしようとしていることを持ち前の冷静さで客観視した結果、和佐の中の殺意はとたんに逃げ腰になってしまった。
　物騒な感情が立ち去ると、今度は指を通して暖かな感触が全神経を浸ひたしていった。
　岬の体温が感じられる。
　岬の肌の柔らかさも感じられる。
　肌の下で打ち続ける脈拍も感じられる。
　和佐は不思議な感慨に包まれた。思えばこの数日はずっとこの編入生に触れていて、同時に触れられている。嫌がらせのキスに始まり、昨晩の身体を重ね合わせた件、そして彼女の首に指を当てている現在。妙な縁だとは思うが、喜ばしいとは、むろん思えなかった。
（私が触れたいのは……）
　和佐のかんばせに再び切なげの影がよぎる。
（触れたかった相手は、お姉ちゃんだけなのに……）
　一条黎明は過去のトラウマのせいで、五歳下の妹に触れることを拒否し続けている。それを認められず、和佐は昨晩、夜這いを決行したのだった。だがメイドの風月に阻止され、気絶させられた後は編入生のベッドの上——というわけである。
　現在はその時とは立場が逆になっているが、和佐は自分の立場の優位性をまるで感じられなかった。
　結局、この絶好の機会においても自分は何もできないのか。
　悔しさが目の裏を熱く焼き、自身の不甲斐なさに頭がくらくらしてくる。
（——そうだわ）
　顔がひしゃげる寸前、和佐の脳裏にアイデアが降り立った。軽やかに編入生から離れる。手を出さなかったのは決して怖気づいたからではないと自分に言い聞かせ、ルームメイトの学習机に歩み寄る。
　入寮当初から慌ただしかったこともあり（半分以上は岬の自業自得によるものであるが）、編入生の少女はまだ段ボールの荷解きも済んでいない。
　その段ボールの中身を勝手にあさると、和佐は小物やアクセサリーの類を取り出し、そのまま持ち主の学習机の引き出しに放り込む。
　学習机の一番上の引き出しは鍵がかかるようになっているのだが、岬がそれに気づいているとは思えない。引き出しの奥にしまわれたままの金色の鍵を奪った和佐は、ルームメイトの私物を中に閉じ込めたまま、引き出しに施錠をしたのである。
　役目を果たした小さな鍵を握りしめると、白髪の少女は余裕なさげに息を吐き、逃げるように寮部屋を後にした。
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　熟睡した岬が目を覚ますと、壁掛け時計の針はすでに午後二時半を回っていた。
　あまりにも寝すぎてしまったという事実に、岬は上半身を起こしたまま愕然としたものだが、どうにか立ち直ると、身じろぎをして自分の肌と衣服の状態を確認した。
（なんだ。痛めつけられても服を乱されてもないじゃない。せっかく一矢報いられる好機を与えたのになあ）
　ルームメイトの凄絶な覚悟を知れば、とても余裕ぶってはいられなかったろう。完全に寝入っていたため、首を絞めかけられたことも、私物を入れた引き出しに鍵がかかっていることも、彼女はまったく知らなかった。真実に気づくこともなく、軽やかにベッドから飛び降りる。
　起床に呼応して胃腸も活動し始め、岬は三号棟から本棟に移り、奥にある食堂へ向かった。だが、食堂の自動ドアは閉め切られていた。ランチタイムはすでに終わったらしく、岬は自動ドアの前でしばらく立ち尽くしてしまった。
「……こりゃあ参った」
　口元に苦笑が浮かび、空腹を抱えたまま踵きびすを返す。お昼を抜いたところで別に死にはしないと自らを慰めていたが、ちょうどそのとき購買が見えたので立ち寄ることにした。岬の中学校にも購買は存在していたが、黎女のそれは、ちょっとしたコンビニほどの規模がある。
　文房具の他に生活用品や基礎化粧品、廉価版の下着類などが格安で購入できるようになっており、飲み物や軽食なども販売されている。今の岬にとっては非常にありがたかった。
「あ、これ懐かしいかも……」
　お菓子売り場で、岬はとある玩具菓子の箱を手に取った。カカオエッグと呼ばれるもので、卵状のお菓子の中にオマケの入ったカプセルが収納されているのだ。岬も幼い頃は母にせがみ、その中身をよく集めたものだ。
　懐旧の念に駆られてカカオエッグを二つ購入し、岬は本棟と三号棟をつなぐ渡り廊下へ向かう。
　いきなり服の袖を引っ張られたのはこの時であった。
「うおうッ」
　驚いて背後を振り向く。袖を掴んだのは岬より背の小さい少女だった。幼げな印象で、亜麻色の髪と黒のニーソックスが岬に「あらかわいい」という印象を与えた。
　後ろ髪は背中までのストレート、前髪は真ん中でくっきり分け、愛らしいおでこをひらめかせている。瞳は鳶色とびいろで形は大きく、変態性を隠す岬のものとは異なる、本物の無邪気さがあった。
　少女の服装は黒のネックシャツにチェック柄のジャンパーミニスカートというもので、黒のニーソックスと相まって、全体的に幼げなあざとさを前に出している。中等科どころか初等科の児童かしらと思ったほどだが、ひとまず岬は変態的人相を押し込めて「どうしたの？」と尋ねる。
　少女は思い詰めた表情で、こう問い返した。
「……開けないのか」
「えっ？」
「開けてみて、オマケが何なのか確かめないのか」
　外見の割に随分とざっかけない口調である。
　少女の視線がカカオエッグに釘付けになっていることに、岬はようやく気がついた。うずうずと期待している少女の態度が微笑ましく、岬の口調も自然と幼子を相手にするようなものに変化する。
「この中身が気になるんだ？」
「うん、その中身を集めてるんだ」
「なるほどね〜。もちろんいいよ」
　本棟は広く、等間隔に休憩用のベンチが随所にしつらえられていた。その一つに二人は腰を下ろす。
　箱を一つ少女に提供し、二人は同時にカカオエッグを割った。だが、カプセルを開封した結果は、亜麻色の髪の少女を落胆させた。
「があーっ。やっぱり簡単には当たらんかー……」
　盛大にうめいてうなだれる。岬は自分が開けたカプセルの中身を手のひらに乗せてみた。
　入っていたフィギュアは頭にキノコを生やしたアザラシの赤ん坊であり、隣の少女はキノコの柄の入ったクラゲだった。随分と面白いものを好むんだなあと思いつつ、岬は肩を落とす少女に声をかけた。
「えーっと……何かごめんね。ところで、あなたのお名前を聞いてもいいかな？」
「ん？　そういや見ない顔だなあ」
　少女は顔を上げ、鳶色の瞳で岬をじっと見つめる。
「黎女ここに編入されたばかりだからね。ちなみにあたしは上野岬」
「春山雪葉はるやまゆきはって言うんだ。よろしくなー、みさき」
「うん、こちらこそよろしく。春山さん」
「『ゆきは』でいいって。こっちもみさきって呼ぶからさ」
　岬は思わず首を傾げそうになった。何だかどこかで聞いたようなフレーズだと感じたのだ。
　ともあれ、岬と雪葉はすぐに打ち解けることができた。岬としては、一条和佐を傷つけてしまったことによる罪悪感が一時的に癒えた気分である。もっとも、岬が学年を尋ねたとき、雪葉が岬と同じ高等科一年に上がると知って面食らったものだ。完全に中等科に進学するものだと思っていたのである。
　子ども扱いされた雪葉の反感をカカオエッグのお裾分けでなだめさせた岬は、ついでに雪葉からフィギュアについての説明を求めた。ニーソックスに包まれた細脚をばたつかせながら、少女は快く請け負った。
『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズはキノコアザラシを中心に様々なグッズを出しており、動画やＳＮＳも人気を呼んでいるらしい。寮内でも人気のようで、過去にこの玩具菓子を爆買いされた例もあったくらいだ。それを機に、現在は購入が一日一人三個に制限されているらしい。
　キノコアザラシに対する長い説明が終わり、さらに雪葉がクラゲについての話題に移ろうとしたとき。
「おい雪葉、その女に近づくな！」
　鋭い一喝が飛び、二人は口を閉ざして声の主を見た。岬はその声に聞き覚えがあった。カカオエッグと同等の色をした短い髪と、野性味にあふれた黒い瞳。視線は、こちらに対する敵愾心があからさまである。
　岬や雪葉と同様に、数日後に高等科一年の進学を控えた東野暁音ひがしのあかねであった。
　暁音と再会したのは一昨日以来だが、思えば随分久しぶりに会ったような気がする。それだけ昨日の一条邸でのやり取りが鮮烈で濃密だったということだろう。
　暁音は雪葉に対しても咎め立てするような視線を投げかけ、その雪葉はふてくされたような声を上げて応じたのだった。
「なんだよー、あかね。今いいところなのに」
「その女に近づくなって言ってんだ」
　再度警告し、雪葉は不服そうに黙り込む。岬も黙然としながら二人のやりとりを見つめた。
　一昨日の出来事を思えば、暁音が自分に好意をおぼえることはまずない。だとしても、他人と接触を禁じる筋合いはないはずだ。いや、暁音にとって、この亜麻色髪の美少女は赤の他人ではないということか。
　岬は真顔で暁音に問いかけた。
「暁音、雪葉の知り合い？」
「ルームメイトで、しかも幼馴染を知らないやつなんかいるもんかよ」
「へえ」と感心しかけた岬は、次の瞬間、絶叫寸前の表情を浮かべた。
　東野暁音の幼馴染だって⁉
 三年前の入寮初日、一条和佐はルームメイトを嫌がらせのキスで追い返したという。そして、その少女は東野暁音の幼馴染と聞いていたのである。
 プルーン色の瞳を盛大に見開かせて、岬は雪葉に尋ねた。
「まさか、一条さんに嫌がらせのキスを受けたルームメイトって……雪葉のことなの⁉」
　その雪葉の目と口も、岬に負けじと丸くなる。
「へ？　みさき、カズ嬢のことを知ってんの？」
「かずじょう……？」
　なぜ『かずさ』でなくて、そのような個性的なあだ名なのか。面食らった岬をよそに、暁音が徹底的に意地の悪い口調で、幼馴染の少女に言い放つ。
「こいつはなあ、一条の野郎のルームメイトなんだよ」
「マジで⁉」
　雪葉がのけぞる。彼女は今まで編入生の正体を聞かされていなかったらしい。ルームメイトの暁音は教えてあげなかったのだろうか。
「じゃあ、みさき……まさかカズ嬢に『ぶっちう』ってされたのか？」
　ぶっちう、ってなあ。
　キスにはこだわりのある岬にとってあまり感じのよい響きとは言えないが、わざわざ議題に上げるほどでもない。
「うん、されたけど。キス」
　平淡に返され、雪葉は短いスカートにも関わらずひっくり返りそうになった。信じられないと言わんばかりに鳶色の瞳をしばたたかせる。
「されたけど……って、そんなことあっさり言うな！」
「別に心配しなくてもいいぞ雪葉。こいつは気に入ったやつを手当たり次第に襲うような変態だからな。お前も最悪、こいつにもキスされるかもしれないんだ」
　今度は雪葉は顔を青ざめさせ、小さな手で自分の服の袖を握りしめた。指が細かく震えている。三年前のキスがそれほどトラウマになっていたということか。
　うつむきがちの表情に、初めて岬に対する否定的な色が現れた。あれだけ気さくに話しかけてくれた少女にこのような態度をとられると、岬としても胸が痛くなった。
　そして、雪葉の警戒心を醸成させた暁音に対して岬は抗議の声を上げた。
「あたしは望まない相手にそんなことはしないよ」
「何抜かしてやがる。プールのシャワー室で私に四つん這いで迫ったことをもう忘れたのかよ」
「うッ……」
　忘れられるわけがない。あの時の暁音のスポーティな色香を纏わせた肢体ときたら……いや、これ以上想像したら顔に出て、暁音の反発をさらに助長させそうだ。
　一方で、シャワー室での話を聞いて、暁音の幼馴染は違う意味で仰天していた。
「ええっ⁉　あかね、みさきに襲われたのか⁉　ひんそーな身体つきなのに……」
「身体の貧相さに関しては雪葉も一緒だろ！」
　コンプレックスを刺激されたのか、短髪の少女がさらにわめく。確かに胸に関しては、幼馴染どうし仲がよろしいことで、ということになるのだが、黒のニーソックスに包まれた雪葉の細い脚は魅力的だし、暁音の肢体は、直に見た身からすれば言わずもがなだ。
　なぜか、岬を差し置いて幼馴染どうしの喧嘩が勃発する。雪葉が「ホントのことじゃんか！」と叫び、暁音が「言っていいことと悪いことがあるだろ！」と言い返す。程度の高くない口論が大音量で展開され、岬としては止めるために余計な口を挟むしかなかった。
「雪葉、そんなこと言うのは可哀想だよ。暁音も雪葉も、あたしからすれば卑下するところは何もないって」
「お前は黙ってろ‼」
　岬は首をすくめた。怒られるのは予想できていたが、暴走を止めてあげたのにそれはないだろうという心境もないではない。変態淑女が肢体について語るのがまずかったのか、平均以上のプロポーションを持つ岬が慰めたのが失敗だったのか。正直、内省する気には、あまりなれない。
　暁音はすっかり怒り心頭であり、ベンチに座っている雪葉に向かってせかすのであった。
「いくぞ雪葉。こんな奴に構ってられるか」
「う、あ、うん……」
　複雑な表情を浮かべつつも雪葉は最終的に頷き、幼馴染に連れられるかたちで三号棟の渡り廊下へ向かった。立ち去る際に、一度だけ岬の顔をちらりと振り返ったが、声をかけられることはついになかった。
　一人取り残されると、岬は盛大にわざとらしく息を吐き、ベンチに置き去りにされた海洋生物のフィギュアに視線を落とした。
「あーもう、どうしたものかなあー……」
　岬の嘆きは、フィギュアの保管方法と雪葉との今後の関係についての両方が含まれている。少なくとも、彼女とこれきりというのは岬にとっては論外であった。彼女自身は非常に打ち解けやすい少女なのだから。
　だが、キスにトラウマを抱えているとなると、変態淑女の身としては、彼女から信用を得るために無策で臨むわけにはいかなかった。厄介なことに、彼女の傍には幼馴染の少女がドーベルマンさながらの目つきで変態淑女を警戒しているわけである。
　とりあえず、フィギュアの保管に関しては荷解きついでに引き出しにしまっておけばいいだろう。ひとまず結論を出しておくと、岬もベンチから離れ、三号棟の自室へ戻ったのである。
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　そしてルームメイトの引き出しの鍵を奪った一条和佐は、寮部屋を去ってからの時間を、ほとんど図書館での読書に費やしていた。
　寮棟区内にある図書館、その最奥に位置する禁帯出資料室は、三年の間でほとんど和佐のプライベートルームとなりつつあった。難しい古書や外国語の文献など、年頃の乙女たちの関心を誘うものはそこには存在しない。司書が点検に来ることがあるが、それも月に二回程度。ゆえに、その日程さえ把握していれば、和佐としては誰にも邪魔されない貴重な時間を謳歌できるのだった。
　図書館にこもってから、和佐が会話をした相手は一人だけである。資料室に訪れたと同時にすぐに呼びつけたのは、白髪少女を『姉様』と呼び慕う、一年下の後輩だった。
　名前は日生円珠ひなせえんじゅ。栗色のミディアムボブの持ち主で、和佐の本物の妹では、むろんない。円珠は姉様の命を受けて手足として暗躍しており、頼りにされることに無上の喜びを感じる少女であった。
　禁帯出資料室は入り口の他に、長らく使われていなかった扉があり、図書館の外に通じていた。和佐はそこでメッセージ機能のスタンプを円珠に送信したのである。
　返信は早く、それから十分もしないうちに若草色のワンピース姿の少女が外壁を沿って駆けつけてきた。だが、憧れの姉様のかんばせを見た瞬間、少女は息を呑んで立ち尽くしてしまう。
「ね、姉様……？」
「何よ。私が化け物にでも見えたわけ？」
　編入生に対する憎悪が依然として色濃く残っており、円珠の胡桃色の瞳には、化け物というより見目麗しい雪女のように映った。
　絶対零度の姉様は、円珠の怯えなどまるで意に介さぬ様子で話し始める。
「あなたのお望み通り、役に立てると思える依頼を用意してあげたわよ。手を出しなさい」
　日生円珠は『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズの大ファンで、この時もキノコアザラシのぬいぐるみを両手で抱えていたのであった。そのぬいぐるみを片腕で抱え直し、円珠はもう片方の手を差し出した。
「何も言わずにこれを受け取って」
　和佐がつぶやき終わると同時に、円珠の手のひらに金色に鈍く光る小さな鍵が落とされた。
　託されたものに、円珠はもともと丸い胡桃色の瞳をさらに丸くさせ、真意を求めるために姉様の美しいかんばせをうかがった。
「これは……引き出しの鍵でしょうか？　一体なぜ……」
「あの編入生の鍵よ」
　そう応じられた『妹』はさらにまばたきをし、その反応が不機嫌な白髪の美少女をさらに苛立たせた。
「いちいち驚かないで。別にあいつの私物を引き出しに隠して鍵をかけることくらい、誰でも思いつくことでしょう」
　そんなことはないと円珠は思うが、それをどうやって表情と言葉で表せばいいか判断ができない。ただ、これ以上阿呆のようにたたずんで姉様の不興を買うわけにもいかず、どうにか頷き、渡された鍵をワンピースのポケットにしまい込む。
　和佐はわずらわしげに手をはらった。
「あなたがこれ以上、事情に関知する必要はないわ。黙ってその鍵を持っていればいいの。邪魔と感じたら捨ててもらっても構わないから」
　学校の備品に対してそんなことができるわけがない。ぬいぐるみを両手で抱え直して円珠は再度頷くに留めた。だが、彼女にも言いたいことがあり、姉様が背を向けた瞬間、その想いが急速に膨れ上がった。
「あのッ、姉様。一つおうかがいしたいことが……」
　短い白髪を振り、端正な顔にうんざりした表情が浮かび上がる。
「余計な詮索をするなと言ったはずよ」
「そのことではないです。ですから、どうかあと少しだけ……！」
　必死に食い下がられ、和佐は黙然と円珠を見つめた。拒否してもよかったが、無茶を押し付けたことは和佐も自覚していたため、妹の要望に応じることにした。
「社交辞令で聞いてあげるわ。言ってごらんなさい」
「昨日、上野先輩と何があったのです？」
「…………」
「姉様と上野先輩が朝帰りなさったという噂はすでに寮内で持ちきりになっています。何か特別な事情があるのは存じておりますが、姉様がなぜ憎にっくきルームメイトを自分の家に招き入れたのか、どうしても気になってしまいまして……」
　火に油を注ぐとはこのことだ。白髪の姉様はその質問で昨晩の快感と不快感が煮えたぎり、事情を率直に打ち明けるのは、むろん論外であった。
　和佐は灰色の瞳に抜き身の刃の輝きをほとばしらせた。
「……理由なら、円珠が自分で答えたじゃない」
「え……？」
「あなたの言うとおり、特別な事情があったから、それだけよ。そもそも、あの女を家に招いたのは風月であって私ではない」
　視線に劣らず、声も斬りつけるかのようであった。円珠は逃げ出したい衝動をどうにか抑え込み、ぬいぐるみをきゅっと抱き締めながら、姉様の言葉に反論した。
「ですが姉様は風月様のお言葉を遮らなかったですよね？　嫌いな相手を家に上がらせることに、姉様は不快感を抱かなかったのですか？」
「くどいわ、円珠！」
　追及に耐えきれず、和佐はついに明確な怒気を発した。
　円珠はぬいぐるみごとひっくり返りそうになった。姉様がここまで苛立ちを表明することはかつてなかった。
　和佐は怒りをどうにか押し殺して『妹』の不遜な態度を責めた。
「過去に噂を流したあなたが他人の噂に惑わされるとはね。私は最初に余計な詮索をするなと断ったはずよ」
　円珠は憮然となった。確かに噂を流して生徒たちに混乱を引き起こした例はあったが、それはあくまで姉様の指示であり自分が望んだものではないのだ。
　無言の抗議を姉様も明敏にさとったらしい。普段なら姉妹関係を維持するために『妹』に対して一定の気遣いを示した和佐だが、反抗的な円珠の態度に、編入生から受けた不快感が上乗せされたらしい。
　強権的に後輩少女に指図した。
「実の姉妹どうしでさえ、互いのすべてに踏み込んでもいい道理はないはず。それが理解できないならば、今この場であなたを捨ててしまっても私は一向に構わないのよ」
「……っ！」
　円珠の表情が絶望を受けたまま硬直する。
　その言葉こそ、円珠が最も恐れていたものであった。姉様と縁が切れてしまうのはもちろんだが、それだけはでない。もし姉様が自分との関係を明かすことになれば、姉様を嫌う友人たちとの距離感も変わってしまうことだろう。
　このとき円珠が脳裏で描いたのは、姉様を特に憎んでいる東野暁音のことだ。一学年上の彼女とは、きのこあざらしのグッズを通じて交友関係をはぐくんでいたのだ。その関係も今後は危うくなる可能性もある。
　今までの自分の地盤が崩落するさまを予期し、ミディアムボブの少女は弱々しく姉様に頭を下げた。
「も、申し訳ありません。出過ぎたことを……」
「社交辞令として受けておくわ。とにかく依頼内容はこれがすべてよ。きちんと役目を果たしてちょうだい」
　尊大な態度で念を押し、胡桃色の視線を受けながら不機嫌な白髪少女は屋内へと姿を消した。

　そのやり取りを思い返すと、和佐としては何とも嫌な気分にさせられる。編入生との情事を無自覚に蒸し返そうとする円珠にも苛立ちを感じるが、何より彼女に対する自分自身の態度に嫌気がさしていた。いくら虫の居所が悪かったからと言って、あそこまで強く当たる必要性はないはずである。
　姉妹関係の崩落は、和佐にとってデメリットのないというものではなかった。第一に、二人でないと実行できない謀略が全て果たせなくなるということだ。そして次点は、他人を粗相に扱っていたと知られることで、大好きな姉からの評価が下がってしまうという問題だった。
　本を読んでいる間も良心（むろん和佐基準の良心である）がちくちくと神経を刺してきて、とても集中するどころではなかった。ついには読書自体を断念し、押し込むように文献を本棚に戻した。
　廊下側から足音が近づいたのは、この時だった。
　司書が所用でやってきたのかと思ったが、違った。現れたのは最悪の相手であった。
「えへへ、一条さん。実にいい場所に隠れてらっしゃいますね〜♪」
　和佐の不快感の根源が、黒い三つ編みを揺らしながら天使の笑みで接近してきたのだった。
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　ルームメイトとの対面は朝以来であるが、和佐に再会の喜びなど湧くはずがなかった。それどころか機嫌は最下層まで滑落していた。変態淑女にこの場所を知られたということは、安息を得られる場所が潰えたも同然である。
「……なぜここがわかったの」
　うなるような問いは、少女の清楚なしたり顔で返された。
「一条さんと言えば本を読むイメージがありましたからね。それで図書館にいるものかとすぐに。後は司書さんに『一条さんのルームメイトですが』と尋ねたら一発でした」
　盲点だった。わざわざここまで来る物好きなどいなかったから、司書への口止めという発想自体が今まで湧いてこなかった。苛立ちが、自分の迂闊さによってさらに促進される。
　編入生の変態淑女は物珍しげに埃っぽい空間を眺めていたが、やがて和佐に対してプルーン色の瞳を輝かせた。
「あたしもこの場所が好きになりそうです♪　辺鄙なところですし、音を立てても誰かに聞かれる可能性は低いでしょうし……まあ、それはそれとして」
　笑顔をそのままに、岬は口調をわずかに変質させた。
「ストレートにうかがいましょう。あたしの私物を引き出しに入れて鍵をかけたのは一条さんですね？」
　和佐の時間が一瞬だけ止まる。このとき素直に白状すべきか、しらばっくれるべきか、彼女は判断に迷っていたが、すぐに結論が出た。ここで回答を避けて何になるというのか。
　もしかしたら変態娘は仕返しとばかりに、こちらのプライベートを踏みにじってまで鍵を取り戻そうとするのではないか。そんな目に遭うくらいなら自分が物盗りであるとさっさと自白した方がましである。編入生の彼女を幻滅させることも可能だろうし。
　白髪をかき上げ、和佐は開き直りの態度を示した。
「鍵をかけたから何だというの」
「何だとはよく言えますね。あの中にはお金に代えられない思い出の品も交じってたんですよ？　早く鍵を返してください」
　ここで返すなら、初めから嫌がらせなどするはずがない。それに和佐としては、岬の表情にわずかな必死さをうかがうことができて、取引の余地があると踏んでいたのだった。
　冷ややかな一瞥と共に言い放つ。
「それはできない相談ね」
「したくないんじゃなくて、できないんですか？」
「だって鍵を無くしたから」
　岬の眉がぴくりと揺れる。あからさまに信用していないという反応だ。
「一条さんともあろう方がそんな初歩的なミスをなさいますかね？」
「あなたの評定などどうでもいいわ。とにかく無くしてしまった以上、いくら私のことを問い詰めても無駄よ。わざわざあなたのために鍵を探してやる道理もないし」
「いやいや、やる気はなくとも勝手に持ち出して紛失させた以上、探す道理はあるはずでしょうが」
　真顔になり、岬はルームメイトをまっすぐ見据えた。
「だいたい、なぜそんなチンケな嫌がらせをなさったんですか？　あたしへの嫌がらせ目的なのは承知ですが、それで仮に一条さんに愛想を尽かしたとして、部屋から立ち去ってくれると、本気で考えてらっしゃるんですか？」
「……どういうこと」
　和佐はうなった。岬の指摘はほとんど図星に近かったのもあったし、せっかくの計略を『チンケ』と評されたのも癪にさわった。
　白髪少女の問いかけに、ルームメイトの少女は憐れむような顔を浮かべた。
「まず、私物を取り出せないとなれば、寮部屋の移転だってできないじゃないですか。まあ鍵をぶっ壊せば済む話ですけど、わざわざあたしが器物破損の罪を被る筋合いはないですし。それに私が騒ぐことで鍵の窃盗が寮母さんたちに知られたらどうします？　一条さんが問題児だと知れれば、もしかしたらルームメイトを隔離するという話も出るかもしれませんが、その代わり一条さんに自由を与えることは二度とないでしょう」
「…………」
「ここの規則は知りませんが、最悪、退寮宣告を受けることも覚悟した方がいいんじゃないですか？　たとえセーフだとしても、こんなことをして黎明さまが許してくださると本気で思ってます？　いくら一条さんに甘いと言っても、何でもかんでも受け入れてくださる方ではないでしょう？」
　岬の指摘は和佐の致命的な弱点を突いた。姉という弱点がある限り、自分は変態娘から優位を奪うことができない。姉に物理的接触を拒絶された和佐だが、彼女に認められたいという想いを諦めるつもりはなかった。
　思わず歯噛みしたが、ここで岬はシリアスな表情を一変させ、普段の人懐っこい笑顔に戻った。
「まあ、あたしは一条さんが鍵を無くしたなど、はなから信じちゃいませんけどね。あたしに無駄に探させて、実は一条さんが持ってましたーというオチなんでしょう？」
　それは勘繰りが過ぎる。円珠との関係が明かせないが故の方便に過ぎないのだが、岬はもはや自分の推理を曲げる意思はなさそうだった。
　ずいと接近し、意味ありげな声でささやく。
「あくまでしらを切るおつもりなら、今この場で一条さんのお身体を取り押さえて鍵を取り戻させていただきます」
「まさか……」
　和佐は青くなった。昨晩あれだけ体躯をまさぐっておきながら、それに飽き足らず、さらに変態的な行為を重ねようというのか。この娘は。
　それこそ退校処分レベルだろうと思ったが、現に変態淑女はその『まさか』を実行しようと動き出していた。容赦なくこちらの身体を押さえつけてきて、全力で抵抗はしたものの、雌雄はすぐに決せられた。壁際まで追い詰められ、そのまま床に尻餅状態にされる。
　昨晩の情事ですでに思い知らされたことだが、黒髪の小娘は変態的な情熱を受けることで力を増強させる能力を持っているとしか思えなかった。和佐自身も決して非力ではないはずなのに、同程度の体格の変態淑女に手も足も出ない。
「よいしょ……っと」
　その変態淑女も座り込み、同時にスカートに包まれた和佐の両膝に手をやった。脚が開かれ、その間に編入生は自身の上半身を滑り込ませる。
「昔ミステリーで読んだのですが、登場人物の女性が重要な証拠物件をタイツの中に隠して持ち去った話があるんです。一条さんならもしかしたらご存知かもしれません。まあ、普通に考えれば『スカートをまくってタイツを調べさせろ』なんて言えるわけないですもんね〜」
　むろん普通の少女でない岬は、ルームメイトの黒タイツを検分することに逡巡を示すことはなかった。手のひらを滑らせ、濃紫色のロングスカートをはらりとめくってしまう。
「な……やめなさい！　やめ……ひッ⁉」
　黒い繊維に包まれた長い脚があらわになり、その黒脚をさすられた瞬間、和佐の両眼から砂糖菓子色の火花が飛び散った。
　岬はルームメイトのスカートをさらにまくり上げ、太ももの側面や裏側を、まるで香油を塗り広げるかのごとく撫で回した。
「……こ、このっ、私にこんな真似をしてただで済むとでも……んぐっ」
　和佐は自分の手で自分の口をふさいだ。恨み言は絶え間なく思い浮かぶが、黒タイツを通して背筋に小気味よい刺激が走り、前もってふさいでおかないと発せられる声がとんでもない色っぽさになるような気がしたのだ。
「えへへ、別に声を出しても構いませんよ〜？　それを耳にするのはあたしだけなんですから♪」
　精神の避難場所として愛用していた場所が、ふざけた編入生の手によって格好の情事の場に変えられてしまった。その編入生は黒脚の柔肉やわにくに軽く指を食い込ませており、危うい刺激が和佐に昨晩の疼きを思い起こさせる。押しのけなければと思いつつも、編入生の巧みな手さばきのせいで身体に力が入らない。
「……一条さん、何だか素足を撫でられるより感じてらっしゃいません？」
　変態が嫌なことを指摘した。しかも、その指摘は正しいときたものだ。岬はさらに手を太ももの奥深くまで滑り込ませ、その指先はタイツのランガード部分まで達していた。
　脚の付け根までくすぐられて、和佐はもはや口を押さえることもかなわなかった。手が離れ、その隙を岬の唇によって埋められる。あまりにも気持ちの良いキス。それは脚に受ける快感と相反せず、和佐の頭は、蛍光ピンクの官能に沈みそうになる。
「そう言えば、一条さんの以前のルームメイトさんにお会いしましたよ。春山雪葉さん、覚えておいでですか？」
　いったん唇を離すと、岬は口を拭うことなく唐突に切り出した。
「あんないたいけな子を嫌がらせのキスで追い返してしまうなんてね。彼女にした嫌がらせのキスってどんな感じなんでしょう？　あたしがするより気持ちいいんですかね？」
　気持ち良さなど、今の和佐には問題にはならなかった。編入生の小娘は傷つけられた春山雪葉の代わりに、制裁を加えようとしているのだろうか。たとえこちらに非があるとして、その件に関与していない彼女が嫌がらせのキスを代行する権利はあるのだろうか。
　様々な疑問は、再度のキスによる快楽の渦に飲み込まれた。腰がふやけ、壁がなければそのまま床の上にひっくり返りそうになった。
　脳裏を突くような水音の最中で、編入生のとろみがかった熱い声が聞こえたような気がした。
「やばいなあ……。昨日のことで一条さんに対して歯止めが利かなくなっちゃいそう」
　岬の心も余裕を失いつつあり、柔らかな頬は薄桃のヴェールに透かした状態にあった。
　昨晩の情事は一条和佐の暴走を止めるためのことであったが、そこに岬自身の都合がないと言ったら嘘になる。白髪のルームメイトと身体を重ね、そのまま行きつく場所まで到達したいという欲情は確かに存在していた。
　その時と似た征服欲が岬の肉体を内側から再びあふれ出て、黒脚を愛撫された少女の顔をまっすぐとらえる。
　次の瞬間、和佐の瞳がカッと見開かれた。
　彼女はわずかに残された力を振り絞り、岬に目がけて反撃に出た。両腕を突き出し、しなやかな指は、編入生の確かな感触を掴んだ。暖かな血流が上下している、白くほっそりとしたその首を。
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　岬をくすぶった官能は即座に離散した。首に食い込む指は冷たく、確かな力をもって頸動脈を圧迫していた。朝、仕留め損ねた白髪少女の復讐がここから始まろうとしていた。
「ぐぅッ……ア、い、ちじょう、さ……？」
　振り絞って出た声がうめきに変わる。不運なことに、このとき和佐は編入生の首を絞めている自覚がなく、条件反射に首を掴み、無意識に力を込めていたのであった。
　岬は全力で床を叩き、異音に気づいた和佐は灰色の両眼をぱちくりさせた。慌てて力を緩めたが、首筋に指は這わせたままであり、白髪少女の美しいかんばせには憎悪の色がよみがえりつつあった。
「……なんて顔するのよ」
　頭に血流が戻ってなお、岬の顔は蒼白のままである。恐怖はそう簡単に表情から離れることはないようだ。
　だが、弱っている彼女に対して和佐は容赦しなかった。
「まるで私だけが悪者みたいじゃない。こうなったのも、全部あなたの自業自得でしょう。私のことを散々犯しておきながら、いざ自分が都合が悪くなると、そうやって被害者ぶるつもり？」
「……そんなことはありません」
　岬は声まで潤ませた。ルームメイトの鋭利な指摘に珍しく泣き出しそうになる。しゃくり声を一度上げ、首に指をかけたままの少女に自分の想いを吐き出した。
「一条さんを絶望させるわけにはいきませんでしたから。なので、もし一条さんが懲りずに黎明さまの夜這いを狙ってるのであれば、あたしは再度ためらうつもりはありません」
「絶望の大元が何をほざくの⁉」
　和佐は激情し、脅しの意味を込めて岬の首を一押しした。
「それなら私もこう言わせてもらうわ！　あなたが懲りずにルームメイトに居座る気なら、こっちだってためらわない。あなたの人生から余命というものを永久に葬り去ってやる！」
　和佐が両手を持ち上げる。それに合わせて岬の顎の角度も上昇し、潤んだプルーン色の瞳に鋭い光をたたえながら和佐を見下ろす。放たれた声は苦しげだが強気でもあった。
「……一条さんに私を殺せますかね」
「なんですって……」
　うめくように言い返す和佐。その和佐にさらにうろたえる事態が生じた。首を押さえていた手に編入生の手が重ねられたのである。その手は暖かく、細かく震えていた。
「無理に気張ろうとなさらない方がいいです。あなたにそんなことができないと、あたしは信じてますから」
「気張っているのはあなたの方でしょう。そんなぼろぼろな顔をして」
　清楚を装った岬の顔は、今やこわばった笑顔に支配されていた。例えるならば、虐待された事実を隠すために無理やり笑みを作っている印象が最も近いだろうか。
　だが、虚勢を張っているのは和佐も同じであった。その点は、岬の指摘のとおりである。どんなに目の前の少女が憎くても、自分は彼女を絞め殺すことはできない。
「ずるい……あなたはずるいわ」
　和佐の声は、屈辱と自身の不甲斐なさにあふれていた。
「あなたは自分のしたいことを何でも実現できるのに、私は何一つ、自分の望みを果たすことができない……。黎明の件だって、あなたを追い出すことだって……」
　無力感に苛まれた動作で、和佐は岬の首から手を離した。凌辱した相手への復讐も、ついに遂げることはできなかった。
　首が自由になった岬は、その首筋を撫でながら絞殺未遂の少女に生真面目に頭を下げた。
「……ありがとうございます」
「別に。犯罪者になるつもりがなかっただけよ」
　編入生の少女は、さらに重ねて自分の行為を詫びた。
「それと申し訳ありませんでした。いくら一条さんの暴走を止めるためとはいえ、あの時は最適な手段がこれしか思い浮かばなかったんです」
「変態の変態たるゆえんね……」
　和佐は呆れたが、その呆れは害意や殺意とは無縁のものだった。白髪少女は今さら黒タイツの脚をさらけ出していたことに気づき、急いで立ち上がり、岬もルームメイトの後に続いた。
「あなたの鍵は手元にないわ。他人に預けたから」
　和佐の告白はあまりに唐突であり、岬は呆気にとられて、思わず失礼なことを口走ってしまった。
「一条さん、預けるような方がいらっしゃったんですか？」
「…………」
　和佐の永久凍土の視線は、今の岬に効果はあった。反射的に首に手をやる少女に、和佐は嘆息しつつ話を進める。
「相手の名前は明かせないわ。彼女の迷惑にもなるから。そのうち取り戻してあげるから、大人しく待っていなさいな」
「ありがとうございます」
「社交辞令で言っておくけれど、私は決して、あなたを許すつもりはないわ。ただ、これであなたを追い返せそうにないとわかった以上、内容を語ろうが黙ってようが同じことだと思ったまでよ」
「わかりました」
　禁帯出資料室での出来事は、お互いにとって思いがけない展開を迎えて終わりを告げた。いや、岬にとって最後の驚きがこの次に残されていた。スカートの裾をはたき終えた和佐は、編入生の少女にこう呼びかける。
「岬」
　和佐が編入生の名を呼んだのは、これで二度目である。
　落ち着いた音律をともなったものは今回が初めてだった。
　面食らいつつ岬が反応すると、和佐はルームメイトの特色である長い三つ編みに触れ、それをどかして首筋をまじまじと眺め始めた。
　岬は変態淑女とは思えぬウブな緊張に包まれ、至近距離から首を見つめる白髪少女に声をかけた。
「跡でも残ってました？」
「いいえ、何も……」
　和佐はあっさり三つ編みから手を離し、そのまま入り口に向かって歩み去ろうとする。硬質な足音に岬も続く。一条さんなりに首を絞めたことを申し訳なく感じてるのかなあと思うと、首を絞められたトラウマも少しずつ癒えていくのであった。

　禁帯出資料室から人の気配が完全に消えると、わずかに開いていた裏口の扉は静かに閉ざされた。
　隙間から聞き耳を立てていた円珠は、絶望のあまり、その場で崩れ落ちた。
　彼女は姉様と別れた後、寮内で過ごしている間も姉様の不自然な態度が気にかかり、長時間思い悩んだ結果、図書館裏まで引き返したのである。
　彼女の場所からでは書架の陰で展開されている痴態は見えなかった。しかし、姉様の押し殺した吐息や接吻の水音などはしっかりと聞き取ることができたのだった。
　もっとも、円珠がショックを受けたのは官能をもよおす音よりもその後の二人の会話にあった。姉様が憎んでいたはずの編入生に自分との関係を話したのである。
「どうして……」
　円珠の声はかすれていた。せっかく姉様のために、良心を殺しながら盗んだ鍵をきちんと持つつもりでいたのに。姉様はその妹の存在を躊躇なく売り飛ばすつもりなのか。
　後輩少女の中に、強い疑惑が芽吹いた。二人の『朝帰り』の件もあって、繊弱な顔はさらに深い影に覆われていく。
「どうして、姉様、どうしてなのですか……？」
　円珠は胡桃色の瞳を潤ませた。鍵を握りしめた手が感情と共鳴し、細かく震え出した。




外伝１　三号棟３０６号室の煩悶



　　　　　Ⅰ

　時刻は、白髪少女と編入生が最悪の関係性のまま寮へ帰還した場面までさかのぼる。
　この時、都丸千佳は頭のてっぺんからつま先まで不機嫌の状態にあった。
　朝の散歩中にお姉様のメイドに出会えた僥倖も、もたらされた情報によってあっけなく吹き飛んだ。
　ぽっと出の編入生がお姉様の屋敷から朝帰りだとおッ⁉
　寮棟区の敷地を歩く間、彼女はずっと肩を怒らせていたのだった。
　千佳はすでに変態淑女の編入生の噂を聞いており、お姉様のファンに交じって三つ編みの彼女の姿を直接目撃したこともあった。一見すると清楚そのものに見えたが、変態的行為をやらかしたのは紛れもない事実である。その彼女がお姉様の屋敷で寝泊まりしたのだ。何も起こらぬはずがない。岬の関心がお姉様の妹のみにあるという発想は、この時の千佳の頭にはなかった。
　般若もかくやの形相で千佳が編入生の『朝帰り』の情報を友人らにぶちまけると、千佳はようやく落ち着きを取り戻すことができた。
（それにしても、子夜先輩もなんてタイミングで……）
　お姉様の専属メイドに対して、ささやかな愚痴を胸中でとなえる。二人を送ることはお姉様からの指示として仕方がないにせよ、事前に知っていれば、もう少し身綺麗な状態でお会いできたというのに。
　理不尽なことを思いながら、千佳は三号棟の３０６号室へ引き返した。
　今の千佳の容姿は、自身で嘆くほどひどいものではない。敷地内とは言え外に出るということで、寮母たちの目に配慮して最低限な身だしなみは整えてあったのだ。
　高等科二年に進学する予定の少女としては背は低めで、ウエーブの入ったツインテールは、光の当たり具合で紫にも見える黒髪である。髪色よりも漆黒のネグリジェは、裾にやたらと細かいレースがあしらわれており、和佐の着ているものとは異なり、腕も肩もむき出しになっていた。シスター蒼山から「シュミーズと変わらないじゃない」と注意を受けたため、防寒対策も兼ねて厚手のカーディガンを羽織り、裸足の下にはしゃれたサンダルを履いている。
　なかなかに大胆な格好であり、容姿に自信がなければこのような服装は選ばないであろう。そして千佳が自信の所有者であることは一同が認めるものであり、自信に見合うだけの容姿を持ち合わせているのも、また事実だった。
　もっとも、その自信も今では屈折した精神状態で曇りがちであり、サンダルからスリッパに履き替えたとき、洗面所の扉が開き、ルームメイトが面食らった様子で千佳の冴えない顔を見つめていた。
「どうしたのよ都丸さん？　浮かない顔しちゃって。らしくないじゃない」
「うげっ、リコ……」




　愛らしさの欠片もない声を発し、千佳は現れた少女を見てのけぞる。何とも嫌そうな彼女の反応が、ルームメイトの反感を誘った。
「ちょっと都丸さん、いきなり人の顔を見て『うげっ』は失礼でしょ。さすがに私でも傷つくわ」
　真面目くさって言い、リコと呼ばれた少女は両手を腰に当てた。
　本名は赤城沙織子あかぎさおりこという。千佳と同様、高等科二年に進学する予定を控えており、気さくな性格である反面、妙に堅苦しい一面も持ち合わせていた。寮内の治安を守る寮生委員会に所属しており、後輩を中心に『沙織子おねーさん』呼びを徹底させている。
　沙織子は千佳よりはだいぶ背は高いが、上部で結わえられた紅茶色の髪のポニーテールのおかげて、若干身長が嵩増しされているようにも見える。無骨なスウェット姿だが、これから朝食へ向かうのか、身だしなみ自体は整っていた。
　そのポニーテールのおねーさんが腰に手を当てたまま、ツインテールのルームメイトに再度問いかける。
「それで、朝っぱらから一体何があったのよ？」
「そうそう、聞いてよリコお！　ほんッと、あり得ないこと聞いたんだから！」
　キンキンと響く悲鳴で、千佳は編入生の少女の朝帰りの話を沙織子にも話した。おねーさんは他の寮生と異なる反応を示した。彼女にとって、編入生・上野岬の名は禁忌なものだったのである。
　髪色に負けないくらい、沙織子の頬が紅茶色に染まる。思い出したのだ。二日前、その編入生が屋内プールのシャワー室で他の生徒に全裸で迫ろうとした光景を。鼻血を出して失神したときの瞬間が、まざまざとよみがえった。
「はえーん…………」
　気の抜けきった声を吐き出し、女子どうしの絡みに免疫のない沙織子は後ろへ倒れ込みそうになる。千佳は仰天してルームメイトの身体を支え、のぼせ上がる彼女に甲高い叱咤の声を浴びせた。
「ちょ、ちょっとリコ⁉　そんなところでぶっ倒れるなんてやめてよね！　ほんッと世話が焼けるんだから！」
「だって、都丸さんが上野さんの名前を出すから……」
「うちのせいにするなッ。こっちだって好きで言ってるわけじゃないのに！」
　わめいてから、千佳は思い出したように畳みかける。
「それから、リコ。『都丸さん』はやめてっていつも言ってるでしょ！　うちのことはちゃんと『ルチカ』で呼んで！」
「嫌よ。そんなあだ名で呼ぶなんて、人としての礼儀にもとるわ」
「自分だって『沙織子おねーさん』って呼ばせまくってるくせに！」
　もっともな意見を述べてから、ルチカを自称する少女は本来の気の強さをさらに発揮させた。
「だいたいねえ、後輩の裸を見ただけで失神するようなリコが姉を自称するなんて、滑稽を通り越して不敬罪レベルなのよ。よくもまあ恐れも恥も知らずに、お姉様と同じ立場を気取れたもんだわ」
「ぬぁんですってぇッ⁉」
　鹿毛色かげいろの瞳をくわっと見開いて、沙織子が千佳に凄む。恥じらったり怒ったりと、何とも忙しい彼女だが、おねーさんとしての立場を侮辱された以上、とうてい黙ってられなかったのだろう。
「私はちゃんと『おねーさん』としてすべきことは果たしてるわよ！　いくら虫の居所が悪いからって手当たり次第に噛みつくのはやめなさいよね！」
「果たしてるって、十回中五回くらいはヘマやらかしてるじゃない！　リコはおねーさんとして慕われてんじゃなくて、ズッコケ芸人として笑われてるだけなの！」
「はあ⁉　今すぐ取り消して！　せいぜい三回よ‼」
「大して変わってないし！」
　以後、無意味な口喧嘩で空漠な数分を費やして、二人はそれぞれ肩を怒らせて玄関から姿を消したのであった。沙織子は廊下へ出て、千佳は部屋に戻る。
　千佳は苛立たしげにカーディガンを脱ぎ捨てると、シュミーズ同然の格好で自分の机に座り込む。変態淑女に負けず劣らず、同居人の存在にも腹が立つ。中等科に入った時から沙織子とはルームメイトとして共棲しているが、いまだに慣れる気配がない。
（だいたい、なんでリコは嫌いなうちとルームメイトになりたがるのよ？　ほんッッッと意味わかんないし！）
　それは千佳に限らず、二人を知る者であれば誰もが疑問に思うところであった。ワガママな千佳の監視というのが理由としてもっともらしく語られているが、当の沙織子はいまだにその理由について明言していない。

　　　　　Ⅱ

　聖黎女学園は始業式前の一週間に入寮期間の制度を設けており、その間、ルームメイトと共棲できそうにない場合、双方の合意のもとで寮部屋の変更が可能である。だが、沙織子も千佳も一度もその制度を利用したことがなかった。
　千佳もまた、沙織子と居続ける理由を明かしたことはなかったが、彼女の場合、反りの合わない寮生とルームメイトでいる動機はハッキリと存在していた。
　沙織子リコはストレスをぶつける相手として非常に都合がよいのである。
　喧嘩ではない。あれは無為に疲弊するだけで肩が凝るというデメリットしか存在しない。「まるで実の姉妹の喧嘩みたいね〜」と言われたこともあるが、断じて違うぞ。
（やっぱり、ストレス発散って言えばやっぱこれよ、これ！）
　小悪魔の笑みを浮かべつつ、ルチカは大きめのタブレットを取り出し、細められた赤銅色の瞳をさらに赤々と光らせてその画面を起動させた。
（この天下のルチカ様をコケにした罪は重いわよ〜。うちがリコのことを徹底的に辱めてあ・げ・る！）
　軽やかに指を躍らせ、保存した画像を表示させる。見栄えのあるイラストはすべて、この少女が手掛けたものだ。一六歳の少女とは思えない職人技であった。
　都丸千佳はイラスト同好会に所属しており、クオリティーの高さから、あちこちに制作を依頼されることが多い。もちろん、趣味で絵を描くことだってある。
　千佳の今開いたフォルダには『制裁用』というかなり物騒な名前が付けられていた。もっとも、中身はただのイラスト収納所であり、やたらと同じ色が目を引く。紅茶色の長いポニーテールの少女の絵——どう見てもモデルはルームメイトの赤城沙織子である。
　イラストの沙織子は様々な衣装を着せられているが、ある程度の傾向はみられた。品行方正を重んじる沙織子自身が見たら鼻血を吹いて卒倒するようなレベルの卑猥なものばかりである。
　ある作品ではメイド服を模した極小の布地のビキニを着ており、別のイラストの格好は無難な白ワンピースではあるが、服全体がびしょ濡れの状態であり、下着が上下とも完全に透けてしまっている。
　もっと凄まじいものもあった。そのイラストの沙織子はもはや服も下着も一切身に着けておらず、局部に泡を付けているのみの状態である。さらに脚を大股に開いて浴室のタイルに座り込み、紅潮した顔に扇情的な恥じらいを浮かべて、画面の向こうの千佳を睨みつけていたのであった。
　千佳はネグリジェに包まれた背中がゾクゾクするのを感じた。口元が緩んだのはあくまで自分の実力に対する陶酔と、ルームメイトを辱めさせたことによる愉悦からくるものであったが、ポニーテールの寮生に惚れ込んでいると誤解されても仕方のない光景である。
（フン、このルチカ様に恥ずかしくも華麗に描かれることを光栄に思うがいいわッ）
　小鼻を鳴らすと、千佳は一旦タブレットの電源を切り、棚にしまったアルバムを手に取ってそれを広げた。表紙に『心の恵み』と書かれたそれは、これまた同じ被写体で統一されていたが、こちらは赤城沙織子ではなかった。自然界に存在しえないはずの白い髪と金の瞳は、憧れのお姉様、一条黎明のものだ。
　黎明は妹の和佐と違って白髪を腰まで波打たせており、かんばせは二十歳の割に幼げであるが、同時に深い母性をうかがわせた。彼女はたいてい肌をほとんど露出させない白のロリータドレスを着込み、その格好でメイドの風月を従えて寮内を闊歩していたのだ。やや場違いな壮麗さがあるが、それが似合ってしまうのが聖花さまのすごいところである。
　もっとも、写真に飾られている黎明さまは白ドレスの格好ばかりではなかった。風月とお揃いのクラシカルなメイド服や、和佐の着るようなハイウエストのロングスカート姿など……沙織子のイラストと比較して圧倒的に清楚なものが多いが、胸が豊満すぎるためか、ただ着ているだけで見るものの心にさざ波を立ててくる。ちなみに聖花さまの『ブロマイド』を撮影したのは子夜風月であり、メイドだけでなくカメラマンとしても優れていることを示していた。
　一分ほどお姉様の麗しいお姿を眺めた千佳は、シナプスに閃光をほとばしらせて勢いよく手を叩いた。
「そうだわ、バニーよ‼　あの口うるさいリコを悶えさせるにはこれしかない！　よしッ、そうと決まれば、もうルチカ様の右手は黙っちゃいないわッ‼」
　お姉様の清楚なお姿からなぜバニーガールという発想にいたったのか、もはやルチカ様当人に問い合わせるしか理解は不可能である。だが、すでに彼女の頭の中ではイラストの構図まで鮮明に浮かび上がっていたようであった。
　再度タブレットを取り出し、専用のペンを使って衝動にうずく右手を動かし続ける千佳。そして沙織子が朝食から帰還したときには、イラストのアタリまで済ませていたのであった。
　戻ってきた沙織子が見たのは、余裕に満ちた表情でネグリジェから私服に着替えているルームメイトだ。彼女の服装に対して、呆れた声を出す。
「都丸さん、相変わらず好きねえ。そういう格好」
　そう言わしめたルチカ様のファッションは、黎明さまに負けないくらいフリルとレースを使ったロリータドレスであった。だが、彼女はお姉様と違って黒や紫をメインにしたゴシックロリータを愛用していた。「お姉様が光ならうちは影よ！」というのが理由だとか。
　大人しく座っていれば彼女自身がイラストや写真のモデルになってもおかしくない可憐さはあるが、もともと千佳は大人しく座ってくれるような性分ではない。しかも今はいいアイデアが思い浮かんだことにより、居ても立っても居られないというべき有様だ。ルームメイトの毒を、勝ち誇るような笑顔を浮かべて受け流す。
「ふふん、所詮リコのような平凡な女には、この衣装の良さなんかわかんないのよ〜」
「平凡でなくたってわかんないわよ。というか、さっきまであれだけ不機嫌だったのにもう回復したわけ？」
「ん？　ああ、お姉様に手を出した不届き者ならいずれ決着をつけてやるわ。今は思いついたアイデアを形にするのが優先事項よッ」
　ゴスロリ衣装に着替え終えた千佳は、タブレットを抱えて部屋を出ようとした。まさか沙織子も千佳のひらめいたアイデアが自分のバニーガール姿であるとは思いも寄らなかったに違いない。千佳は自身のストレス解消法について誰にも打ち明けたことがないのである。
　片眉をひそめて沙織子はゴスロリの寮生に問いかける。
「いつもの場所に行くの？」
「そうよ。邪魔したらうちの右手が黙っちゃいないわ」
　沙織子の言う『いつもの場所』とは寮棟区の図書館のことだ。一部が個室になっており、鍵はないが『使用中』の札をかけることで他人の介在を防ぐことができる。それを破ればペナルティーが発生するわけだから、生徒たちは忠実にそれを守っている。黙々とイラストを描くのには最適な場所と言えよう。
　鼻唄でも奏でかねない調子で千佳が部屋を飛び出すと、沙織子は腰に当てた両手を解き、ルームメイトが立ち去った扉をしばらく眺めていた。呆れた顔はとうに消え失せており、代わりに浮かんだのは気さくなおねーさんに似合わない、恐ろしく真剣な表情だった。

　　　　　Ⅲ

　前述のとおり、赤城沙織子は寮生委員会に所属している。
　もっとも、寮内を巡回するのは委員としての責務というより彼女の使命感によるものが大きかった。ルームメイトの千佳が指摘するように常にうまくいっているとは言いがたいが、持ち前の愛嬌の良さもあって『沙織子おねーさん』の評判は上々であった。
　そもそも沙織子の暑苦しいほどの使命感は、彼女の実の姉に影響されたものだった。聖黎女学園のＯＧの一人でで現在二五歳。沙織子と九つも年の離れた姉は紅金市内で弁護士として活動しており、黎女時代から正義感に熱く、面倒見の良い女性であった。
　スーツ姿で颯爽と働く姉の写真をもらったことがあり、それが沙織子の『素晴らしい女性』の原点となった。ゆえに、と言うべきか、黎明さまや千佳の着るようなフリフリのドレスにはどうしても辟易してしまい、それがゴスロリ好きルームメイトの反感を買っている。
　沙織子は千佳とのやり取りをひとまず記憶から消し、シスター蒼山の手伝いをしたり、後輩のお悩み相談に乗ったり、急遽開かれたソフトテニス部のミーティングに参加したりと、忙しい時間を過ごした。すべてを終えたときにはすでに十一時を回っていた。
　さすがに疲弊感が回ってきたので、購買でおやつを入手し、いったん三号棟の寮部屋へ戻ろうとした。だが、３０６号室前の人だかりを見て、沙織子は唖然としたものである。
　アイドルのストーカー集団か、あるいは借金の取り立てか。そのいずれにも心当たりのなかった沙織子は入り口でたむろしている寮生たちに呼びかけ、おねーさんの声に彼女たちはいっせいに振り返ったのだった。
「あ、沙織子おねーさん。おはようございます」
「ルチカ先輩に伝えてほしいことがあるんですけど」
　また彼女が何かやらかしたんか。苦々しく思いつつも沙織子がおねーさんらしく応対すると、彼女たちはエサをねだる雛さながらに一気にさえずり始めたのだった。
「ルチカ先輩にイラストを頼んだんですけど、ちょっと予定が押しちゃって、締め切りをもう少し早めてもらおうと思いまして……」
「あたしは、いただいたイラストをもうちょいベターな感じに変更してもらおうかな、と」
「沙織子おねーさん、ルチカさんにさらにもう一体キャラ描いてくれるよう頼んでくれません？　あの人なら間違いなく応じてくれるはずだから」
「お願いします！　あたしたちが頼むより沙織子おねーさんが言った方が効果があると思いますので……」
　集まった少女たちがルチカのイラストに関して好き勝手に注文を付けてくる。おそらく、彼女たちには確証があったのだろう。周りの評判を何よりも気にする沙織子おねーさんなら「やれやれ」と思いつつも、気の合わないルームメイトに対しても自分たちの注文を取り次いでくださるだろうと。
　だが、沙織子の態度は周りの期待を裏切るものだった。絵描きの同居人がここまで人気だったのかという驚きも一瞬で過ぎ去り、一同に向けて厳しい視線を向けた。
「あなたたち、ちょっと都丸さんに無理させ過ぎじゃないの？」
　喜色を浮かべていた少女たちの表情が一斉に固まる。気さくなおねーさんにここまで否定的な態度をとられるとは予想外だったのだろう。非行少女に対して鮮烈な怒気を示すことは多々あるが、ここまで静かな怒りをたたえるのは滅多にない事態だった。聞いていた少女の一人が「ハッキリ怒るより怖い……」と言いたげに目をそらす。
　沙織子は、さらに追い打ちをかけた。
「絵の手直しでも描き足しでも、そう簡単にできるものじゃないでしょう。あなたたち、都丸さんに何でもかんでも押し付けて何とも思わないわけ？　イラストの修正を要求するくらいなら、初めから修正する必要がない状態で彼女に注文をするのが筋じゃないかしら」
　沙織子に似合わない冷ややかな説教だった。聞いていた彼女たちは当惑しつつも、あくまで自分たちなりの言い分を主張し続ける。
「で、でもお。最初から計画通りに行くなんてわからないじゃないですかあ。行き当たりばったりなんて誰にでもあることですし〜」
「ルチカさんなら事情をわかってくれるはずですし、自分のスキルアップになると喜んでくれると思いますよ〜」
　殊勝げに言うが、態度を見れば千佳の気持ちを勝手に代弁していることは明白である。依頼をまとめて引き受けてしまう千佳にも問題はあるが、明らかに彼女を利用しようとしている面々に、沙織子はついに憤りをほとばしらせた。
「あなたたち、いい加減にしなさいよ」
　凄むような声だった。彼女たちは肝が冷えたが、立ち直ると、沙織子への態度は反感へと変わっていった。刺すような視線とともに白けたような声が放たれる。
「先輩にイラストの何がわかるって言うんですか」




　沙織子は怒れる相手の声音に感化した。もともと売られた喧嘩は買わずにはいられない性分の彼女である。腰に両手を当て、さらに声を荒げようとしたとき。
「ちょっとちょっとちょっとーっ⁉」
　突然の第三者の声に沙織子は驚いた様子で振り向く。
　少女たちもその叫びで、初めて声の主の存在に気づいた。
　ゴスロリ少女の姿は、一同の視界からすれば豆粒ほどの大きさでしかなかった。廊下のかなり遠くにいたはずだが、そこからでも鮮烈に声が届いたのだから、かなりの声量といえるだろう。
　タブレットを小脇に抱えながら駆けつけた千佳は、依頼した少女の一人から話の内容を聞くと、沙織子に向けて赤銅色の瞳をぎらつかせた。
「こらあ、リコ！　彼女たちはルチカの大事なお客様なの！　こんなとこまで余計な口を挟んでこないで‼」
　ルームメイトに吠えたてられ、沙織子の中の闘気は大きく揺らいだ。いちおう彼女を思って憤慨したというのに、その相手から真正面から否定されてしまったのだ。
　完全に悄然となる前に、沙織子はどうにか踏みとどまってゴスロリ少女に意見した。
「でも都丸さん、彼女たちはあなたに無茶させようとしてるのよ？　たとえあなたが問題ないと思っていても、いきなりこんな要求を出された以上、ちゃんとした報酬を彼女たちから受けておくべきだわ」
「報酬なんて別にいいっての！　彼女たちがうちのイラストをちゃんと評価して綺麗に飾り立ててくれるんだから、これ以上せしめたらかえって申し訳ないでしょ。だいたい本業になったことを考えれば、この程度の要望なんて可愛いもんだし」
　プロ意識の高さ誇示しつつ、ルチカが胸を反り返らせる。ロリータ服の配色だけでなく、胸の大きさまでお姉様と対照であった。少女たちが一斉に「ルチカ様〜っ」と言わんばかりの視線を送っているが、どうにもおべっかの色が濃く出ているように思われた。もっとも、そう感じていたのは沙織子だけで、受けたご本人は安っぽいへつらいに気づいていないようだ。
　沙織子は、まだ承服しかねる様子で悦に浸る千佳に対して水を差した。
「そういう働き方は感心しないわ。この手の要求は一度呑んでしまうと、どうしてもエスカレートしがちなの。都丸さんならやってくれる、できて当然……と向こうは思い込んで、あなたはその期待に縛られ、イラストを描くのが厳しい状況でも断ることができなくなってしまう……。さらに言うと、あまりホイホイ引き受けすぎると、将来、あなたの絵を悪用する顧客に当たって大変な目に遭うかもしれないわ」
「うっさーーーいッ‼」
　千佳の中の小火山がついに噴火した。
「ただでさえリコは口やかましいのに、そのうえ趣味にまで口出しするなんてどういうつもりなのさ⁉　しかも周りにまで迷惑かけちゃって！　これ以上おねーさんとしての評判を落としたくないなら、さっさとどっかへ消えちまいな！」
　千佳の罵倒に、沙織子は完全に立ち尽くしてしまった。それを見た少女たちは、この後、おねーさんが本気で憤るか、それとも盛大に泣き出してしまうのかとハラハラしたものだ。
　だが、現実はそのどちらも起こらなかった。熱く大きな息を吐いた沙織子の顔から巨大な感情の渦がうかがえたが、実際に言葉で表明したのはたった一言である。
「……わかった。もういい」
　冷ややかに言い捨て、大勢の生徒とルームメイトの視線を受けながら、沙織子は寮部屋へと戻っていった。

　　　　　Ⅳ

　時間の流れは二人の溝を埋めることなく、そのまま夜へと突き進んだ。
　千佳が入浴を済ませて３０６号室に戻ると、ルームメイトの沙織子は机に突っ伏したままであった。午後の巡回も取りやめ、食事以外、一切部屋を出ることはなかったのだ。
　気力を沈没させた沙織子を、千佳は最初は無視を通すつもりであったが、しだいに捨て置けなくなってきて、ベッドに座り込みながら紅茶色のポニーテールに向かって声を放る。
「リコ、早くいかないと入浴時間終わっちゃうわよー」
　返事がない。ただのタヌキ寝入りのようだ。中等科以来、ずっとルームメイトを続けていると、相手の行動パターンも大体わかってしまうのである。
　だが、今回の沈没具合は特にひどいような気がする。
　シュミーズ同然の黒のネグリジェから伸びた脚を揺らして千佳はさらに続けた。
「シスター蒼山さんも寮生も食事中のリコを見て絶句してたわよ。オニノカクランとはこのことだわ、って」
　国語の成績が壊滅的である千佳は、寮母から受けた語句をそのまま流用してのけた。鬼扱いされた沙織子は相変わらずポニーテールを微動だにせず、重苦しい沈黙に圧され、ついに千佳の忍耐が弾けた。
「んぎいぃぃいッ！　もう、じれったい‼」
　千佳はベッドにかかと落としを決めた。もしベッドに意思があれば声を出す前に昏倒していたに違いない。
　その気の毒なベッドから勢いよく立ち上がると、怒れるツインテールの少女は甲高い声でわめき散らしたのだった。
「午前のことを謝れっていうなら、さっさとそう言えばいいじゃない！　確かに言い過ぎたわよ、ごめんなさい！　でもうちだって自分の信念に基づいて活動してたから、リコにあれこれ干渉されたくなかったの！」
　傍に来て騒がれたら、さすがの沙織子も無反応ではいられなかった。顔をゆっくり動かして鹿毛色の瞳をルームメイトに向けた。その目が赤く腫れている。
　椅子の上で千佳と正対した沙織子は、唐突な問いを第一声とした。
「……都丸さんは、私の姉が弁護士やってるのは知ってるわよね？」
　虚を突かれた千佳だが、すぐさま首を縦に振った。
「知ってるわよ。確かクリエイター相手の弁護を専門にしてるんだっけ？」
　創作家の卵である千佳がよどみなく答える。正解とばかりに、沙織子は頷いた。法律相談の他にも、顧客とのトラブル対応についての講演もおこなっているそうだが、それはそうと、なぜ沙織子がいきなり自身の姉の話題を出したのか、千佳は理解に苦しんだ。
「姉さんが弁護士を始めたきっかけはね。黎女時代、親友の作品が知り合いによって自作宣伝されたからなの」
　語られる内容に千佳は息を呑む。イラストレーターを志す彼女にとって、クリエイターの被害話は決して他人事で済まされるものではなかった。
「その依頼人はかなりしたたか……というより狡猾な人らしくてね。抗議したその友人を屁理屈で黙らせて、逆に料金を不払いにするぞと脅しかけてきたの。その友人は脅迫を受けてすっかり怯えきって、姉さんもこの時は相手に対抗できるノウハウを持ち合わせていなかったから、泣く泣くその絵を手放してその相手から逃れることにしたの。でもね……」
「ま、まだ続きがあるのお⁉」
　怪談話を聞かされたかのように、千佳が青ざめた顔でのけぞる。
「あるのよ。しばらくして、その相手から再び連絡が来たらしくてね。何も悪びれもせずに『今度、私名義でイラストを描いてくださいませんか？』と、こう来たのよ！」
　千佳は今度は押し黙った。ルームメイトの義憤が一気に浸透し、片腕を掴んだ指が怒りで震えている。
　声もまた、将来の同業者に対する憐れみと依頼側に向けた怒りとで大きく揺れていた。
「……それで、その人はその相手の要求を呑んだの？」
「まさか。その話を聞いて姉さん、完全に頭に血が上っちゃってね。依頼人の罵声に一歩も退くことなく言うべきことを言って、その人を引き下がらせたの。そして、こういう人間のせいで創作家が二度と餌食されることがないようにと心に決めて、姉さんは黎女の短期大学を中退して法学部のある大学に転入したの」
　そして現在は弁護士兼講師としてクリエイター相手に活動しているというわけだ。大義の根底にある友人への強い想いがうかがえて、千佳は大きく溜息を吐いてみせた。心からの安堵によるものだったが、胸を撫で下ろすのは早急だった。




沙織子が顔を上げて本題に移ったからである。
「私はね、都丸さんが姉さんの友達の二の舞を演じるんじゃないかとずっと冷や冷やしてるのよ。確かに黎女の生徒で、あそこまで悪辣な要求をする人はいないと思うでしょうけど、軽々しく引き受けすぎると、そのうちタチの悪い相手に当たってしまうんじゃないかと心配になって……」
　神妙な感情のルームメイトに、千佳は居心地の悪さをおぼえた。彼女の懸念が本物であることは、長年の付き合いでわかっていたのだが、あまりにも下手に来られると、彼女をモデルにして扇情的なイラストを描いていた自分が極悪人のような気分になってしまう。
　一つ深呼吸して、千佳は強がってみせた。
「別にうちだって考えなしに引き受けてるわけじゃないの。悪質な客が存在してることだって知ってるし、将来に向けてトラブルに巻き込まれないようにあれこれ調べてんだから。それに……」
　赤銅色の瞳をまっすぐ向けて言う。
「リコのお姉さんが友達を守る理由はわかったけど、それがそのままリコがうちを守る理由にはならないでしょ」
　致命的な発言だった。沙織子は最初、今までそのことを意識したことがなかったと言いたげに硬直していたが、衝撃が去ると、彼女はまたしても表情を泣き出す寸前にひしゃげさせた。
　千佳に悪気がないのは、こちらも長年の付き合いでわかっていたが、自分のあり方のすべてを否定されたような気がしたからだ。自分の正義感も、ルームメイトを心配する気持ちも、すべて姉の模倣でしかなかったのだろうか。
「……今の言葉、すごく効いたわ」
　鼻をすすり、鹿毛色の瞳を腕で乱暴にこする沙織子。
「確かに、そうね。なぜ都丸さんのすることにいちいち干渉してたのか、私もわからない……」
「リコ……」
　深刻な空気に対する息苦しさも忘れてしまいそうだった。何か言い返すべきだとはわかっていても、普段、彼女相手に出るのは喧嘩の文句ばかりだ。散らかった脳内語彙時点から励ましの言葉を発掘しようとしても簡単にはいかず、結局、ルームメイトの愛称をとなえることしかできない。
　そのリコが、ふいに椅子から立ち上がった。
「……入浴時間が終わってしまうのよね。ちょっと行ってくる」
「リコ！」
　千佳が呼びかけると、沙織子は無理やり平常心を取り繕った声で返した。
「大丈夫よ。明日になればすべて元通りだから。だから何も心配しないで」
「そういうこと聞いてんじゃないの！　行くな、バカ‼」
　完全に頭に血が上った千佳である。じゃあ何が聞きたいのと問われても答えられる気がしないが、とにかく自己完結で逃げ込む沙織子の態度は気に食わないのであった。
　ルチカ様の渾身の叫びは無益に終わった。入浴の準備を済ませたリコは一度もルームメイトに振り返ることのないまま扉の向こうへと姿を消してしまった。
「ああ、もうッ‼」
　少女は誰もいない空間でさらに罵倒を吐くと、タブレットをひったくり、そのままベッドに横たわった。
　怒りが鎮まるのを待ってから、午前中に手がけたイラストを見直す。
（リコのイラスト、ずいぶん増えたなあ……）
　頼まれたイラストの場合、下絵から完成まで二、三週間はかかるが趣味で描く沙織子の作品は、その気になれば三日で仕上げることができる。今回のバニーガールも後は清書するだけで完成、といったところだ。
　四つん這いになって見る人をどや顔で見つめ返すバニー姿の沙織子。勝ち誇った顔をしている割に頬が真っ赤なのが、かえって見る人の興奮を掻き立てさせるという狙いである。
　現実の沙織子が見れば狼狽必至のイラストで、ルチカ様の憂さ晴らしはペンを入れることで完遂に向かっていく。だが今の千佳は、ここから筆を走らせる気力が湧いてこない。当分、このイラストに手を加えることができないだろう。
　ストレスはすでに十二分に溜まっていたが、これ以上の嫌がらせはルームメイトを本気で傷つけてしまうと直感したのだ。
（本当に、元通りに戻るんでしょうね……？）
　翌朝になればいつも通りの言い争いを繰り広げ、その鬱憤をイラストにぶつけることができるだろうか。
　そのようなことを願いながら、千佳はタブレットを掴んだまま、赤銅色の瞳を閉ざした。

　　　　　　Ⅴ

　だが、千佳の受難はここからが本番であった。
　意識に靄がかかった状態のまま、千佳は夜半に一度目を覚ます。真夜中だから、一帯は宵闇に包まれているのが自然であるはずだが、このとき千佳の視界を支配したのはその色だけではなかった。
　暖色の明かりが雨に濡れた街灯のようにぼやけて光っており、千佳は最初、それが不思議な事態だとは思わなかった。脳内がまだ目覚めきれていない証拠であり、その意識が一気に覚醒に向かったのは視覚ではなく聴覚によるものだった。
「……か、千佳、千佳……っ」
　千佳は絶叫して飛び上がった。いや、そうしたつもりであったが、声も全身も金縛りにあったかのように自由が利かなくなっている。
　呼び名こそ違うが、甘くかすれた声の正体を間違えることは千佳には不可能であった。ルームメイトの赤城沙織子の声。
　声に乗じて、沙織子は薄霧に包まれた光の正体をあらわにさせた。その姿に千佳はまたしても叫び出しそうになった。
　紅茶色のポニーテールを持つ少女は、ウサギの耳を模したヘアバンドを頭上に乗せ、カマーベストの下にぴっちりとした黒のレオタードを着用していた。レオタードから伸びた茶色のタイツに包まれた脚の質感も見事で、四つん這いになって千佳を切なげに見つめる姿は、表情こそ違うが、イラストで描いた二次元世界の赤城沙織子そのものであった。
　イラストの沙織子が実体化したのか、あるいは現実の沙織子があえてバニーガールのコスプレを決め込んだのか。どちらにせよ、千佳の理解を凌駕した展開であることには間違いない。
　バニー姿の沙織子は暗がりに染まることなく、まるで全身から淡い燐光を放っているかのようだ。千佳が金縛りを受けているのをいいことに、すでにツインテールがほどけた黒髪を撫でてくる。
「千佳……ああっ、千佳……すき……」
「ちょおっ⁉　リ、リコ、冗談……だよね？」
　千佳は声を上ずらせた。少なくとも本人はそういう認識のつもりだった。だが相手に聞く耳がないのか、そもそも声になっていなかったのか、沙織子はルームメイトの反応を完全に無視し、のぼせたように頬を染めながら千佳の名前をとなえ続けている。
「やっ、沙織子、お願い、やめて……っ」
　顔を背けようにも首も動かず、その首筋から肩甲骨にかけて、千佳はぐっしょりと冷や汗を浮かべた。ネグリジェの下も、むき出しの手足も同様の事態におちいった。
　沙織子は黒のレオタードに包まれた前身を落とした。肢体の質量と柔らかさ、そして胸の弾力が千佳の心臓に伝わってくる。沙織子の肢体は黎明おねえさまほどではないがしなやかで、出るところはしっかり出ていた。さらにイラストの彼女は作者の憂さ晴らしによってさらに胸が盛られていたのだ。
　さらに手首を押さえつけて千佳の動きを封じると、沙織子は艶やかな唇を相手に接近させた。千佳はもはや声も出ず、極限まで大きくさせた瞳で接近するバニー少女の顔を見ることしかできなかった。
　まるで時空全体にスローモーションがかかったような心境である。唇の接近から接触までの時間が永遠に感じられ、そしてリコにキスされる！　と千佳がぎゅっと目を閉じた、次の瞬間。
「——ぶわああぁぁああぁぁああッ⁉」
　彼女は上半身を跳ね上げた。ほとばしらせた悲鳴は本物だった。
　目覚めた瞬間、千佳は呼吸を整えること以外何も考えられず、どうにか脳に十分な酸素が行き渡ると、身体の内側から殴り続けられるような動悸を感じながら額に張りついた前髪を乱暴にかきむしった。
　恐る恐る隣のベッドを見てみると、沙織子は頭から毛布をかぶってすやすや寝息を立てている。これでようやく千佳は自分がバーチャルリアリティー顔負けの夢を見たと確信が持てたのだった。
　安堵感が込み上がってくるも、全身にまとわりついている寝汗が、あれが本当に夢だったのかという一抹の不審を掻き立てさせる。正直、今すぐネグリジェを脱ぎ捨ててシャワーを浴びたい心地だったが、とっくにシャワーの利用時間は終了しているし、すっぽんぽんで身体を清めている際にバニー姿の沙織子を意識してしまったら、そのままのぼせて帰ってこられなくなるかもしれない。
（それにしても、何だってうちはあんな夢を……）
　しかも呼び名が『都丸さん』ではなく、今まで呼ばれたことのない『千佳』である。なぜ呼び捨てなのか、自分は密かに彼女にそう呼ばれるのを望んでいたというのか。
『夢は無意識な欲求の表れ』という俗説を払いのけて、千佳は無意識に唇に指を当てた。
　キスの経験は、異性であれ同性であれ千佳は一度もない。唇どうしが触れる感覚がなかったのが功を奏し、夢の中でのキスの瞬間にエラーが発生して現実に帰還することができたのである。もし接吻の感触を記憶していたら、さらに先まで進んでいたのだろうかと思うと、千佳の背筋は震えた。
（……て言うか、ただ単純にルチカ様の絵のレベルが格段に上がったってだけの話じゃないの？　思わず自分でも興奮をおぼえるくらいに。そうだわ。そうに違いないッ）
　千佳は必死で自分にそう言い聞かせた。こうして自らを奮い立たせないと、もはや自分のメンタルが保てないところまで来ていたのである。
　自分の両頬をぺちぺち叩いてから、千佳はもう一度ベッドに横たわった。頬に刺激を与えてから寝るというのも奇妙な話だが、二度と物騒な夢を見ないための千佳なりの即席処方術というわけである。
　天才イラストレーターの卵の手がけたバニー衣装のルームメイトの作品は、作者の気持ちの整理がつくまで、しばらくお蔵入りとなりそうだった。






第八章　幼馴染の恋



　　　　　　Ⅰ

　寮棟区の図書館を後にした岬がこの日、夕食を摂ったのは午後六時過ぎのことだった。食堂が開いてすぐのことである。なにぶん、昼食を食べ損ねてしまった身であり、カカオエッグ二個（しかも半分は雪葉にあげてしまった）では、これ以上の飢えをしのぐことができなかったのだ。
　和佐とは途中で別れ、一人でトマトと豚肉の照り焼き丼に箸を進めている間、岬の表情は硬かった。食事中に何度も首筋に手をやり、首を絞めかけられたことを思い返して青ざめ、心配そうに触れてもらったことを振り返って恐怖を中和させようとつとめる。
　ルームメイトの美脚を黒タイツ越しからさすりまくることもでき、一条邸での夜も岬にとっては心苦しいだけの出来事ではなかった。絞殺寸前におちいったのは調子に乗ったことへの罰なのだろう。だが、和佐自身も自分の行動に後悔したようで、彼女の良心を垣間見えたことは岬にとっては喜ばしいことであった。
　夕食を摂り終えて食堂を出ると、購買から現れた少女たちの姿がたまたま目に入った。このとき岬が関心を寄せたのは彼女たちの手にしていたものだった。岬も数時間前に買ったカカオエッグだ。雪葉のフィギュアに対する熱中ぶりが特に印象に残ったが、他の生徒たちの間でもそこそこに評判らしい。
　その玩具菓子を見て、岬は亜麻色の髪の美少女と不本意なかたちで物別れとなってしまったことを思い出した。
（一条さんの件もそうだけど、こちらの関係もどうにかしたいよね……）
　初めて会った時の雪葉の感触は悪くなかった。こちらが変態淑女でかつ、一条和佐のルームメイトであると知ったときは拒絶反応をわずかに示したものだが、それでも態度しだいでは再び打ち解けられると岬は確信していた。問題は、かたくなに反感を抱いている東野暁音のほうである。
　暁音に連れられて雪葉が立ち去ったとき、岬は幼馴染の関係が一枚岩ではないのではと疑った。暁音は都合が悪くなると雪葉を無理やり従わせようとする感があり、そして雪葉の性格上、いつまでもそれに耐えうるとは思えない。
　悪い言葉を選ぶと、そこに付け入る隙があると岬は考えた。その想いを胸の内に秘めつつ、カカオエッグを一つ購入する。一日三個までしか買えないはずだから、購買担当の人にとがめられることはないはずだ。
　シークレットが当たることなど最初から期待してはいなかったが、カプセルを開けた結果、岬は「運命の女神とさえ情を交わしているのではないか？」と噂される自分の姿を思い描いたものであった。
　もっとも中身を見た瞬間は、その正体に首を傾げたものである。パッケージのどこにも引き当てた商品についての記載がされていなかったからである。だが、箱の隅に『シークレットもあるにゅ♪』と書いてあるのを見た瞬間、岬は珍しく変態淑女の要素抜きに心が高揚した。もしかして、この黄金にコーティングされたキノコアザラシが、雪葉が求めていた代物ではなかろうか。
　テンションを熱気球のように膨らませつつ、岬はレアものに違いない金のアザラシを、いかにしてファンの彼女に渡そうか思案した。別に普通に手渡してもいいのだが、せっかく引き当てた逸品だから、何となくいい感じに提供してみたいではないか。
　清楚な淑女らしからぬ子供じみた思考をめぐらして、岬は一つの回答として、その金のアザラシを実に様になるポーズで掲げてみせた。目撃した寮生が編入生の奇行に目を白黒させたが、やがて視線を白にさせて通り過ぎていく。岬もさすがに自分の行為の痛々しさにすぐに気づいた。こうすることで雪葉が飛んでくるんじゃないかなーと、思い返すとかなり酔狂な期待をしたものだが、十秒後、岬の恥は無意味なものにならずに済んだ。
　寮の入り口の自動ドアが開いた瞬間、奇声がはじけた。それなりに距離のあるところから大声を発した少女は、亜麻色の長髪を振り乱し、短いスカートにも関わらず細い脚を跳ね上げて編入生の少女目がけて駆けつけてきたのである。岬はプルーン色の瞳を凝らして、ミニスカートの裾の動きと黒のニーソックスの奥にある肌色の肉感を堪能した。
　自動ドアが閉まるのと同時に購買前の岬のもとまで急接近した雪葉は呼吸を荒くしつつ相手を見上げた。
「そ、それ、ゆきはがずっと狙ってたシークレット……！」
　初対面の時は知らなかったが、雪葉は自分の名前を一人称に使うらしい。
　岬は手を下ろして、ニーソックスの少女に極めて愛想よく応じた。
「やっぱり相当珍しいものなんだね？　……ほしい？」
「ゆきはにくれるのか⁉」
　雪葉の鳶色の瞳は、今やスパンコールをまぶしたかのように輝いている。岬の表情も雪葉のきらめきを受けて笑みを濃くする。
「もちろん。あたしより雪葉が持ってたほうがこの子も喜ぶと思うからね」
「うおう、やったぜ！　みさきって実はいいヤツなんだな！」
　金色のアザラシを受け取ると、雪葉はそれを両手に掲げて小躍りせんばかりである。実はも何もあたしはいいヤツなんですけど……というつぶやきは胸中で済まし、岬は舞い上がる少女に向かって口調をわずかに改めた。
「ただね、ちょっと雪葉にお願いがあるんだ。聞いてくれるかな？」
「いいとも！　ゆきはのできることならなんでも聞くぞ」
「へえ、なんでも」
　と物騒なことは岬は言わず、邪な感情を清楚なポーカーフェイスで完全に包みながら雪葉の顔をまっすぐ見つめた。
「これからもあたしと仲良くなってほしいんだ。雪葉だってあたしを心の底から嫌ってるわけじゃないんでしょ？」
　金のキノコアザラシを持っていた両手を下げ、幼げな印象の少女は困ったようなうなり声を発した。
「それは、そうなんだけどさあ……。でも、みさきは女の子とぶっちうするのが大好きなんだろ？」
「うん」
　岬は正直に頷いた。ごまかすこともむろん可能であったが、これから自分は目の前の少女と親交を結ぶのだ。実直な性格の雪葉を欺くような真似はしたくなかった。
「確かにあたしは女の子とキスするのが大好きだよ。……雪葉はあたしにキスされたい？」
「ううん！」
　強く否定して亜麻色の長髪を振り乱す。全力で走った後の額に前髪が引っ付く。岬がそれを直して、魅力的な笑顔と声を作った。
「じゃあ、キスしない。雪葉に嫌われたくないもん。あたしがキスするのは悪い子か、キスされたい相手のどっちかだけだから。雪葉がそのどっちでもないなら、襲われるなんてことは絶対にあり得ないから」
「ほ、ほんとか？」
「あたしの言葉が信じられない？」
　目を細めて、可愛らしく首まで傾げてみせる。和佐が見たら間違いなく『曲者』と評価したに違いない笑みである。
　その笑みを、純粋な心の雪葉はまっすぐ見つめ、やがて幼げな顔を真剣にさせて首を縦に振ってみせた。
「ゆきはは……みさきのことを信じたい。最初に会った時点で、みさきはいいヤツだと感じていたからな」
「えへへ〜、ありがとう雪葉」
　岬はにこやかに応じただけだが、その実、感極まった勢いで雪葉に飛びかかるのを必死に堪えていたのである。ここで理性を吹き飛ばして変態的な抱擁を交わしたりしたら、芽生えたばかりの友情が台無しである。
　名残惜しい気がしないでもないが、この先の展開を思えば、彼女に抱きつかなくて正解だと岬は心底実感したのだった。
「ゆーきーはー……っ」
　地獄の底から這うように響いた声。
　少女のものと認識するのも困難な声音に、岬も雪葉も心臓を大きくバウンドさせた。雪葉にいたっては声の主に対して指を突きつけて叫んだものだ。
「出たあ！　菌性海獣アルマゲキノコドン！」
「誰がアルマゲキノコドンだ‼」
　アルマゲキノコドンの正体は東野暁音であった。その菌性海獣もシリーズの一種なのだろうかと首を傾げながら、岬は幼馴染どうしのやり取りをひとまず見守ろうとした。
　が、無理だった。暁音が黒々とした瞳をいきなりこちらに向けてきたからである。
「このやろ、ちょっと私が目を離した隙に雪葉をたぶらかしやがって……！　雪葉も雪葉だ、こいつに関わるとロクなことにならないって言ったばっかだろ！」
「別にあたしから手を出したわけじゃないよ」
　心外と言わんばかりに岬が目を丸くすると、仲良くなったばかりの雪葉も同調してくれた。
「そうだそうだ〜！　それにロクなことにならなかったわけじゃないぞ！　みさきはな、当てたシークレットをゆきはにくれたんだ！」
　得意げに金色のキノコアザラシを突きつけたが、菌性海獣顔負けの敵意を剥きだした少女はそれを見てさらに逆上したのであった。
「物につられてあっさり懐柔されるんじゃない‼」
　海獣だけにか、と岬が思う間もなく、暁音は雪葉の手から金のアザラシを引ったくる。雪葉が抗議の声を上げるのはごく自然のことであった。
「ああああ‼　何すんだよッ、あかね！」
「こんな変態のほどこしを受けるんじゃない！　すぐに部屋へ引き上げるぞ、雪葉！」
　金のアザラシを岬目がけて放り投げ、強権的に幼馴染をうながそうとする暁音。だが、せっかくのシークレットを取り上げられてしまった雪葉は、怒れる短髪少女の言葉を是としなかった。
「……いやだ」
「ああ？」
「やだって言ってんだ！　せっかく岬と仲良くなれたというのに、ふざけんな‼」
　びりびりと肌に響く勢いの雪葉が叫び声であった。もっとも、聞いていた岬は違う意味で心を痺れさせていた。勢いで言っただけの可能性もあるが、雪葉に友人と認められたことが無性に嬉しかったのである。
　いや、感慨に浸っている場合ではない。暁音が雪葉に負けない勢いで怒声を返してきたのだった。
「こいつは一条の手先で、それ以前に重度の変態なんだ！　またキスされるかもしれないんだぞ！」
「みさきはゆきはにキスしないって約束した！　ゆきはその言葉を信じる！」
　まさに海獣大戦争が勃発しかねない雰囲気。だが二人の対峙は岬が想像していたより長期戦にはならなかった。暁音がふいに顔を伏せ、憤慨をそのままに声を低めたからだ。
「……私の言葉よりも信じられるってか」
　雪葉は面食らい、顔から怒気が失われた。そう返されるのは想定外だったのだろう。去就に迷っている間に、暁音は幼馴染の少女に畳みかけた。
「じゃあいいよ。そんなに岬のことが大事なら気が済むまでそばにいりゃあいいだろ。後で犯されて泣きを見たって私はもう知らないからな！」
「暁音‼」
　このとき叫んだのは雪葉ではない。今まで黙って事の成り行きを見ていた変態淑女の編入生は、暁音の態度を見て、もはや「あたしのために争わないで」の立場にはいられなかったのだ。
　だが、変態淑女に襟首を掴まれる展開でも予測したのか、暁音は即座に背中を向け、入り口の自動ドア目指して走り去ってしまった。運動部の少女に膂力りょりょくで勝てるとも思えず、岬は大きく息を吐き出し、同じく取り残された亜麻色の髪の少女をかえりみた。
「雪葉、だいじょうぶ？」
「……うん」
　和佐がいたら「社交辞令ね」とぼやくことだろう。短髪少女のあれほどの怒りは予想外だったらしく、鳶色の大きな瞳は泣き出す寸前に潤んでいた。
　岬は雪葉の強がりには言及せず、暁音の手から戻った金色のアザラシのフィギュアを再譲渡して彼女をなだめようとする。
　だが、岬の試みは雪葉の濡れた声によって拒絶された。
「みさきがしばらく持っててくれ。今持ってたら……なんかまずいような気がすんだよ」
「そっか……」
　感情でなく理性に基づき、岬は雪葉の提案を受け止めた。
「そうだよね。じゃあ、暁音のほとぼりが冷めたときを見計らって渡しておこっか？」
　鼻をすすりながら雪葉が頷くと、亜麻色の後ろ髪とニーソックスに包まれた脚をふらつかせながら三号棟の渡り廊下に向かって歩き出したのだった。

　　　　　Ⅱ

　一方、怒髪天の調子で本棟を飛び出した暁音は、岬と雪葉が追いかけてこないことを確認すると足と表情を緩め、行く当てもなく寮棟区内の敷地を練り歩いていた。
　すでに日が落ち、設置された常夜灯があちこちで照り始めている。整然と刈られた敷地内の芝生から雨を予感させる匂いがただよい、空気全体に湿り気を帯びているようだった。
（そう言えば、夜から降るんだっけ……）
　他人事のように天気予報を思い出す。
　どのみち長い時間ふらつくつもりもない。降り出す前にさっさと寮に引き返すつもりだったが、そこで暁音は思いがけない人物から声をかけられたのであった。
「あ、東野先輩……」
「おう、円珠か」
　ミディアムボブの少女に気づいて、暁音は気さくな先輩の表情を浮かべた。
　所属する部活こそ違うが、円珠とは『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズを通じて親しい仲となっており、雪葉を含めた三人で極めてマニアックな会話を展開させることが多かった。
　だが暁音の顔を見た瞬間、円珠は大人しめな表情を引き締め、ふいに先輩に顔を近づけて声をひそめた。
「先輩、突然申し訳ありませんが、少しお時間をいただけないでしょうか」
「な、なんだよいきなり」
　面食らった暁音だが「どうか、お願いいたします」と強く押されて、結果的に応じる羽目になった。暁音の脳裏に警戒のランプがともった。袖を掴んだ円珠が引き込んだ場所は、寮棟の中でも誰も立ち寄らない非常階段であったのだ。
　常夜灯の光も届かず、雨脚が近づきつつあるせいもあって人の気配は一切ない。円珠とともに闇の中に滑り込んだ暁音は、屋内プールのシャワー室で全裸の編入生に迫られた時の緊張感を思い起こした。
　円珠は暁音が頬に血色を上らせていることも、野性味あふれた顔をゆがめていたことにも気づいていない様子だった。暗がりでよく見えないせいもあるだろうが、それ以上に、相手の顔をまともに見られないくらい、周囲を警戒していたのであった。このとき円珠は愛用のキノコアザラシのぬいぐるみを持っておらず、自由になった手どうしを組みながら暁音に対して切り出した。
「率直に申し上げます。二日前に上野先輩に対する噂を流したのはわたしなんです」
「なんだって？」
　二日前と言えば、自分が岬にルームメイト解消を訴えかけた日ではないか。水泳部の午前練を抜け出すという暴挙にまで及んでこのような行動に出たのは、目の前にいる円珠から「編入生の少女が人嫌いの白髪ルームメイトに嫌がらせのキスを受けまくった」という情報を聞いたからだ。この時は後輩は知り合いからの又聞きだと主張していたが……。
　暁音はうなり声で問いただした。
「なんでそんな噂を流した？」
「……一条先輩に頼まれたからです」
　白髪の姉様に対する呼称を円珠は改めた。第三者に向けて『姉様』と口にするのはやはり抵抗があったが、覚悟を決めたよりかはすんなりと出たものだ。もともと姉様呼びは自分から願い出たもので、いきなり呼び名を変更したところで和佐ねえさまとしてはきわめてどうでもよいことであったに違いない。
　衝撃的な後輩の告白に、暁音は声を低める。
「一条の野郎に脅されてたのか？」
「いいえ、わたしは先輩の……協力者だったんです」
　暁音は短髪をかきむしった。同好の士である円珠の声からそのふざけた内容が真実であるとさとったのだろう。雪葉や岬相手ほどではないが、怒りをまとった声が暁音の口から吐き出された。
「お前ッ、一条の奴とグルだったのかよ……！」
　暁音が苛立った理由は、何も不愉快な真実を聞かされただけではない。二日前、編入生は言ったのだ。根も葉もない噂を吹聴した大元は一条和佐自身ではないかと。何を馬鹿なと、その時は一笑したが、彼女の推理は真実だったのだ。
　自分の短髪から手を離すと、暁音はもはや友情も感じさせない声で言い放った。
「だが、なんでそれをわざわざ話した？　私に関係をバラすのも一条の野郎の差し金か？」
「いいえ。わたしと一条先輩の関係を知ったうえで東野先輩にあることをお願いにまいったのです」
「なんだとお？」
　露骨に馬鹿にした声である。
「一条とつるんで私をはめといて今さら何を頼む？」
「もう一度……ルームメイトであるお二人を引き離すことをお考えいただけないでしょうか？」
「ルームメイトの解消をもういっぺんやれってか」
「はい」
　円珠の返事に、気弱な後輩の響きはどこにもない。姉様との関係を暴露できたことで、凄絶な覚悟を気負ったのかもしれなかった。暗闇の中で眉をひそめる暁音に、さらに切り込む。
「先ほどの春山先輩とのやり取り、拝見させていただきました」
「…………」
「あなたは編入生の方を相当憎んでいるはず。それに、春山先輩のファーストキスを奪った一条先輩のことも許すつもりはないのでしょう？　あのお二人に一泡吹かせたいとは思いませんか？」
　口を閉ざすと、湿った空気に重い沈黙が流れた。少女二人が、それぞれの真剣な表情を浮かべて闇の中で対峙していたが、やがて暁音が再び口を開く。大きなため息が二人の距離感にただよった。
「円珠、お前は根本的に私のことを誤解してる。私はもはや、あの二人のルームメイト解消を望んじゃいないんだ。確かにあいつらのことは憎んでるけどさ、岬を奴と引き離して性欲を持て余させたりしてみろ。周りにまで被害が及んで大変なことになるだろうが。その責任を負いたくはないんだ。岬の性の大洪水を抑えるには一条の奴が防波堤になるのが最善なんだよ」
　それが一条和佐に対する最高の復讐だと、暁音は考えていたのだ。岬に良い思いをさせてしまうのは癪だが、彼女の行動はとにかく予測しがたい。下手に刺激をさせ、これ以上ひどい目に遭うのは御免被りたかった。
「先輩、ですがッ……」
　円珠は必死に食い下がり、それを暁音は手で制した。
「お前の勘違いその二。一条とのコンビを解消する気のない時点で、私は協力するつもりなんか毛頭ないんだよ。結局、お前の提案ってのは私を利用して、ただおいしい思いをしたいだけなんだろ？　嫌がらせというより、単に一条に振り向いてもらうために。そんな奴の手なんか借りられるか」
　静かだが、強い拒絶である。どうにか先輩の協力を得られまいかと考えた円珠も、この反発の前ではいかなる誘いも無駄だとさとらざるを得ない。
　熱のこもった落胆の声で応じる。
「……そうですか、残念です。東野先輩とは手を組めると思っていたのですが……」
　返答を待たず、円珠は短髪の先輩を残してその場を立ち去った。暁音は雪葉に続き、仲の良かった後輩少女とも距離を置かれることになったのである。
　暁音は闇の中でしばらく立ち尽くした。私は悪くない、と必死に自分に言い聞かせるも、心の寂寞をごまかすことはもはや不可能であった。

　　　　　Ⅲ

　円珠が駆け出してから数分後、人の目を警戒しながら暁音も物陰から出て、本棟の自動ドアを再びくぐり抜けた。
　いつの間にか、シャツの下に薄汗を浮かべている。湿度によるものか、円珠の話を受けて緊張していたのかは不明だがどちらにせよ大浴場でさっぱりしたい気分である。
　水泳部の部長は「モヤモヤを晴らすなら、やっぱお風呂だね〜」とのたまう人物で、それは暁音も否定しない。湯船に浸かるのはプールで泳ぐのとはまた別の心地よさがあるが、幼馴染と不仲になってしまった今、その快感を味わえるかどうかは怪しいものである。
（雪葉、ちゃんと身体や髪を洗えるかな……？）
　物別れになった今でも、それだけは気がかりな暁音であった。というのも、雪葉の身体を身綺麗にしているのはいつも暁音の役目であり、彼女がいなければ雪葉の持ち前の可憐さは半減したと言われたほどだ。それだけ雪葉の洗い方はガサツであり、言い争いをした後でも暁音は気にせずにはいられなかったのである。
　脱衣所で素っ裸になり、大浴場の洗い場の風呂椅子に座り込む。普段なら雪葉がそこに収まって「あかね、洗えー」と命じてくるのだが、今の暁音は独りぼっちだ。無言で自分の身体を綺麗にしたが、一人で身体を洗うことがこれほど静かな行為だとは思わなかった。
　さて入浴……と風呂椅子から腰を浮かせたとき、入り口の扉が音を立てて開かれた。暁音は思わず声が出そうになった。やってきたのは春山雪葉である。
　雪葉の方も即座に幼馴染の存在に気づいたらしく、暁音の黒々とした瞳とかち合った瞬間、露骨に「げっ！」と言わんばかりの表情をとった。
　彼女はタオルを身体に巻いておらず、幼き天使の肢体を余すところなくさらしていた。岬が見たら興奮を抑え切れなかったに違いない。もっとも、幸いなことにその編入生はシスター蒼山から大浴場に赴くのを当分の間控えるよう（半ば強制的に）勧告されていたのであった。
　その雪葉は、わざとらしく幼馴染と目を合わせないようにして別の洗い場の風呂椅子に腰を下ろした。暁音は洗ったばかりのチョコレート色の短髪にもう一度泡をつけ、横目で幼馴染の様子をさりげなく観察した。
　まずは亜麻色の長髪を上部に束ね、桶にお湯を浸して身体にかける。白い肌が濡れ、艶めかしい光沢を放ち始めた。
　そこに泡立てたボディタオルをこすりつけたとき、暁音は思わず胸が騒いだ。髪を洗う手を止めてしまったほどだ。本人にその自覚はなかったが、そのときの胸の高鳴りは、シャワー室で編入生の裸体を間近で見たときの高揚感と酷似していた。
　ほっそりとした肢体に、白い泡がまとわりつく。しなやかな腕から、かすかなふくらみを秘めた胸へ。さらにしゅっと引き締まった腰を経て、普段はニーソックスに包まれている脚が白く濡れていく。
　ボディタオルで塗り広げることで透き通った極薄の紗が肌にぴったり張り付いているように映り、ただの裸体よりも色っぽく感じられる。普段は背中しか見ないし、身体を綺麗にすることで頭がいっぱいだったので、幼馴染の成長した肢体をまじまじと見る機会はなかった。
（……って、なに編入生アイツみたいに見とれてるんだ私は！）
　慌てて暁音は顔を幼馴染から外し、乱暴に短い髪を泡ごとかきむしる。普段の雪葉よりよほど乱暴な洗い方である。
　一方で、雪葉の洗い方は実に丁寧なものだ。今まで適当に洗っていたのが演技と思えるかのように。
　チラリと送る暁音の視線にはすでに気づいていたかもしれないが、雪葉は相変わらず幼馴染に向こうとせず、うつむかせた瞳に静かな光をたたえている。物憂げの表情ともとれるし、意図的に感情を消しているようにも見えた。どちらにせよ、普段の雪葉からは想像もつかない顔であり、そんな表情もできたのかと、長い付き合いであるはずの幼馴染も、驚きを禁じ得ない。
　お湯をかけて肢体に張りついた泡を落とすと、次に雪葉は結わえた髪をはらりと下ろした。湯気で湿度を含んだ亜麻色の長髪が肌に貼りつく。
　雪葉の髪の洗い方は雑だ。少なくとも暁音の前ではそうだった。わしゃわしゃと髪をかき乱しているようにしか見えず、髪が痛む前に暁音の指導が入るのが常であった。
　その指導を、今の雪葉は単独で忠実に実行していた。何度も暁音に洗われていたため、自然とやり方を学んでいたのかもしれない。シャンプーだけでなくトリートメントも持ち込んでおり（髪をいたわるようにと暁音が以前に買ったものだ）、それらを使って、身体同様、優しい手つきで洗っていく。
（なんだよ。ちゃんと一人で洗えるじゃん……）
　今まで洗ってやった自分は何だったんだと暁音は呆れ果てたが、次の瞬間、心が冷えた。湯気でふやけかけた全身が一瞬で硬直するくらいに。
　本当に、自分の存在は一体何だったのだ？　
　雪葉は本当は一人で身体も髪も洗えるのに、なぜわざと雑な洗い方をして、わざわざこちらに洗ってもらうようせがんできたのか。
（なんで……どうして私なんかに……）
　単純に甘えたいという雪葉の純心に対して、暁音は疑念を抱き始めた。普段なら、そのような馬鹿げたことは考えもしなかったが、岬にはコケにされ、和佐にはいいように利用され、後輩の円珠までが和佐とグルと知ってしまい、短髪の少女はすっかり人間不信におちいっていたのだった。
　雪葉が再び髪を結わえて風呂椅子から立ち上がって浴槽に向かう。暁音は彼女と同じ湯船に浸かることに気まずさをおぼえ、そのまま逃げるように大浴場を後にした。何やってんだという自覚はあったが、ここで引き返すのもカッコ悪すぎると感じ、くだらない意地にうながされるままに幼馴染と仲直りする機会を自ら手放してしまった。
　湯に浸かれなかった身体を拭き、髪をドライヤーで乾かしながら、浴場に置き去りにした雪葉に思いをはせる。今ごろ周りから「一体何があったの？」と質問を受けているのかもしれない。さぞ答えづらいだろうと思いつつ、同時に切なさが胸に沁みた。幼馴染が他の人間と話しているときに、自分はどうして彼女のそばにいられないのだろう。
　脱衣所を出た瞬間、自分でも驚くほどの感情の奔流が湧き起こり、全力でまぶたを閉ざした。
　シャンプーが目に飛び込んだわけでもないのに、涙が出てきそうになった。

　　　　　Ⅳ

　暁音の心は、ますます袋小路に追いこまれた。
　岬や円珠の影響も多少はあっただろうが、彼女がここまで苦しむことになったのは、半ば自業自得のところが大きいだろう。それは暁音当人も自覚するところだ。
　置き去りにした幼馴染への名残惜しさが、のぼせたわけでもないのに暁音の全身をふらつかせる。雪葉は元から一人でできていたものを、こちらに気を遣ってできないフリをしていたのだろうか。勉強ができずに「教えろ〜」とせがんでくるのも、ただ構ってもらいたいだけで、本来はもっと勉強ができるのではないか。
（だとしたら、私の存在は雪葉の成長にとって……）
　邪魔でしかなかったのか？
　床を踏みしめたまま、立ち止まる。幼馴染への疑心暗鬼はとどまることを知らず、そんな自分自身に恐ろしささえ感じてきた。真実こたえなど、とても聞きたくはなかった。
　ふと、視線を移すと、購買の入り口が見えた。岬はここで買ったカカオエッグでシークレットを引き当て、雪葉の関心を誘うことに成功した。雪葉が編入生に心を動かされたのは物によるもので、決して彼女の人徳ではなかった。
　暁音は心の中で編入生の少女を小馬鹿にしてみせたが、結局はその岬と同じ方法で彼女は幼馴染の関心を買うことにした。カカオエッグを三つ購入して開封する。
　幸運の女神は、暁音に微笑まなかった。
　すでに雪葉の持っていたフィギュアたちを見つめて暁音の怒りは爆発寸前のところまで跳ね上がる。
（どうしてあいつが引き当てられて、私が……‼）
　派手な舌打ちが漏れる。運命の女神が存在するなら、シークレットを与えるべき相手はむしろ私じゃないのかと、盛大に罵りたい気分だ。
　だが姿の見えないものに対してわめいても変人としてのレッテルを貼られるだけだ。暁音は溜まりに溜まった怒りをハズレの生き物たちにぶつけることにした。三つまとめて片手で掴み、床に叩きつけようとした、そのとき。
「イヤ〜ッ、やめて〜。おねーちゃんこわいよ〜」
　暁音の顔が一瞬でどす黒く染まる。血走る寸前の目つきになり、声の主を振り返った。
「……何なんだ、今のは？」
「えへへ、投げられそうになったフィギュアたちの気持ちをあたしなりにアテレコしてみました♪」
　けったいな裏声を放った三つ編みの編入生は、暁音に対して愛らしい笑みを投げかけたが、あまりにも空気の読めない行動である。暁音は周りを配慮して激怒する真似は避けたが、発した声は限りなく殺伐としていた。
「何がアテレコだ。全然似てないじゃないか」
「だって元キャラの声なんか知らないもん。……へへえ、暁音もシークレットを狙ってたんだ？」
「お前には関係ない」
　そっぽを向く暁音を無視して、岬はにこやかに提案した。
「そんなにシークレットが欲しいなら、あたしのと交換してあげようか？　暁音が引き当てたことにして雪葉に手渡せばいいわけでしょ？」
　岬はショートパンツのポケットから丁寧に包まれたハンカチを取り出し、それを広げてみせた。金のアザラシの能天気な表情が、ひたすら場の空気にそぐわない。暁音はアザラシの癒しに感化されるどころかむしろ逆上して反発した。
「黙れ！　誰がお前のほどこしなんか受けるもんか！」
　岬はプルーン色の瞳を丸くさせたが、驚きが去ると、暁音に負けないくらい表情を真剣なものにさせた。顔立ちは可憐だが、静かな威圧感は白髪少女のそれに劣らない。
「……暁音さあ、前から思ってたんだけど、あなたにとって雪葉は一体何なわけ？　大事な幼馴染？　それとも、自分の思い通りにならないと気が済まない、ただの道具でしかないわけ？」
　暁音は即座に噴火した。周りの目も忘れて編入生の少女に詰め寄る。
「取り消せ！　今の言葉！　今すぐに‼」
　拳がぷるぷる震えている。これで顔を殴られたら嫌だなあと思いつつ、岬は迎撃態勢をとった。
「言うに事欠いて……雪葉のことを道具扱いだと⁉　　同性の身体を性的にしか見れないお前が、私と雪葉の関係に意見するのか⁉」
　岬はひるまない。本心では狼と対峙したような気分でかなり怖かったが、ここで言うべきことを言わないわけにはいかない。
「だってさあ、暁音のしてること、何一つ雪葉を喜ばせてないじゃない。シークレットを取り上げたことが雪葉にとって何の意味があったのか言ってごらんよ」
　痛いところを突いたらしく、暁音は咄嗟に反論ができなかった。論理で変態淑女に打ち負かされ、不甲斐なさに耐え切れなくなった暁音は、盛大に床を踏み鳴らしてわめいた。
「お前が！　お前さえいなければ、雪葉にこんな態度をとる必要もなかったんだよ‼」
　暁音の絶叫は泣き出す寸前であった。いや、黒々とした瞳にはすでに水の膜が張られており、いつそれがあふれ出てもおかしくはない状態であった。
　その状態のまま、暁音がさらに声をほとばしらせようとしたそのとき。
「あなたたち、こんなところで言い争いはよしてちょうだい！」
　厳しい叱責が空気をむち打ち、二人は揃って声の主の方を向いた。
　二人に呼びかけたのは、三号棟の寮母、シスター蒼山である。純白の修道服とヴェールを身に着けた初老の女性で、ひとたび険しい表情をとると、どれだけ頭に血の上った生徒も彼女には容易に逆らえない。
　岬と暁音が慌てて頭を下げると、寮母は表情をいくばくか穏やかなものにさせ、まず始めに岬に視線を向けた。
「上野さん、いつの間に帰ってきていたのね。挨拶がなくて寂しかったわ」
「あ、大変申し訳ありません……」
　岬は気まずい思いで謝罪した。外泊からの帰還報告は強制でないとはいえ、寮母からすれば経過を知りたいと思うのは当然の心理であろう。
「まあ、いいわ。ちょっと上野さんに聞きたいことがあってここに来たのよ。少しお時間をいただけると嬉しいわ」
「え、あたしだけですか？」
　不服未満の声で岬が問うと、白い修道服の女性は苦笑した。
「別に喧嘩のことを聞くわけじゃないわ。あなたについて改めていろいろ知りたいと思ってね。東野さん、悪いけど上野さんを借りるわね」
「返すどころか、永久に悔悟室に拘束してくれても構わないんですけど」
　という物騒な返事はせず、最低限の礼節を保って暁音は初老のシスターに会釈した。悔悟室とは寮母の執務室の別称であり、問題を起こした寮生は翌朝まで担当寮母の監視下で生活しなくてはならないのだ。
　シスター蒼山は暁音について大して触れず、言い争いの発端となった少女はかえって居心地の悪さをおぼえた。だが、率先してそのことを表明する気にもなれず、立ち去る寮母と編入生の姿をただただ見送るのであった。

　　　　　Ⅴ

　岬とシスター蒼山が三号棟へ引き返した後、暁音はすぐに二人に続くことができなかった。編入生とのやり取りを目撃した友人やら部員やらが詰め寄ってきて、彼女たちに事情を語る必要が出たからであった。
　編入生に幼馴染を道具扱いされたことに腹を立てた旨をたっぷり熱を込めて語ると、終わった時にはシスターの仲裁に入ってからすでに二十分以上が経過していた。
　一帯にいつも通りの静寂が戻ると、暁音は壮大な虚しさと時間の空費を実感した。罵っている間、周りに全然注意を払わなかったが、幼馴染のルームメイトはとっくに大浴場を出て寮部屋に帰還しているに違いない。
　どんな顔して雪葉と向き合えばいいんだよ……と、表情を曇らせながら三号棟の１０８号室に引き返すと、寝間着姿の雪葉は学習机の椅子から文字通り飛び上がった。
「うわ！　あかね、違うんだ、これは……！」
　暁音が現れた瞬間、幼馴染は必要以上に狼狽していた。
　だが、当の暁音は雪葉の動転など目に入らない。部屋に入った瞬間、彼女の視線は幼馴染の机にあるジオラマに注がれていた。
　そのジオラマは氷海をモチーフにしており『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズのフィギュアが並べられていた。そのセンターを飾るのは、金色に輝くキノコアザラシで、それはまだ雪葉が持っていないはずであった。
　暁音は表情を消し、その黄金のアザラシを睨んだ。なぜこんなところにこんなものがあるのか。無言の圧力に応じたのは、そのアザラシの現所有者である少女である。
「くれたのはシスターあおやまなんだ。あの人がどうしてもって言うから、しょーがなく受け取っただけで……」
　なるほど、暁音は完全に理解できた。シスター蒼山からそれを渡されたということは、そのとき彼女と行動を共にした編入生が裏でこっそり根回しをしたに決まっている。
「…………っ」
　理解した瞬間、暁音の目頭が熱くなった。とっさに両目を押さえたが、その手のひらもまたたく間に濡れていく。
　雪葉は先ほどとは違う意味で慌てふためき、嗚咽を漏らす幼馴染のもとまで駆け寄った。
「あ、あかね、なんで泣くんだよ」
「な……別に泣いてなんか……っ」
　雪葉の呼びかけに刺激され、脳震盪を受けたかのように頭がぐらつく。湧き上がる感情は悔しさの一言では到底済まされない。岬の反撃は、暁音の驕慢さを痛烈にえぐったのだった。暁音は自分のみじめさを思い知らされ、流れる涙がいつ引いてくれるのか皆目見当もつかない。
　今までのいがみ合いも忘れ、雪葉が暁音の短髪を撫でてきた。その純真さが亜麻色の髪の少女が周囲に好かれる最大の理由なのであろう。
「どうしたんだよ、あかね。なんか今日は全体的におかしいぞ」
　暁音は答えず、幼馴染の優しい手を払いのけた。ないがしろにするつもりはなかった。だが「あなたにとって雪葉の存在は何なのさ？」という岬の指摘を思い返し、その答えが明確になるまで彼女に慰めてもらえる資格がないような気がしたのである。
　雪葉は軽いショックを受けたが、これ以上暁音を慰めても逆鱗に触れるだけと判断し、そっと手を引く。何事もないかのように日常を再開しようとしたが、そこに暁音の唐突な声が響いた。
「なあ、雪葉……」
「い、一体なんだよお」
「私は……雪葉にとって迷惑な存在だったのか？」
「ええっ？　なんだよそれ」
　鳶色の瞳が丸くなる。当然のことだ。雪葉は幼馴染の葛藤など知りようがないのである。
　暁音は内心を吐露する意味で雪葉に洗い場での自分の想いを語ったのであった。
「私がいなくても、雪葉は一人できちんと髪も身体も洗えたじゃないか。もしかして……私に気を遣って洗えないフリをしてたのか？」
「しょ、しょうがないじゃん。あの状況であかねに頼むのもすごく気まずいし。あかねにされたことを思い出して見よう見まねでやったんだよ」
「見よう見まねでできるレベルかよ、それ……」
　だとしたら、驚異的な吸収能力としか言いようがない。それに仮に雪葉の言葉が真実だとしても、暁音の心は安堵とはほど遠かった。本当はもっと成長できたのに、自分の存在によってそれが阻害されたような気がしたからだ。
　腕で両眼をがしがしこすりながら暁音は言う。
「……雪葉」
「こ、今度は何なのさ」
「私たち、馴染だよな？　これまでも今も、そして、これからも……」
「う、うん」
　雪葉はとりあえず同調を示した。怒られる可能性は低いが、現在の暁音の言動では迂闊なことは言えない。ここは無難な回答を示すのが得策と言えよう。
　雪葉の内心を、暁音はほぼほぼ把握できていた。その場しのぎの回答には違いないが、含みを感じさせない雪葉の返答に、ささくれ立った心が初めて安息の時を迎えられたような気がした。涙も自然と引いていった。
　だが、その安心も絶対的なものでない。仮に雪葉がこちらを盲目的に愛してくれたとしても、第三者の影響によってその関係が崩壊することも十分あり得るのだ。三年前、一条和佐の嫌がらせのキスによって受けた絶望感を、暁音は二度と味わいたくはなかった。
　平穏と呼ぶにはあまりにもぎこちない空気の中で、二人はそれぞれ就寝の準備をし、そのまま消灯の時間を迎えた。

　この頃には雲行きの怪しい天気も本格的に雨が降り出しており、箱谷山を潤す天然のシャワーの音は、乙女たちのかすかな寝息の音をもかき消した。
　もっとも、このとき暁音は寝息を立てていなかった。というのも彼女はベッドにもぐってから一睡もしておらず、ルームメイトが完全に寝入るのを待っていたからである。
　頃合いを見計らい、音を殺してベッドから起き上がる。分厚いカーテンをわずかに開けて視界を確保し、運動神経の良い彼女に似合わぬ愚鈍な動作で隣のベッドに接近し、幼馴染の寝顔を覗き込んだ。
　このとき、暁音の黒い瞳に光はなかった。まるでコックリさんに憑りつかれたような表情で硬直し、濁った思考が頭の中でぐるぐるとうねっている。
「雪葉……」
　男勝りの少女のささやきは、雨の音にかき消されて、本人以外の耳に届くことはなかった。
　雪葉の天使の寝顔を暁音の顔が覆う。そのとき、暁音の表情に緊張が走った。高ぶる胸を手に添え、唇から緊張の孕んだ息がこぼれる。
（雪葉……雪葉……っ）
　意を決すると、暁音は眠れる幼馴染に顔を落とし、唇どうしの距離をゼロにした。
　キスの音があったかどうかを知るのは雨だけだ。暁音自身も、唇にかすかなぬくもりを知覚したのみであり、自分が唇で音を立てていたかどうかなど、まるで関心がなかった。
　暁音は幼馴染の唇に、何度も何度も唇を落とした。白髪の少女によってトラウマを植えつけられた、その唇を。しかも寝込みを狙ってのことだ。許されることではないことはわかっている。
　ようやく暁音が顔を上げたとき、寝間着は冷や汗でびっしょり濡れていた。汗ばんだチョコレート色の短髪を無意識にかき上げる。背徳感と罪悪感は当然あったが、その行為を辞めるという選択肢はまったくなかった。
（……雪葉は私の幼馴染だ）
　暁音がこっそり幼馴染に唇を落とすのは、岬のような変態の血が騒いだわけでもなければ、和佐のような嫌がらせ目的でもない。
　ただ、幼馴染とのつながりを何らかのかたちで示したかったのである。
　幼稚舎から初等科の間は、何も恐れることはなかった。学校の外で雪葉は何度も男の子に声をかけられたことがあったが、そのたびに暁音は不浄な異性を物理的手段で泣かせて黙らせてやった。自分の認めない連中を雪葉のそばに置くつもりなどさらさらなかった。
　やがて初等科を卒業して聖黎女学園へ。男が介在する要素は皆無であり、ここにいる限り雪葉が毒牙に駆られることはなかった。ないはずであった。
　だが、その確信はあっけなく崩れ去った。和佐がルームメイトになった雪葉を追い出すために嫌がらせのキスをしたからである。
　当時の暁音は、それを聞いたとき、すぐにショックは受けなかった。同性どうしのキス、という概念に頭がついていけなかったのである。普通に考えれば、接吻は男と女でするものだろう。
　だが、異性にせよ同性にせよ、幼馴染のファーストキスが奪われたことには変わらない。あるとき突然、暁音は心に穴が開いたような絶望にとらわれた。寮生がにぎわう廊下のど真ん中でいきなり座り込んで号泣し、寮母が慌てて駆けつける騒ぎになったことは今でも覚えている。
　自分と雪葉だけの世界に、一条和佐という不純物が入り込んでしまった。二度と取り戻すことのできないファーストキスというかたちによって。しかも、それが愛情に基づくものでなかったと知り、暁音は白髪少女を徹底的に憎悪することに決めた。
　ルームメイトを解消するにしても、なぜ嫌がらせのキスという手法を取らなくてはならなかったのか。そのせいで、自分は幼馴染が誰かに奪われてしまうという不安を一生抱えて生きなくてはならなくなったのだ。
　いくらキスを紡いだところで、ファーストキスを奪われた事実が帳消しになるわけではない。その現実が暁音の心に影と涙を落とした。雪葉のためにも、自分のためにすらならないとわかっていても、せめて心に空いた穴を一時的でも埋めようと、再び顔を落として唇を押し当てる。さらに勢いよく。自分の心だけが少しでも満たされる。その時まで。
（私は雪葉の幼馴染だ。誰にも、誰にも渡すもんか……）
　闇の中を降りしきる雨は、いまだ止む気配を見せない。





第九章　紅い顔の少女



　　　　　Ⅰ

　四月八日。聖黎女学園の入寮期間も、ついに最終日を残すのみとなった。
　この時期になると、ほとんどの生徒は聖黎女学園に戻っており、寮棟区全体が人的な春の息吹であふれかえっているかのようだった。唯一、中等科一年の生徒だけが欠けており、彼女たちは始業式翌日の入学式を経て、初めて寮に配属される予定になっている。
　この日の午前九時過ぎ、三号棟の２１７号室にシスター蒼山が訪ねてきた。岬が応対して室内に招き、ルームメイトの一条和佐は読書をしながら二人のやり取りをうかがっている。寮生二人はすでに朝食を済ませ、私服に着替え済みであった。
　三号棟の寮母は、白髪少女に聞かれても構わないというていで平然と話を始めたが、その内容は、本のページをぴたりと止めてしまうものだった。
「今日の夕方六時に、食堂で立食パーティが行われてね。上野さんにはそこで寮生代表のスピーチを担当してほしいのよ」
　光沢のある灰色の瞳が露骨に「明らかに人選を誤っているじゃない」とシスターに告げている。呆気にとられたのは、担当に指名された編入生も一緒だが、さすがに呆れの表情を面に出すことは避けた。代わりに浮かんだのは、困惑の色の強い苦笑だった。
「あたしに代表スピーチが務まるんでしょうかね？」
　岬の口調には「編入そうそう変態淑女と謳われたあたしに？」のニュアンスが多分に含まれていた。半分以上が自業自得であることは岬も自覚しており、これ以上不用意に目立って面倒な事態になることは控えたいと思っていたところであったのだ。
　少女の柔らかな拒絶をシスターはものともせず、穏やかに微笑みながら応じた。
「あなたの反省文はとても良くできていたからね。スピーチの原稿もきっと素晴らしいものになると思うの。それに上野さんは人前に立つことに緊張をおぼえるタイプじゃないでしょ？」
「それはまあ、そうですが」
「あなたの真面目な一面を見せれば、皆も上野さんに対する印象を変えるかもしれないからね。あなたの誤解を解く絶好の、そして最後のチャンスだと思って引き受けてもらえると嬉しいわ」
　ここまで言われると、岬としても反発する気が失せてきた。寮母の静かな圧も感じてなくはなかったが、汚名返上の効果があるのは確かである。
　和佐は「どうなっても知らないから」と言わんばかりに、シスターから書物に視線を戻し、白衣の寮母が去った後、編入生の少女に呼びかけた。
「盛大に恥をさらすか、最高に白々しいスピーチになるかのどちらかになりそうね」
「まあ、寮母さんが是非にと仰るなら、あたしも頑張らせていただきますけどね」
「頑張る、ねえ」
　興味なさげに和佐はつぶやき、本を置いて立ち上がる。岬はさっそく原稿に取りかかろうとしていたが、それに気づいて奇くしくも三日前の朝と同じ台詞が出た。
「一条さん、どちらへ行かれるんです？」
「あなたの引き出しの鍵を取り返しに行くのよ」
「ああ、例の協力者さん」
　彼女のことについて、岬は和佐から一切情報を引き出そうとしなかった。わざわざ聞き出さずとも、鍵ならおのずと戻ってくるであろうと信じていたからであるが、和佐からしてみれば理解のしがたい確証であったに違いない。
（どうして、そこまで私を信用できるのかしら）
　惚れた弱み、と言えばそれまでだろうが、できれば、もう少し納得のいく理由を和佐は知りたいのである。だが彼女の性格上、直接聞き出すのは途轍もなく難しいことであった。
　結局、追及することのないまま、白髪少女は「そうよ」とだけ応じて寮部屋を出たのだった。
　早足で寮棟を出て、図書館の入り口から禁帯出資料室へと移動する。ここで起きた編入生とのやり取りが思い返されそうだが、それを振り払って人気のない裏口へと出る。携帯端末の液晶画面をタップして、円珠宛てに梟のスタンプを送信する。
　自分の携帯端末を誰かに見られる可能性は、今のところ、変態淑女の編入生を除いて存在しないが、円珠の場合、いきなり通知を受けることで、秘密のやり取りが第三者にばれる可能性も考えられた。その事態を踏まえて、名ばかりの『妹』との通信の際は、和佐は仮の名前を用いている。即座に応じてくれるかが重要であって、やり取りの名義など問題にならなかった。
　だが、正午を過ぎても円珠からの通知はこなかった。即座に返信して、愛しい『姉様』のもとまで駆けつけるのが円珠であるはずなのに、数時間たっても返事がこないのは前例のないことだ。
　メッセージの履歴を見返すと、和佐が送った梟のスタンプには『既読済』のマークが入っている。それでいて、返信用のキノコアザラシのスタンプが押されていない。読みかけの分厚い本を閉じて、白髪少女は息を吐いた。
（円珠……どういうつもり）
　くすぶるような感覚が神経網を駆け巡ったが、ひとたび空腹をおぼえると、和佐はミディアムボブの控えめな少女を待つことを断念した。昼食を摂り、今後の作戦を考える必要があった。
　正直、和佐は引き出しの鍵を取り戻す件についてはかなり楽観視していた。何せ、円珠を呼び、その彼女から鍵を受け取り、編入生に返せば終わる話であったからだ。このとき和佐はすでに、次にルームメイトを追い出す作戦まで思案するつもりであったが、このようなかたちで出鼻をくじかれることになろうとは想像だにしていなかった。
（私との関係がどうなろうが構わない……そう言いたいわけね）
　清雅なかんばせに凄みを込め、和佐は不穏当な沈黙を保つ後輩の少女を内心でなじった。だが、その後輩がなぜ、このタイミングで姉様に牙を剥くことになったのか。和佐はすぐにその疑問に意識がいかなかった。

　　　　　Ⅱ

　和佐の想定外のトラブルは、岬に思いがけない幸運をもたらした。
　このとき編入生は食堂で昼食のキーマカレーを食べ進めていたが、華やかな談笑がひしめく中、若干の疎外感を抱かずにいられなかった。別に寂しさに押しつぶされるほど彼女は弱くはないが、賑わいに混じっての一人の食事は、温かなカレーも冷めた食感に変えてしまいそうだ。白髪の少女に過度な期待を押し付けるのも考えものだが、それでも入寮四日目なのにルームメイトと一度も食事を摂れないのはいかがなものだろうか。
「はあ……一条さんと一緒にご飯が食べたいなあ」
　溜息交じりに嘆いた矢先のことである。向かいの空席に何者かが断りもなく訪れ、岬が顔を上げると、それはトレイを持った一条和佐であったのだ。ルームメイトの同席を願ってわずか二分後、岬の想いは成就されたのだった。
「困った事態になったわ」
　岬はカレーと白米を口に含めたまま、しばらくプルーン色の瞳を見開かせていた。和佐は断ることなく腰を下ろし、岬は食物を喉に押し込んでようやく声を出すことができた。
「あの、困ったことと言うのは……？」
「彼女と連絡がつかなくなったのよ」
　再度プルーン色の瞳を見開かせ、岬は軽く身を乗り出して尋ねた。
「あの人のこと……ですか？」
　岬が協力者の人物を『あの人』と称したのは、周り、というより、一条和佐に配慮してのことである。寮生が多く食事を摂っている中で、和佐が第三者とつるんでいることを語ったらまずいと踏んだのだ。
　編入生の配慮を汲み取ったかは不明だが、白髪のルームメイトは何も言わず、箸を手に取って頷きを返す。彼女の昼食は、玄米入りご飯と、ササミとナッツの入ったサラダのみである。美しい少女にふさわしい、美容に気を遣った食事である。
　彼女の食事事情にも関心を持ちつつ、岬は真顔で無難な回答を投げかける。
「何か事情があったのでは？」
「送信したことには気がついているはずなのよ。それでいて返信が来ないなんて……」
「既読してスルーされてる状態というわけですか？」
　岬はグラスに入った水をあおって、美しい少女のかんばせを見つめた。濃い灰色の瞳には、わずかながらに苦悩がちらついているが、その瞳がふいに見開かれる。何かに気づいたようだが、とても朗報とは言いがたい反応であった。
「まさか……」
「どうしましたか、一条さん？」
　和佐は小さく身じろぎし、周囲をうかがいつつささやく。
「……ここでは話しにくいわ。続きは寮部屋に戻ってから聞いて」
　そして、淑女にふさわしい行儀の良さで、和佐は迅速に昼食に取りかかった。岬も残ったキーマカレーを平らげ、彼女が食べ終わるのを待つ。時間は長くかからなかったが、食べ急ぐ和佐に世間話を振る雰囲気ではなかったため、口元を拭い終えた岬は実質の時間以上の暇を持て余すことになった。せっかく同席したのだから、乙女らしい会話の一つでもしたかったなあ……。
　だが、白髪のルームメイトが話を持ちかけてきたこと自体は非常に喜ばしい。初めて会った時に比べれば大きな進歩ではなかろうか。偉そうに評価してしまったが、岬としては単に彼女と会話ができるだけで嬉しいのである。内容がどうあれ、無視されるよりはずっとマシだ。
　三号棟の２１７号室に帰還すると、和佐は椅子に座るなりこう言った。
「……彼女に資料室での出来事を聞かれたのかもしれないわ」
　出来事と言われてもあまりにも起きたことが多すぎて、岬はどのことを指しているか咄嗟に見当がつかなかった。首を絞めかけられたことを振り返るのは心の負担が大きすぎるから、黒タイツの質感と首筋に触れられた感触だけを思い出すことにする。
「聞かれたって、一体どこから……」
「あの資料室、入り口の他に裏口に出る別の扉があるの。そっと開けて耳をそばだてれば声ぐらい聞くことは可能なのよ。まさか、あれで……」
「腹を立てて返信に応じなかったってことですか？　協力者さんを怒らせるようなことを何か言いましたかね……？」
「そもそも協力者の存在をほのめかしただけで、あの子にとっては噴飯ものだったのかもしれないわね。二人だけだった世界を、あなたに知られてしまったのだから」
　和佐はややためらいを示したが、ついにその協力者の名前を明かすことを決意した。このまま円珠に拒否され続ければ埒が明かないし、この自分を無視した報いは受けてもらわねばならなかった。
　日生円珠の名前を聞き、その彼女が和佐のことを『姉様』呼びで慕っていることまで知った岬は、貴重な情報に喜ぶどころか、かえって提供者に対して怪訝な視線を向けた。
「そんなあっさり教えちゃっていいんですか？　彼女……日生さんにとって非常に都合の悪いことなのでは？」
「私の応答を無視した罰よ。それに、あなたに資料室の場所を知られた以上、裏口の秘密を嗅ぎづけられるのも時間の問題だと思ったから」
　こちらを高く買ってくれたことはありがたいが、岬はルームメイトが自棄やけに走っているのではないかと内心危ぶんでいた。円珠の情報を聞けたのはむろん感謝すべきことであるが、投げやりな様子で後輩について語る『姉様』の姿は、あまり好感が持てない。
　その姉様が灰色の瞳を岬に向けた。
「さらに言うと、私は堂々と円珠と出会うわけにはいかないから……。あの場所に彼女が来ない以上、あなたが直接円珠と掛け合って鍵を取り返すほうが得策だと思うの。私が思うに、円珠はあなたが手こずるような相手ではないし」
「一条さんが仰るなら、そうなんでしょうね」
　和佐は嫌な顔になった。編入生の言う『一条さん』の上に見えざる形容詞が乗っかっているように思えてならなかったのだ。たとえば『あたしに手玉にとられまくった一条さん』とか。
　もっとも、その岬は和佐の自己嫌悪に気づいていない様子で、とりあえず協力者の顔だけでも拝んでみようかなと考えた。彼女が組む相手なら、さぞ可愛い娘であるに違いない。
「円珠は一号棟の住人よ。三号棟を出てすぐ向かい側にあるわ」
　さらに寮部屋が４１０号室であることを教えてもらうと、岬はさっそく彼女に会いに、その一号棟まで訪れることにした。

　最初から予想できたことだが、一号棟に入るなり、岬は見知らぬ寮生からさっそく不名誉な歓迎を受けた。虫嫌いが虫を見たような表情をとり、さりげなさを装って変態淑女の編入生のもとから遠ざかる。すれ違った三人が同じ反応をとるものだから、四階に上がるまで本来の体力以上の疲労感をおぼえたものだ。
　しかも、それだけの労苦を重ねたすえ、４１０号室を訪ねた結果、住人が不在というのだから思わず失笑を禁じ得ない。もっとも、会う約束をしたわけではないから、和佐の協力者を責めるのは筋違いと言うものだ。
　幸い、彼女のルームメイトとおぼしき少女が部屋に戻ろうと現れたため、岬はさっそく彼女から円珠の場所を聞き出した。そのルームメイトは他の寮生たちよりかは好意的な態度で話してくれたが、円珠の所在に関しては彼女も知らないようだ。もっとも、いつもキノコアザラシのぬいぐるみを抱えているからすぐに見つかるだろうと彼女は教えてくれた。その生き物の名前を聞くと、岬はふと昨日関わった幼馴染の二人を思い返してしまう。
　少女に礼を述べ、岬は再び円珠の姿を求めて一号棟をさすらったが、時間は長くはかからなかった。一階に引き返した瞬間、渡り廊下からアザラシのぬいぐるみを抱き締めた少女がちょうど姿を現したのである。
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　岬のプルーン色の瞳をきらめかせ、すかさずルームメイトの『妹』と称す少女の容貌を観察した。
　栗色のミディアムボブに胡桃色の大きな瞳を持つ少女で、華奢な身体をゆったりとしたワンピースで包んでいる。若草色の半袖のワンピースで、姉様とは違うベクトルでお嬢様っぽい風情であった。表情は小動物めいた愛らしさが強く、気弱げだが、同時に好きなものに対する一途さもうかがえた。なるほど姉様の妹にふさわしい、と岬は勝手に納得したものである。
「あ、あの……わたしに何か……？」
　ぬいぐるみを抱えた少女は目に見えて戸惑った。それもそのはずで、円珠は姉様から岬の容姿について一切聞かされていなかったのである。
　黒い三つ編みの少女は、同性から見ても魅力的な笑顔を浮かべながら自己紹介をした。
「あなたが日生さん？　初めまして、あたしが上野岬だよ」
　瞬時に円珠の顔がこわばった。この人が姉様を手玉にとってたぶらかした編入生なのかと思うと、社交辞令の態度を取り繕うのも困難である。
　円珠が身構えたのは『恋敵』と初対面を果たしたからだけではない。編入生の先輩がわざわざ一号棟を訪ねてきたのは、引き出しの鍵のありかを問いただすために他ならない。もしかして姉様は、寮部屋の場所まで彼女に告げたというのだろうか。
　清楚に見える編入生が円珠にそっと耳打ちする。
「どっか二人きりで話せる場所はない？　周りには聞かれたくない話なんだ」
　確かに小声で話すべき内容ではあろう。この変態淑女が一対一の会話を所望するのだ、聞いた人が「それで済むか」と疑うのは必至である。
　円珠も反射的に身構えたが、岬が「もし、あたしが手を出すような真似をしたら寮母に訴えてもいいから」と念押ししたため、アザラシのぬいぐるみを抱えたまま、編入生の先輩を寮棟の非常階段まで案内した。先日、暁音に姉様との関係を明かした現場である。さすがにその時よりは明るかったが、薄暗い場所であることには変わりない。
　岬は興味津々のていで人の目の届きにくい空間を見渡していたが、円珠の「あの……」という声で、即座に我に返って尋ねた。
「日生さんにも予定があるだろうから率直に聞くね。引き出しの鍵を返してくれないかな？」
　その問いを、円珠は予想できていた。だが、それに対する適切な反応はいまだに思いつけないでいる。
　岬のプルーン色の瞳は清涼そのもので、それを見た円珠はこの先輩のことを欺ける可能性をわずかに考えた。嫌がらせのキスで追い出せると確信した姉様と同じ過ちを、彼女も犯そうとしていた。暁音に虚報を流したのと同様、嘘で編入生の少女を翻弄させようと試みる。
「……上野先輩の鍵は学舎区の外れに埋めております。本来ならば、わたしが責任をもって掘り起こして先輩にお返しすべきなのでしょうが、ご指摘のとおり、用事が立て込んでおりまして……」
　言葉を切り、円珠は岬の反応をうかがった。嘘と思われるわけにはいかないが、話の内容が内容だけに、ここでおどおどした態度をとっても不自然には映らないだろう。
　岬の態度は、寛容な先輩そのものであった。
「そっかあ。忙しい中、わざわざ付き合わせてごめんね。場所さえわかれば、あたしがどうにか探してみせるから」
「は、はい……」
　思わず呆気にとられたが、それを必死に隠して神妙に頷く。こんなに簡単に納得してもらえるとは思いもよらなかったが、せいぜい当てもなく探し回っていればいいと暗い感情が渦を巻き始める。
　再度頭を下げて、申し訳なさそうに円珠が非常階段を後にしようとした、そのときであった。
　いきなり肩を引っ張られ、編入生の声が至近距離からかかる。
「……と、素直に従うとでも思った？」
　ぬいぐるみを落とさなかったのは奇跡としか言いようがなかったが、それに安堵する余裕もない。恐る恐る振り返ると、編入生の先輩はプルーン色の瞳をきらめかせ、力のある笑みを浮かべていた。
「用事があるどうかは知らないけど、埋めたというのは嘘っぱちでしょ？　一条さんと一緒で、ごまかし方が今一つ甘いんだよなあ」
　低い声に、円珠は心臓からどっと冷や汗が噴き出た。完全に油断しており、何か言おうとするにも、このとき唇から漏れたは空気ばかりである。
　円珠が問うことができたのは、しばらくして岬が顔と手を離してくれた時である。
「そ、そんな……根拠をお聞かせ願えますか？」
「日生さんが大事そうに抱いてるその子だよ」
　円珠は岬のプルーン色の視線を追い、自身が抱えている白いぬいぐるみを見下ろした。
「この子……ですか？」
「うん」
　編入生の瞳は、ぬいぐるみと、それを持つ少女のしなやかな指に同時に向けられていた。
「そんな白い子を大切に抱いてるあなたが、土で手を汚すような隠し方をするとは思えないんだよ。まあ、根拠というより勘に近いけど」
　再び屈託のない笑顔に戻る岬。だが円珠の方はもはや編入生と最初に出会った時の感情に戻ることは不可能であった。
　姉様が苦戦するのも、少しわかったような気がする。この編入生は相手の感情を正確に把握し、それを踏まえたうえでこちらを油断させるような態度をとってくるのだ。詐欺師と一緒だ。初めから物々しい雰囲気で取引を迫るのは得策でないと、彼女は知っているのだろう。
　円珠はうつむき、胡桃色の視線を魅力的な笑顔から外した。嘘を吐いたと自白したも同然の反応だが、岬は腹を立てたりはしなかった。
「日生さんがあたしを嫌うのはわかるけどさ、あの鍵だけはどうしても取り戻さなきゃならないんだよね。一度戻ってあなたの姉様に相談するから、必要になったらまた声かけさせて」
　円珠の顔から血の気が引いた。彼女が心に針の痛みを感じたのは「姉様」という言葉を聞いた瞬間である。自分以外の口からその言葉を聞くのは初めてのことであった。
　その後、編入生が「また後で」の告げて去っていったが、その挨拶は円珠の頭の中を通り過ぎていた。一人になってからも、彼女はしばらくその場で身動きがとれなかった。
　しがみつくように抱きしめたアザラシのぬいぐるみの腹部に細い指が食い込み、細かく震えている。気弱げな円珠の顔にどす黒い影がよぎった。激情の波がしだいに大きくなり、円珠の中で叫び出したい衝動がますます加速した。
（姉様……編入生にそこまで話したのですか？　姉様と呼んでいたことさえも？　わたしには彼女のことを何一つ教えてくれなかったのに！）
　二年間に及ぶ敬愛は、四日間の編入生とのやり取りに敗北した。そう認識した円珠は、憎悪のあまり、アザラシのぬいぐるみを地面に叩きつけた。
「……うああッ‼」
　ついに怒声がほとばしった。
　幸い、その叫びは第三者に聞かれずに済んだ。拾い上げたぬいぐるみの汚れを払うも、もはや大好きな生物に対する愛情も申し訳なさも感じる余裕はなくなっていた。
　一号棟の４１０号室に引き返すと、ルームメイトが驚いた反応で、憎悪と悲壮にまみれた円珠から事情を聞き出そうとした。彼女の気遣いに感謝しつつも円珠は申し出を拒否し、ベッドに横たわって嗚咽を押し殺し続けた。
　少女の熱くて暗くて深い感情の矛先は、苛立ちを起こした編入生でなく、その彼女に自分の情報を売り飛ばした姉様に向けられた。
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　立食パーティが始まる三〇分前、一条和佐は『妹』の少女に凄絶な恨みを買われている事実にまだ気づいていない様子で、自室で読書に励んでいた。
　このとき上野岬は部屋にいなかった。スピーチの事前練習ということで三号棟の寮母から招集を受けていたのである。原稿に関しては口を挟まなかったが、余裕のある態度で部屋を出たのを見ると、準備は万全なのだろう。
　正直、ルームメイトが白々しいほど無難な原稿を読もうが、受けを狙って大恥を晒そうが、和佐にはどうでもよかった。彼女が気になっていたのは、その岬からもたらされた円珠の態度のことである。
　円珠と初対面を果たした岬は、彼女に欺かれそうになったことを姉様に率直に告げたのである。和佐は今後の方針を問われたが、このような円珠の態度は今まで経験したことがなく、即座に回答が出るものではなかった。「長期戦になるかもしれないわね……」としか答えられなかったが、そもそも円珠と会う手立てが途絶えた今、自分に何ができるというのだろう。
　だが、いざ部屋を出ようと思った矢先、その円珠から突如返信が来たのである。
「こんな時に……？」
　今まで何していたのよ。胸中でそう毒づきながらも、和佐の心はさざめいた状態にあった。通知を開くと、瞬間、和佐の体内の血が凍った。
　表示されていたのは、いつものキノコアザラシのスタンプではなかった。カメラ機能で撮影された画像で、そこに白くほっそりとした円珠の右腕が垂れさがっている。
　ワンピースの半袖から伸びた前腕に赤い線が引かれている。肘と手首のちょうど間を斜めに走っていたそれは、線を中心にさらに血でできたシミを肌に広げていた。そして、彼女の右手には刃を赤黒く汚したカッターナイフが……。
　和佐の心も切りつけられた錯覚におちいった。後輩の彼女が血迷って、自分で自分の腕に傷を入れたことは、もはや疑いのないことであった。
　端末を持つ指が震えているところに、新たな通知が届く。今度は画像でなくメッセージで送られてきた。
『すぐ来てくださらないなら、次は手首を切ります』
　和佐は息とともに嫌悪感を吐き出した。凄惨な画像を送りつけた円珠の心がどこにあるかはわからないが、向かわないと取り返しのつかないことになる。
　もはや立食の集合時間など構ってはいられない。恐怖に突き動かされるかたちで、和佐は急いで寮棟を飛び出した。
　円珠が痛ましい腕を撮影を自撮りしたのは禁帯出資料室だ。その場所へ向かうために、正面突破の手段を和佐は選ばなかった。さすがに集会を知っている司書に阻止されると思い、円珠が普段使っている外壁と塀の隙間を通り、裏口の扉から資料室に侵入したのであった。
「……姉様……」
　入るなり呼びかけられた声は、可憐だがうつろに響いた。
　和佐はその声に導かれて書架と書架の間に滑り込み、壁を背にしてたたずむミディアムボブの少女と正対したのであった。
　円珠と出会った瞬間、和佐の中でささやかな疑問が一つ氷解した。
　撮影された画像でもそうだったが、資料室の電源は落とされていた。それなのに、円珠の血で汚れた腕はほの暗い灯りによってはっきりと視覚できた。その光源が彼女の足元にあった。円珠はアンティーク調のランタンを持ち込んでいたのである。
　ランタンの明かりに照らし出された少女は、姉様の姿を見て、口元に淡い微笑を広げた。
「姉様が来てくださってよかった。もし、いらっしゃらなければどうなっていたか……」
　その先を聞く気には、和佐にはとてもなれない。血まみれの右腕から目を背け、声だけは厳しく言い放った。
「早々に医務室に行きなさい。まったく、なぜ自分で自分を傷つけるなんて馬鹿なことを……」
「こうさせたのは姉様です。さらに言えば、わたしは医務室に向かうつもりは毛頭ありませんから」
「聞き分けのないことを言わないで」
　姉様らしくとがめたが、自傷を姉様に他責させた少女は雑音を聞いたかのように顔をしかめた。忠節はすでに和佐から遠ざかっていた。
　諫言を無視した円珠は血塗れの腕を動かし、ポケットから鍵を取り出した。そしてそれを姉様に突きつける。
「姉様が所望されているのはこちらなのでしょう？　わたしなどではなく」
　悪意に満ちた皮肉である。しかも、なまじ事実であるだけに和佐は言葉を詰まらせてしまった。
　沈黙する姉様に円珠は軽い失望の表情を浮かべたが、これ以上の嫌味は言わず、鍵をポケットの中に戻した。
「むろん、お返しはいたします。ですがその前に一つ、わたしの条件を呑んでいただきましょうか」
「条件とは何よ」
「あの編入生から手を引き、二度と関わらないと誓うんです。それができないなら、鍵は渡せません」
「それは……」
　言いさして、和佐は口を閉ざしてしまった。黙ってしまったことに、和佐自身が驚きを禁じ得なかった。おそらく昨日の午前中であれば頼まれるまでもなく、編入生を追放するためにあれこれ画策しただろうが、その彼女の首を絞めかけたこともあり、今は罪悪感の方が悪意よりまさっている状態であったのだ。
　もっとも、この時は後輩の申し出を断る口実を和佐はすでに持っていた。
「まず鍵を返すのが先よ。私物を返さないとあいつは出て行かないと聞かないもの」
「私物を返しても出て行くわけないじゃないですか。それに接触を断つなら、姉様の方から部屋を去ることもできるはずです。別にあの編入生に行動を制限されているわけじゃないでしょう？」
「ルームメイト解消に双方の同意が必要な点はどうなるの！」
　声を荒げた和佐だが、円珠はひるむ色を見せない。これ以上、姉様と交渉しても無駄とさとったのか、下から照らされた可憐な顔に憎悪の影がよぎる。
「……どうして即答しないんです？」
　円珠の声が低く凄んだものに変わる。
「姉様の憎んでいたルームメイトなんでしょう？　だからこそ昨日、わたしにこの鍵を託したはずじゃないですか」
　一歩前に出る。胡桃色の瞳に濁った光をちらつかせながら姉様のかんばせをまっすぐ睨みつける。
「にも関わらず……その翌日に鍵を返せというのはどういうことです？　何よりまず、あの女に私と姉様の関係を暴露したのはなぜです？　わたしの長年の忠誠心は、あの編入生の数日間に劣るというのですか？」
「確かに、円珠のことを話してしまったのは不都合だったかもしれないわね。だけれど、私は別にあなたを切り捨てるつもりなんかないわ」
「だったらその言葉が本物だと証明して‼」
　絶叫とともに、円珠が床を踏み鳴らした。引き出しの鍵を押し付けられたとき、姉様は関係の解消をちらつかせて強権的に従わせたのである。その姉様に「切り捨てるつもりはない」と言われたところで信用できるはずがなかった。
「わたしは姉様のために、心の痛むような命令にも耐えてきました。それも一度ならず何度も。そのわたしを報いるのであれば、それ相応の愛でなくては困ります。わたしが姉様のために心を砕いたのは、すべてはそのためでございますから」
　熱を帯びた声で、ミディアムボブの後輩は姉様との力関係をひっくり返してのけた。和佐ができることは鍵を取り戻すために、後輩少女の言われるままに愛情を示すしかない。岬ほど嫌な気分にはならなかったが、気弱で無力だと思っていた後輩の下風に立つのは、やはり不本意であった。
「あなたの望む愛が証明できれば、鍵を返してくれるというのね」
「ルームメイトの解消が本命ですが、ひとまず良しとしましょう」
　高圧的に言われてしまったが、和佐は黙って円珠の両肩に手を乗せ、顔を近づけた。円珠は期待を込めた表情で胡桃色の瞳を閉じたが、和佐はそうしない。社交辞令でも目を閉じるべきだったと後悔したのは、接吻する寸前に後輩の右腕に付着した毒々しい血の色を見たときだ。神経に悪寒が駆け巡り、それが唇を震わせた状態のキスにつながった。
「ん……っ」
　柔らかい触感があったとき、甘い吐息とともに円珠が軽い痙攣を示した。彼女は少なくとも、戦慄とは無関係の感情でこの反応を起こしたのであろう。和佐はこのひと時をまったく楽しむ気にはなれず、事務的に再度キスをすると、さっさと後輩から顔を引いた。
　姉様の感覚が喪失し、円珠は寂しげにまぶたを開ける。そして、距離を元に戻した姉様を見た瞬間、彼女の中で何かが弾け飛んだ。
　和佐の距離と態度が、妹としての円珠の値打ちをすべて物語っていた。自分を御するためには、この程度の子供騙しでじゅうぶんだと、姉様は考えていたというわけだ。
「……なるほど、よくわかりました」
「何のことよ」
「わたしに愛情を向ける気がこれっぽっちもないってことがね‼」
　咆哮する。それと同時に円珠は床を蹴って姉様との距離を詰めていた。どうやって取り出したのか、いつの間にか左手に血で汚れたカッターナイフが握られていた。
　至近距離から刃を突きつけられた和佐は、口から狼狽の悲鳴を発した。
「何の真似なの、円珠⁉」
「騒いだらその頬を裂きますよ」
　冷めた声で脅した円珠だが、左手のほうは声ほど冷静ではなかった。カッターナイフを掴む指がかすかに震えている。このような禍事に慣れていない証拠だった。
　だが、多少の虚勢はあれど、白髪の姉様の行動を封じるには事足りたようであった。初めて見る『妹』の変容と、不吉にきらめいた刃に、心ごと身体を凍てつかせてしまっている。持ち前の知性も、平常心を保ってこそ発揮されるものであり、この場で打開策を見出すなど、できるはずがなかった。
　脅迫しつつ、かすかな憐憫を和佐に向けた。
「ああ、なんて可哀想な姉様。あの編入生がルームメイトとして現れたばっかりに、気高さは地に墜ち、彼女に玩弄される日々を強いられているわけですから。ですが、それもここで終わりです。姉様があの女に屈してしまう前に、わたしがすべてを終わらせるんです……」
　底知れぬ不吉さと物騒さを秘めた宣言である。実行能力はともかく、今の円珠にはどのような凶事もためらいなく果たしてみせるという気概が感じられた。
「わたしの想いの深さを知れば、姉様だって、そのつれない態度を改めてくださるはずです……」
　立ち尽くす和佐に、円珠は血塗られた刃を向けたまま薄笑いをたたえてみせた。

　　　　　Ⅴ

　今ごろ食堂では、変態淑女の編入生が白々しい挨拶を済ませ、暖かな夕食にありついていることだろう。もしかしたらルームメイトの不在にすでに気づいていて、寮母に相談を持ち掛けているかもしれないが、今のところ、薄明かりの禁帯出資料室に何者かが訪ねてくる気配は一切なかった。
　和佐は書架の壁に追い詰められていた。今はカッターナイフを突きつけられていないが、その不吉な刃はいまだ後輩の左手に握られている。
　和佐は円珠の言いなりになるしかなかった。逆上してカッターナイフを振り回され、磨き上げた肢体に傷が入ったらと目も当てられない。最愛の黎明おねえちゃんのために最高水準まで仕上げた身体のために、白髪少女は後輩の愛とやらを受け入れるしかなかった。
「ああ……ねえさま、ねえさまっ……」
　姉様を前にして、円珠はすでに美酒に酔っているかのような有様だ。胡桃色の瞳に恍惚と狂気のヴェールをかぶせ、ふらふらと全身を重ねてそのまま口づけを交わす。
「……ふぅ、ン⁉　ん……う！」
　和佐は灰色の瞳を見開かせた。彼女の口腔に、不快な軟体生物めいたものが動き回っている。円珠が口内で舌をうごめかせたからであるが、変態淑女の編入生ならまだしも、後輩の彼女までがその技量を会得しているとは思いもよらなかった。
　唇が離れると、和佐は口を拭うのも忘れて問いかけた。
「え、円珠。あなた、そのような技をどこで……？」
「心配なさらずとも、これがわたしのファーストキスです。前のクラスで平然といちゃつくカップルがいたので、それの見よう見まねに過ぎません」
　円珠の表情は、初めてのキスを姉様に捧げられた悦びと、付け焼刃の腕では姉様を十分に満足させられないという歯がゆさとがない交ぜになっていた。
　和佐が学校の風紀に懸念を抱く暇もなく、後輩から二度目のキスを受けた。
　二度目のキスは、一度目よりも長く激しく、舌だけでなく、くぐもった吐息ごと絡みつかせる印象だった。技巧はさすがに変態淑女に及ばないかもしれないが、正直なところ、違いがわからない。不本意な興奮と、ぞわぞわと背を這う悪寒に、和佐は耐え続けなければならなかった。
　円珠が、口の端からよだれの糸を垂らしたまま愉悦の声を放つ。
「はぁ、はぁ……ねえさまのくちびる、とてもやわらかくてあたたかい……。わたし、ずっとねえさまとこうしたかったんです。もっと、もっと、ねえさまのことをあじわいつくしたい……」
　ランタンに照らされた円珠の笑顔は狂気に満ちており、曇ったビー玉を通したような光が胡桃色の両眼を飾っている。
　円珠が姉様にもたれかかる。互いの胸が密着し、スカートどうしがこすれ合う。カッターナイフが至近距離まで迫り、和佐の神経をさざめかせた。
　ふと、編入生の姿を思い起こした。変態だが、それ以上に機転に富む少女であれば、この危地をいかにしてかいくぐってみせるのだろう。最適な人材とは言いがたいが、このタイミングで資料室に現れてくれれば……と、ふと期待してしまう。
「誰のことを考えていたんです、姉様？」
　和佐の心臓が跳ね上がった。円珠は声をいくらか冷静なものに戻し、暗澹たる表情で姉様に鋭い一瞥を向ける。
　そしてそのまま、彼女は驚くべき行動に出た。
　唐突に突き出された腕を、和佐は回避することができなかった。和佐の美しいかんばせに円珠は腕を押しつけたのだ。自ら傷つけた、血塗れの右腕を。
「な⁉　ふ、ふざけないでッ……」
　さすがに無抵抗とはいかず、執拗にこすりつけてくる後輩の右腕を和佐は強引に払いのけた。円珠の血はあらかた乾いており、白髪少女の頬はかすれた赤色がわずかに付着した程度にとどまった。
　血の右腕を示しながら、後輩は顔に暗い憤怒をたたえた。
「この期に及んで編入生の顔が浮かびますか。わたしの方が姉様にずっと尽くしてきたのに、そのわたしを差し置いて、あの女などと‼」
　怒りが暴発し、さらに激しく和佐のかんばせに腕を押しつけようとする。和佐は抵抗したが、我を忘れた円珠の奮闘は想像以上のものだった。もつれ合ううちに、二人は床に座り込み、どうにか円珠の動きが落ち着いた時には、和佐のかんばせは全体にすり傷を受けたかのような紅の紗に覆われていた。
「円珠！　こんな真似をしてただで済むとでも……」
　和佐も怒りが募り、声に噴火寸前の気配をただよわせたが、その声が不意に萎えしぼむ。
　この時の円珠の表情をまともに見てしまったからだ。
　円珠の反応は異常だった。すでに彼女の態度は異常であるが、その一言で済まないくらいに、彼女は危うげな存在になりつつあろうとしていた。
　和佐の予感は正しかった。ミディアムボブの少女は嫌に焦点の合った視線で姉様のかんばせを見つめ、そこから狂的な美しさを感じ取っていたのである。
　血で汚れつつも気高さが損なわれていない姉様のかんばせ。
　屈辱にまみれながらもどうにか理性に踏みとどまろうとするその気丈さ。
　もっと見ていたい。絶望にもがき苦しむ姉様を自分のものにしたい。その欲動に完全に魅入られた瞬間、円珠の理性の糸がプツリと切れた。
　開いた唇から健常から程遠い笑い声があふれ出す。
「あは、あはは……」
「え、円珠……？」
　和佐が無意識に後ずさろうとし、その指先が壁に当たった瞬間、円珠の高笑いが薄闇の中で炸裂した。
「あはは、あははは、あはははは！　いいかおです、じつにいいかおをしてますよ、ねえさま‼」
　心臓が凍りついた。
　このような後輩の狂笑を、和佐は今まで見たことがない。胡桃色の瞳は今や完全に光を失い、押し殺し続けた愛憎が奇形な花となって今まさに咲き誇ったのだった。
　円珠は手に持っていたカッターナイフを持ち上げた。切られる！　と反射的に身構えた和佐が目撃したのは衝撃的な光景だった。円珠はそのカッターナイフで自分の右腕をさらに傷つけたのだ。
　彼女の奇行はそれで終わりではなかった。新たに噴き上がった血を、円珠は嬉しそうにすすると、それを口に含めたまま、姉様の唇に近づける。
「…………⁉」
　顔を背けようとしたが無益だった。悪魔から力を得たとしか思えない勢いで円珠に頭を押さえつけられ、そのまま唇を押し当てられたのである。生温かい液体が唇に触れ、その一部は唇の間に吸い込まれた。円珠はさらに自分の傷口に吸い付くと、今度は空気を求めて開いた和佐の口内に容赦なく唾液と血液のカクテルを送り込んだ。
「ン⁉　うッ……げほ、かはッ……」
　混合液の一部が器官に入り、和佐は盛大に咳き込んだ。弱りきった姉様を眺めながら、円珠がうつろな笑い声を奏でる。
「はぁ、はぁ……わたしのいちぶがねえさまのなかに！　ねえさまのからだに、わたしのいちぶがかけめぐっている……！　なんてゆめのよう！　あぁ……ねえさま、ねえさまねえさまねえさま‼」
　この先は、もはや血を呑ませる意図も無関係に舌を交えたキスが続けられた。がむしゃらな接吻だが、和佐の感じやすい部分も着実に突いており、身体が跳ね、スカートに隠れた両脚がきゅっとすぼめられる。
　和佐はどうにか突破口を求めようとし、ふと床に転がっていたカッターナイフの存在に気がついた。円珠が二度目の傷を入れた際に、そのまま投げ捨てたらしい。
　姉様の灰色の視線を追って、円珠も刃の存在に気づいた。奪わせまいと手を伸ばしたが、その隙こそが狙いだったのである。決死の力で円珠の身体を払いのけて、白髪少女は立ち上がった。
「にげないで‼」
　悲鳴を放った円珠が拾い上げたカッターナイフを突き出す。あくまで姉様への威嚇が目的であって、円珠の中にはそれ以上の他意はなかった。
　だが、後輩少女の行動は互いに大きな不幸を招いた。
　咄嗟に身体をかばおうと突き出した和佐の指先に、その刃が当たってしまったのである。
「…………‼」




　和佐の頭によろめくような衝撃が起きた。
　指先に微熱と痛覚が同時に訪れたが、和佐の神経は逆に底冷えするような悪寒を感じていた。最悪の事態が脳裏をかすめ、恐る恐る右手の人差し指を見る。その指先は、残酷な現実を彼女に突きつけていた。
　色白の指の腹が裂け、鮮やかな血が一筋したたっていた。
「あぁ……いや……そんな……そんな！」
　和佐のうめきは発狂寸前だった。ここまで取り乱した姉様の形相も、円珠の狂気同様、滅多に見られるものではなかった。
　円珠の害意は一瞬で消散したが、代わりに姉様の恐怖が伝染したかのように顔を青ざめる。彼女は直感した。姉様の狼狽は、そのまま自らの破滅につながっているのだと。
「いやあぁぁあッ‼　私の身体が！　お姉ちゃんに捧げるためだけに必死に磨き上げた私の大事な大事な肉体を……よくも、よくも‼」
　和佐の絶叫は闇を裂き、資料室の壁をも貫くと思われたほどだ。一瞬で表情を絶望から激しい怒りに変え、傷を入れた少女を睨みつける。
　円珠は石になったかのように硬直した。和佐は床に置かれたランタンを拾い上げ、それを円珠目がけて投げつけた。直撃は免れたが、代わりにランタンが床に叩きつけられる。ガラスが砕け、同時に中の電球も割れる。
　本格的な闇の中で、円珠の狂ったような泣き声が響いた。
「うわあぁぁあッ‼　ごめんなさい、ごめんなさい！　ねえさまあっ‼」
　姉様は容赦しなかった。闇の中で円珠の前髪を引っ掴むと、そのまま床に引き倒し、うずくまる彼女をひたすら足蹴にしたのだった。
「許せない……‼　私の身体を傷つけたお前は……お前だけは、絶対に許さないわ‼」
　後輩の肢体を踏みつけながら煮えたぎった声を叩きつける。円珠はもはや哀願することもできず、嗚咽をこぼしながら姉様の暴虐が収まるのを待つしかなかった。和佐の怒りは永久に続くと思われたが、その終息は、思いがけないかたちで迎えられることとなった。
「一条さん！　こちらにいらっしゃいますか⁉」
　切迫した少女の声とともに、部屋全体に照明がつく。和佐の物騒な闘気は、闇と同時に打ち払われた。丸まった円珠の背中から足を離したが、その円珠はすすり泣いたまま起きる兆しを見せない。和佐は大きく呼吸を繰り返し、自らの手で痛めつけた『妹』の惨状を呆然と見下ろした。
　駆けつけた足音は一人分だけではなかった。続けて呼びかける声によって、和佐はシスター蒼山と司書も一緒に資料室に現れたことを知った。
　最初に二人を発見したのは、一番に声を張り上げた上野岬である。緊張をはらんだ顔も一瞬、三つ編みの少女は白髪のルームメイトを見ると同時に立ち尽くしてしまう。
　床に転がった円珠の存在など、まるで念頭になかった。岬は、表情をこわばらせた白髪のルームメイトをまともに見てしまったのである。後輩の血をいたるところに貼りつけた、美しい少女のかんばせを。
「ひ、ひぃッ……⁉」
　音を外したバイオリンのような悲鳴が漏れた。青ざめた顔で一歩退き、ふらつきながら二歩目を踏む。そして、三歩目の足はついに地に着けることはかなわなかった。身体の均衡が完全に失われ、そのまま床に崩れ落ちてしまう。
「岬⁉」
「上野さん！」
　必死の呼びかけもむなしく、駆けつけた編入生の少女はルームメイトから何一つ事情を聞き出せないまま、意識を失ってしまったのである。







第十章　友としての誓い
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　岬が意識を取り戻したとき、真っ先に気にしたのは時間だった。
　当然、どこにいるかも気になったが、その疑問は全身に包まれた毛布のぬくもりによって明らかにされた。室内は真っ暗だが、三号棟の２１７号室と考えて間違いない。
　身じろぎをしながら自分の格好を確かめる。黒髪はほどかれ、私服はパジャマに着せ替えられていた。和佐が三つ編みをほどいて服を脱がしてくれたのなら喜ばしい限りだが、おおかたシスター蒼山あたりが気遣ってくれたのだろう。
　ベッドから起き上がり、手探りで照明のスイッチを探す。何度入れても反応がない。消灯時間はとっくに過ぎているということだ。分厚いカーテンを開けて月明かりで壁掛け時計の時刻を確かめ、同時に岬はルームメイトの不在を知ることができた。
　空っぽのベッドを見つめながら、岬は意識を失うまでのことを振り返る。
　食堂で白々しい挨拶を終わらせた時には、岬はすでに白髪少女が聴衆にいないことに気づいていた。何せ、黒い羊の群れの中から白い羊を見つけるようなものだ。見誤る方が困難なはずである。
　乾杯までの流れが終わると、岬は温かい食事もそっちのけでシスター蒼山に白髪のルームメイトの行方を尋ねた。尋ねられた寮母の方が面食らったが、探す必要ありと判断すると、二人でそっと食堂を抜け出す。岬は候補として図書館の禁帯出資料室の名を挙げ、寮母は「この時間帯にその場所へ？」という反応を隠せなかったが、白髪の寮生がそこに通い詰めていたことは知っていたので、すぐに諒解した。
　図書館で司書とも合流し、三人で資料室に突入する。そして最初にルームメイトのもとへ駆けつけた岬は、血で汚れた美しい少女のかんばせを見て失神してしまったというわけだ。
　……その後どうなったかは意識を失った岬には知りようがない。血塗れのルームメイトのかんばせを思い起こして身震いするも、事情を知るためには改めて彼女に会う必要がありそうだった。
　寮部屋にいない以上、彼女は三号棟の悔悟室に収監されているに違いない。こんな夜更けに会えるのかという疑問も、少女の厚い使命感の前ではいささかも期にならなかった。
　周囲をうかがいつつ、暗がりの廊下へと出る。廊下の窓はカーテンがなく、冴え冴えとした月の光がそのまま床面を濡らしており、何やら神秘的な空間に迷い込んだかのようだ。
　階段を下りて一階へ。音も気配もない月明かりの道に自身の長い影を投げかけながら岬は１０１号室へ向かう。
　歩きながら、今さらながら悔悟室にいる彼女に会う方法を模索した。寮母でさえとうに寝静まっている時間帯だろうし、正直に用件を話したところで対応してくれるかどうかも疑わしい。仮に了承が得られたとしても、当の和佐が素直に話してくれるとは限らないのだ。
　１０２号室と１０３号室の間を進んでいたとき、物音が響いた。開かれた扉は１０１号室のものであり、滑るように廊下に現れたのは、白いネグリジェを纏った美しい少女だった。
「なっ」
「な……」
　岬と和佐は同時に口を開けて立ち尽くす。
　あまりに突然の僥倖に岬は喜ぶ余裕もなかった。悔悟室からルームメイトを引っ張り出すという難題が、これであっけなく解決されたのである。
　月明かりに照らされた和佐は、まさにうら若き月の女神と讃えたくなるような風情であった。見目麗しいかんばせには傷跡も血の汚れも一切見られず、その事実が岬の心に無上の安堵を与えた。
「一条さんっ……」
「ちょっと、岬……！」
　白髪少女の狼狽などお構いなし。岬はルームメイトの身体を愛おしげに抱きしめ、頬どうしをすり合わせる。むず痒い感触を受けた和佐は気恥ずかしさに耐える気も起きず、早々に編入生の身体を引きはがした。
　強引に離されても、岬の声はなおも潤みがかっている。
「よかった。本当によかった……。あの時の、一条さんの血みどろの顔を見たのは幻なんですね？」
「悪いけれど、あれは紛れもない現実よ」
　固い声で応じ、白髪少女はさらに岬の「どういうこと？」という無言の訴えをさとった。あの現場を見られた以上、今さら隠そうとするのも愚かしいことである。
　そう判断した和佐は、編入生の少女に資料室で起きた「現実」を語った。
　円珠の流血画像を見て裏口から禁帯出資料室へ駆けつけたこと。狂気に駆られた円珠が自らの血でこちらの顔面を汚してきたこと。カッターナイフで指を傷つけられ、自分が逆上して円珠の身体を足蹴にしたこと。
　指に傷を負ったと聞いたとき、岬の表情が変わった。和佐に傷の場所を問いただすと、彼女は手で隠していた右手の中指の絆創膏を外した。指の腹に肉色の線が引かれているが、出血はすでに止まっている。
「昔あたしが料理でやらかした時より全然軽傷ですね。その傷もすっかり見えなくなってますから、一条さんのもやがて完全に癒えることでしょう」
　安堵して、岬はにこやかにその指を示してみせたが、白髪少女の次の言葉を聞いた瞬間、その安堵も指先も凍りついてしまう。
「いっそのこと、腹を刺された方がましだと思えるわ」
　暖かな雰囲気が一気に氷点下まで滑落する。絶句する岬をよそに、和佐はルームメイトの横を通り過ぎた。編入生の背後を三歩ほど進んだところで硬質な声を投げかける。
「思わぬところで時間を取られたわ。あなたは早く部屋へ戻って休みなさい。始業式当日に遅刻などしたらみっともないわよ」
「ちょっと待ってください‼」
　悔悟室の前であることも忘れて岬は声を張り上げた。そのままネグリジェの袖を掴む。
　振り返った和佐の表情は悲痛に満ちていた。美しいかんばせを泣き出す寸前の子供のようにひしゃげさせ、灰色の瞳は溶けかかった薄氷の膜に覆われている。
　それでも声は編入生の少女を突き放す調子を辛うじて保っており、彼女から受けたぬくもりを、白髪少女は初めからなかったように振る舞った。
「構わないで。あなたには一切関係のないことよ」
「今の発言の意図を話してくださらないなら、この場で盛大にわめき散らします」
　和佐は盛大に舌打ちした。秀麗な白髪美少女はこのとき、自分の容姿に見合った身の振り方に構っていられなかったのである。
　岬が凄絶な表情を浮かべて和佐に詰め寄った。
「そもそも、一条さんはなぜこの時間に悔悟室を抜け出したんです？　ここであたしに会わなかったら、このままどこへ行こうとしたんですか？」
「関係ないと言ったはずよ」
　突っぱねた和佐の声は抑えきれない震えがある。虚勢が崩れる前に、編入生の手を振りほどき、早足で口うるさい彼女から逃れなくてはならなかった。
　岬の顔が、ある予感を受けて蒼白になる。
「……まさか一条さん、早まった真似をなさるつもりじゃないでしょうね？」
　和佐は自分の不意打ちの弱さを呪った。核心を突かれたことによる衝撃がたとえ半瞬だとしても、この編入生がすべてをさとるには十分であったのだ。
「そんなことが許されると、本気で思ってるんですか？」
　凄みを帯びた声に、和佐は再び顔を岬から背け、ぽつりぽつりと自分の想いを吐露した。
「……私はもう疲れたのよ。円珠の件が全生徒に知られ、日頃から鬱憤を溜めていた者はここぞとばかりに陰口をぶつけてきたわ。円珠の自傷も、私が傷つけたと疑うものも出てきて……」
　ここで岬は、資料室の床にうずくまっていた後輩の存在を思い出した。
「そう言えば、日生さんはどうしてるんです？」
「手当てを受けて一号棟の悔悟室に入れられているわ。見た目ほどひどくはないと聞くけれど、おそらくあの傷は一生残ることになるでしょうね」




「…………」
「円珠をここまで追い詰めたのは私よ。正直、自分がここまで惨めな存在だとは思わなかったわ。感情任せで円珠に暴力を振るい、あなたの首も絞めようとしたし……」
「首に関してはあたしの自業自得だと思うんですけど……」
　ぼやいた岬だが、和佐は聞いていない。ネグリジェの袖を腕ごと強く震えさせる。
「醜い。あまりにも醜いわ。いくら見た目でごまかしても、このような汚い心など、黎明の相手としてふさわしくないわ。どのみち、黎明から触れられることなどあり得ないわけだし、このまま生き恥を晒し続けるくらいなら、いっそのこと、さっさと楽になってしまいたい……」
「了解しました」
　その返答に、むしろ和佐の方が仰天した。勢いよく振り返ると、極限までこわばらせた編入生の顔が正面に見えた。
「ただし、一条さんの最期はあたしも見届けさせてください。それが、あなたの死を許す条件です」
　何を企んでいるの、というのが正直な感想である。周りのあらゆる状況から打ちのめさせて楽になりたいという気持ちに嘘はないが、そのようなふざけた主張を、変態だが純真な編入生は素直に受け取るはずがない。反対を見越してさらなる反論も用意したというのに、とんだ肩透かしであった。
　死の覚悟が編入生への不気味さに取って代わり、むしろ彼女にせっつかれるかたちで、ネグリジェの少女は目的に場所へ歩みを進めたのだった。

　　　　　Ⅱ

　廊下を這う影が一つから二つに増える。
　その影を引きずるようにしながら岬と和佐は階段を上がっていった。
　最上階の五階に到着するまで、二人は一声も交わさなかった。初めて言葉が発せられたのは、和佐が意を決して窓を開けようとしたときであった。
「一条さん、誰の許しで飛び降りようとなさるんです？」
　和佐が面食らったのも当然だ。最期を見届けると言っておきながら、ここにきて非難めいた口調で引き留めてくるとは何事か。
　白髪少女も負けじと非難の声を返した。
「何を言い出すの。この期に及んで臆病風に吹かれたとでもいうつもり？」
「違いますよ。どうせ死ぬのなら、あたしの手で殺した方がいいと思い直したんです」
　絶句した。このとき臆病風に吹かれたのは和佐のほうだった。死を覚悟すると主張しておきながら、殺されることに尻込みしている。本気かどうかは怪しいものだが、岬の凄絶な表情を見てしまうと、彼女を同伴させたことを今さらながら後悔した和佐である。
「あなた、自分の言っていることがわかっているの」
「一条さんがそれを仰います？」
「…………」
「ここから飛び降りたら、ぐちゃぐちゃの遺体を晒すことになります。そんな報告を黎明さまに伝えられません。どうせ命を絶つなら、あなたの姿を綺麗に残したままの方がいいじゃないですか」
　和佐は無意識に身体を窓から離し、編入生の少女の方に向けた。言うべきことが一秒ごとにあふれてくるが、脳がぐらぐらと揺れ、発言としてまとめられない。
　そこに岬の険しい声が注がれた。
「目をつぶって。そしてそのまま動かないで」
　さっさと飛び降りてしまえばよかったと思うのはこんな時だ。少なくとも彼女の声に震えをおぼえずに済むから。
　和佐は勢いよく目を閉じた。
　自分の醜さを黎明が知れば、確実に失望を抱くことだろう。姉を密かに心の伴侶としていた和佐には耐えられないことだった。
　その想いを道連れに、和佐は死を決行しようとした。いくら他者の目から見て馬鹿馬鹿しいものだとしても、こうでもしない限り、和佐はもはや心の安寧を保てそうになかった。以前ならば黎明の存在が心の支えになっていたが、数日前の一条邸の出来事で、その柱も失われてしまった。子供じみた依存を、もはや現実が許してくれなかったのである。
　編入生の少女は、白髪少女の愚かしい決意を馬鹿にすることも咎めることもしなかった。それどころか、ルームメイトを手にかけるという大罪を積極的に請け負うという。出会ってからまだ一週間も満たないというのに。華やかな学校生活をふいにしてでも、こちらの死の望みを叶えようというのか。
　考え込んでいるうちに、両肩に手の感触が伝わってきた。
　編入生の少女は肩を掴むと、そのまま移動しようとした。歩かされることは想定していなかったので、足をもつれさせ、掴んだ相手もろとも転倒してしまう。
　さすがに目を閉じたままではいられず、和佐は瞳と口を同時に開いた。
「岬！　いったい何の真似を……」
　それきり言葉が続かない。尻餅をついた和佐に岬は愛おしげにしがみつき、可憐な顔を首筋に埋めていたのであった。
「これから頸動脈を噛み裂きます。これで一条さんは間違いなく死ぬでしょう」
　和佐は息を吞んだ。発言におぞましさを感じただけはなく、それを受けて、白髪少女は五年前の姉の凶行を思い起こしたのである。黎明が自分の愛したメイドの耳を噛みちぎったという、おぞましい過去。目の前にいる編入生は、その姉と同等の凶事を本気で果たすつもりなのだろうか。
　首筋が、少女の暖かい吐息で撫で上げられる。むず痒さと戦慄で肌を震わせ和佐は再度目を閉じた。だが、殺害を決起した少女はそれきり動こうとしない。
「岬……？」
　不審げな声を艶やかな黒の頭頂部に投げかけると、やがて返ってきたのは編入生の潤んだ声だった。
「……やだなあ、嘘に決まってるでしょ。あたしに一条さんを殺せるわけないじゃない」
「呆れた……」
　和佐は脱力したが、正直、頭のどこかでこの展開は予期できていた。あるいは期待していたのか。読めなかったのは、編入生が本心を表明するタイミングだけである。
　初めて出会った夜と同じだ。上野岬という少女はこちらの心を油断させておいて、がら空きになった箇所に致命的な一撃を打ち込むのである。最初の夜は人畜無害の少女を装い、この夜では殺人者の雰囲気をただよわせていた。円珠とは違ってこちらは完全に演技だが、その迫力は後輩少女にも劣らない。
　今ではその空気を完全に解いており、涙声の岬は白髪少女のネグリジェをきつく握りしめていた。
「ねえ、一条さん……。あなたは本気で自分に生きる価値がないと思ってるの？　あなたが消えちゃったら泣いてくれる人はちゃんといるんだよ？　寮母さんだってそうだし、黎明さまや子夜先輩だって間違いなく悲しむよ。そして何より、日生さんが一条さんの死を知ったら完全に立ち直れなくなるじゃない。それに、あたしだって……」
　編入生の悲痛が白髪少女にも伝染する。お互いの顔が見えない状態だが、みっともない泣き顔をさらすことを予感して和佐はふるふると肢体を揺らして抗議した。
「やめて、これ以上言わないで……」
　岬はやめなかった。
「一条さんが本当に望んでるのは、死ぬことじゃなくて自分の苦しみをどうにかしたいだけなんでしょ？　だったらあたしを頼ってよ。あたしが気に入らないなら、寮母さんでも黎明さまでもいいから……素直に自分の心をさらけ出して。お願い、黙って消えてちゃうなんてやだよ……」
　後は嗚咽の音が続くだけだ。和佐は自分の心を再認識した。
　その通りだ。確かに自分は、本気で死を望んでいたわけではない。自分の苦しみと惨めさから逃れられる唯一の方法が、死だと思い込むことにしたのだ。
　残されたものを顧みる余裕は、死を決意した当初はなかった。今ならある。数少ない好意的な人々を思い描き、ほんの少しだけ、振り返らなければよかったと感じた。
　ここで思い出したら、心の外壁が完全に崩れ、子供じみた本性が顔を出すとわかっていたから。
「たすけて……」
　和佐は初めて、自分の心の苦しみを言語化した。
「お願い、たすけて……。皆の前に顔を出すのが、すごくこわい……。これ以上、悪口を言われたら、私はもう、耐えられそうにない……。ねえ教えて岬、私はどうすればいいの……？」
「大丈夫。あたしがいるから」
　ぽろぽろと涙をこぼす少女に、岬は震える背中をさすりながら応じた。
「まず寮母さんに今の想いを打ち明けてみましょう。あたしは一条さんの味方になりそうな人をできる限り集めてみますから」
　あなたも周りから白い目で見られているのに……という懸念はもはや意味をなさない。和佐にもさすがにわかってきた。
　この編入生は、たとえどんな苦境に見舞われようとも、宣言したことは果たしてしまうのだと。無償の愛とは限らないが、こんな自分のために尽くしてくれる編入生の存在を初めてありがたいと思えるようになった。
　ここで和佐は大胆な行動に出た。変態淑女の言動と比較すればささやか過ぎるものだが、編入生を驚かせる効果は確かにあった。
　艶やかな黒の頭頂部が何かに触れられる。その正体をさとった岬はびっくりして顔を上げた。赤く腫らした瞳から、涙が自然に引いていた。
　初めて嫌がらせでないキスを果たした白髪少女は、感情を行動ほど素直に示すができなかった。紅い頬を月明かりに晒しつつ、岬のまっすぐな視線から、ひたすら顔をそむけ続けていた。
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　始業式を控えた朝がついに訪れる。
　ルームメイトの暴走を抑えた岬は、その後、何事もなかったかのように就寝し、いつも通りの時間に起床することができた。一大イベントで遅刻を決めなかったことを、普段祈らない神に深く感謝したものである。
　ライラック色の制服に着替え、身だしなみも三つ編みも万全な状態にして寮部屋を出る。廊下には岬と同じ格好の少女たちが、新学年最初の行事を前に談笑の声を高めていた。岬が通り過ぎるとそれがわずかにひそめられたが、すぐに華々しい賑わいが追いすがる。
　食堂で朝食を済ませて本棟に戻ると、何やら華やかやらぬ喧噪が見えた。有名人でも来たのか、と言わんばかりの人だかりが談話室の前に広がっている。
　物珍しさをおぼえて岬が人込みに近づくと、すぐさま顔なじみの姿を目撃した。同寮棟の１０８号室に住まう東野暁音と春山雪葉である。
「あ、みさき！」
　雪葉が紺のハイソックスに包まれた細脚で（ニーソックスはＮＧらしい）岬のもとまで駆けつけたる。その表情は明るくなかった。すがるような幼顔を見つめて、岬は不思議そうに問いかける。
「雪葉、この騒ぎはどういうこと？」
「一条がシスター蒼山と一緒にこの中にいるんだよ」
　応じたのは、後から近づいてきた暁音だった。変態淑女に対する想いは複雑だろうが、それ以上の深刻さが顔からあふれている。
　それだけでこんなに人が集まるものかと岬は疑問に思ったが、それも雪葉の次の言葉を聞くまでだった。
「えんじゅとおかーさんも一緒なんだ。あっ……みさきはえんじゅのこと知らなかったっけ」
　岬は返答できなかった。とにかく、集まった人員がただ事ではない。母親はすでに娘の円珠から昨日の出来事を聞かされていることだろう。岬の清楚な顔が暁音以上に深刻なものになるのも当然であった。
　暁音も雪葉も円珠が傷つけられた件は知っているのだろう。その件の被害者と加害者が同じ部屋にいるということで、中のやり取りが気になるのは無理もない。
（一条さん……一体どういうことなの？）
　和佐とは、夜に二階で別れてから会っていない。彼女をなだめ、これで平穏無事に始業式を迎えられると思っていたのだが、まだまだ認識が甘いらしい。
　雪葉と暁音の視線に気づく余裕もこのときには失われていた。三つ編みの編入生は貫くような視線で談話室の扉を遠く見つめ、そのまま微動だにしない。

　その扉の向こうでは、集まった一同がそれぞれこわばった空気をもよおしながら穏やかならぬ会話を続けていた。
　一条和佐がシスター蒼山とともに談話室に入ったとき、まず二人の人物に目がいった。一人は円珠の母親で、オーソドックスなベージュのスーツを身につけている。髪と瞳の色は娘と同じだが、顔立ちはあまり似ていない。シスター蒼山を十五年ほど若返らせたような印象が、彼女からはたゆたっていた。
　そしてもう一人は、雪葉は名前を出さなかったが、円珠の住まう一号棟の寮母である。三号棟の寮母同様、白い修道服を纏い、三号棟の寮母とは同年代に見えた。だが、彼女は眼鏡の奥の眼光を鋭くし、堅物な印象を前面に押している。名前はシスター井之頭いのがしら。
　日生家の母娘と二人のシスター、そして一条和佐の計五名が革張りのソファーに落ち着く。和佐の正面には、埋もれるようにソファーに細身を預ける制服姿の『妹』の姿があった。胡桃色の瞳をうつむかせ、ガラステーブルに敷かれたレースのクロスを心細げに眺めている。自身で傷つけた腕は紺色のボレロに隠され、和佐は痛ましさと罪の意識によって必要以上に冷静さを失わずに済んだ。
　第一声を放ったのは、うなだれた少女の母親だった。仕事関連で一条家と交流のある日生家の夫人は、顔見知りの和佐に対し、表情をいくばくか物柔らかなものに変えた。
「ご無沙汰ね、和佐さん。お母様に引けを取らない美人になったじゃないの」
「恐れ入ります」
　岬が聞いたら目を見張るだろうが、和佐とて認めた相手にはきちんと敬語を使うことができるのである。
　だが社交辞令なやり取りが終わると、空気はすぐさま冬めいたものに戻ってしまった。
　一同の視線が、一人の例外を除いて同じ存在に注がれた。その例外とは、周囲の針のような視線に耐えているミディアムボブの少女である。拳を堅くし、口はそれ以上にかたくなにさせており、母親を嘆息直前の表情にさせた。
　結局、彼女の母がそのまま白髪の令嬢に事態を話す流れとなった。
「昨日の深夜、円珠から電話があったの。その内容は先ほど円珠の寮母さんにも伝えたけど、和佐さんにも是非聞いてもらいたいと思ってね」
「……円珠」
　白髪少女の呼びかけに、名ばかりの妹は反応を示した。複数の目上の人に見つめられて緊張していないとは思えないが、表向きは取り乱す兆しを見せず、顔を上げて意を決したように言った。
「姉様……いえ、一条先輩」
　和佐の心は想像以上に痛んだ。受けた痛心に、和佐自身も驚かされた。呼び名一つ変わるだけで、こんなに心細い想いをするものなのか。
　だが、白髪少女の驚きはまだ早かった。後輩少女はまだ話の本題にすら入っていないのである。
『先輩』に込められた響きと同じくらいの無機質さで、円珠は神妙に頭を下げた。
「今までお世話になりました。この日をもちまして、わたしはこの学校を去らせていただきます」
　先輩美少女は打ちのめされた。三号棟の寮母も円珠の凄絶な決意には驚きを隠せなかったが、立ち直りは和佐より早かった。発言者の保護者が担当寮母と揃って否定的な感情を示している以上、少女の決意が成就されることはない。
　一号棟の寮母に関しては、はっきりと寮生の無謀な企てをとがめた。
「始業式を目前に控える最中に、このようなことで煩わされるのは迷惑至極です。むろん、お母様が了承されない以上、退校処分など出しようがありませんが、無用な混乱を招くというのであれば、お二人にはそれ相応の処罰を下さなければなりません」
「だから、わたしを退学すべきと言ったでしょう！」
　円珠が勢いよくファーから立ち上がった。石頭と言われた寮母を圧するかのように胡桃色の視線を突きつけ、シスター井之頭は眼鏡の奥の瞳に動揺の色を示した。
　少女は熱っぽい声で語り続けた。
「そもそも、わたしごときの人間が誉れ高き聖黎女学園に入ったことが間違いだったんです。社交パーティで先輩と出会い、この学校で再会して……まさに夢のようなひと時でした。その夢が一生覚めなければと思った……ですが、それは誤りだったんです」
　円珠の視線が、かつて『姉様』と呼んだ少女に向けられる。
「わたしは現実に帰らせていただきます。本来進む予定だった学校に編入し直し、先輩のご迷惑のかからない場所でこれからの人生を歩んでいこうと思います。わたしごときに言われたくもないでしょうが……どうか、お元気で」
　息がするのも辛くなった。
　かつて自分は、社交パーティで熱っぽく語りかける少女を疎ましく思い、聖黎女学園にやってきてからも、彼女を都合の良い道具としか見ていなかった。その道具が失われたところで、新品に交換すれば済む。それで解決できる問題のはずだ。
　なら、このまま円珠の退校を見届ければいいのか？
　できない。できるはずがない。
　今となっては、もはや円珠をただの道具として見ることは不可能であった。妹への罪悪感はむろんあったが、それだけでない。ここで彼女を引き留めなければ、和佐の評価は地に落ちる。ただでさえ最下層を這っているようなものなのに。姉に失望されるのもそうだが、自分自身がこれ以上の生き恥を受け入れられなかったのだ。
　利他利己の事情を交えながら白髪少女が沈黙していると、円珠の母親が呆れ果てた顔で娘をたしなめ出した。
「円珠。わたしも父さんも退学を認めるつもりはないわ。学校を変えたいと気軽に言うけど、それがどれだけ面倒か、あなたにわかるの？　わがままもほどほどにしてちょうだい」
「だったら見捨てればいいでしょ！　こんな不出来な娘をさあ‼」
　母親の説諭せつゆを大喝で応じると、声と同等以上の勢いで扉に駆け込む。大人たちが制止の声を投げかけたが、聞く耳などあるはずがない。
　扉は開かれ、たむろしていた寮生たちを振り払うようにしてミディアムボブの少女は姿を消してしまった。
　扉が閉められて静寂が戻ると、空気はより絶望の方向へと進行しつつあった。和佐は端麗なかんばせに死相に近い表情を浮かべ、妹の脱走に対して何一つ反応を示すことができなかった。
　一号棟の寮母が厳格に言い放つ。
「このような事態を招いた責任は一条和佐さん、あなたにあるのです。そのあなたが責任を放棄してうなだれたままでいるとは何たることですか。己の頭の明晰さを自覚しているのであらば、いや、自覚していないとしても、問題を収束させるために行動を起こすべきでしょう」
「井之頭さん……」
　三号棟の寮母が同僚をたしなめつつ、ソファーから立ち上がった。
「そう手厳しく言うものではないわ。とはいえ、事態をどうにかしなければならないのは同意見ね。私は辺りの寮生から日生さんの行方を尋ねるから、井之頭さんはお母様の相手をお願い」
　一号棟のシスターは意外そうな面持ちで、三号棟のシスターの言葉を受け入れた。
「役どころが違うように思えますが……了解しました。あなたに後をゆだねることにしましょう」
「一条さん、行きましょう。あの日生さんの様子では本気で逃げ出しかねない。事は一刻を争うわ」
　白髪の少女をどうにか立たせると、三号棟の寮母は彼女を伴い、扉の前で固唾を呑んで待機している少女たちの前に姿を現した。

　制服姿の寮生たちは二人の表情を見て、即座にただ事ならぬ事態をさとった。大人しい円珠が凄絶な形相で飛び出した時点で異常事態なのは明白だが、特に見えざる死神に抱きすくめられたような和佐のかんばせは、事情もわからないのに見るものの慄然を誘った。
　三号棟の寮母は迅速にすべきことをした。寮生たちの話によれば、談話室から逃亡した円珠は本棟の入り口をくぐり、数名の生徒が彼女の後を追っているのだという。やがて、それと思しき少女たちが無念と困惑を携えながら自動ドアの前まで戻ってくると、シスター蒼山はさらに彼女たちから情報を得ようと談話室の前から離れた。
　同伴者の白髪少女は置いてけぼりにされた。和佐の灰色の瞳には、少女たちの視線が無数の剣先の光に映ったに違いない。顔を伏せ、シスターが早々に戻ってくるのを期待するしかなかった。
「一条さん！」
　そう呼びかけたのは、頼みの三号棟の寮母ではなかった。和佐は上目遣いで、人込みをかいくぐって現れた三つ編みの編入生を見やり、彼女に続く人物の存在に、思わず身体がすくんだ。過去に嫌がらせのキスをした春山雪葉と、その幼馴染の東野暁音である。
　あくまで優しく事情を問いただす岬に対し、和佐は唇を震わせながら円珠の退校宣言を告白した。隠してもすぐに寮母にバレてしまうことだ。そして、白髪少女の言葉は短髪少女を怒らせた。
「こんな事態になるくらいなら、シスターの言いつけを無視してでもお前を締め上げとくべきだったな！　雪葉に続いて円珠まで追い詰めて、清々したか、ああ⁉」
「暁音、ここで一条さんを締め上げて何が変わるっての？」
　冷ややかな岬の指摘に暁音は怒りを収めたが、編入生に向ける黒い視線には危うい熱を孕んでいる。じゃあどうすんだと無言で訴えかけられ、岬はそれに対し、わずかに表情を緩めて応じた。
「ようは日生さんを引き留めればいいんだよね？　それなら、あたしに考えがないわけでもないんだけど……」
「ほんとか、みさき⁉」
　雪葉は喜びの声を上げたが、暁音と和佐は彼女ほど無邪気に喜べなかった。そんなにすぐにアイデアが思いつけるのかという疑問と、仮に思いつけたとしても即席のアイデアでうまくいくのかという懸念が、二人の表情を曇らせたのである。だが、こちらにアイデアがない以上、頭から否定する権利もない。
「聞かせてもらえるかしら」
　ルームメイトに呼びかけられ、岬はまず、亜麻色の髪の少女に対して尋ねた。
「雪葉もキノコアザラシのファンだよね？　日生さんが抱えてるようなおっきなぬいぐるみ、雪葉も持ってる？」
　意外な質問に雪葉の鳶色の瞳は丸くなったが、もともと大好きなジャンルなだけあって、答える声はわずかに弾んでいた。
「おうとも。一万近くもした大物だぜ」
　金額に眩暈をおぼえる暇もなく、岬は小柄な少女に両手を合わせて嘆願した。
「一生のお願い、それ貸して！」
「おい、岬……」
　傍観者の立場に限界をおぼえた暁音が呆れた声で呼びかける。
「こんな状態でぬいぐるみを借りてどうする気なんだよ？」
「まあまあ、あたしの作戦を聞けばわかるって」
　清楚な笑みを浮かべながら、岬はその『作戦』を語った。それを聞き終えた三人のうち『おおーすごい、岬は天才だな！』と感心したものは一人もいなかった。
　雪葉は「本当にうまくいくのかー？」と言わんばかり困惑し、暁音に関しては「ふざけたことを抜かすんじゃない」と黒い瞳をぎらつかせ、最後に和佐がはっきりと難色を口にした。
「嫌よ。それで事態が丸く収まるとは思えない」
「あたしはそうは思わないな」
　確信したように言い返され、和佐は咄嗟に反論ができなかった。代わりに暁音が問いただす。
「もし、それで事態が悪化したらどうすんだ？　円珠が自棄を起こしたら岬が責任とれるのかよ？」
「言っとくけどさ、百パーセント成功する作戦なんて最初からあり得ないんだよ。うまくいくとは思ってるけど、あたしができるのはあくまでお膳立てだけ。後は一条さんしだいなんだよ」
　プルーン色、黒色、鳶色の瞳が揃って白髪の少女に向けられる。ちょうどそのとき、シスター蒼山が戻ってきて、円珠が学舎区の敷地内に向かったことを告げたのだった。
　岬はすかさず、現れた彼女に自分の作戦を語った。寮母はわずかに目を見張らせたが、寮生たちと違って否定の色は示さなかった。試す価値ありという評定を下すと、全身をこわばらせる和佐に向かって優しくさとした。
「反省文であなた達のやり取りはじっくりと拝見させてもらったわ。彼女との逢瀬を経て生じた関係が、あなたたちに良い結末をもたらしてくれることを心から願っているわ」
　白髪少女は長く息を吐くと、緊張の残ったかんばせをゆっくりと持ち上げた。

　　　　　Ⅳ

　一方、談話室を飛び出した円珠は、痛みと疲れに耐えながら、学舎区内の森を走り続けていた。
　学舎区の敷地は施設とそれらをつなぐ道を除けば、箱谷山の自然そのものであった。準備もなしに奥深くまで入ってしまうと、敷地内で迷子という事態もあり得る。過去にそのような事例は何度もあった。
　息を荒げながら、円珠は自分の間抜けさを感じずにはいられなかった。退学宣言をしておきながら、どうして自分は学校の敷地内に飛び込んでしまったのだろう。
　誰かに捕まることを恐れて、がむしゃらに森を突っ切っていた円珠だが、ついに足が限界を迎え、彼女はついに地面に手と膝をつけて泣き崩れた。
「うわああんっ‼　ねえさま、ねえさまあ……ッ‼」
　こぼれ落ちる涙が、乾いた大地に沁み込んでは消えていく。談話室では冷たくあしらえたのに、自分はいまだにその相手に恋い焦がれている。自分の学校生活を華やかなものにしてくれた姉様と縁を切るなんて、最初からできるはずがなかったのである。わかっていたはずなのに。
（姉様にあんな態度をとっちゃうなんて。もう姉様は許してくださらない。仮に姉様が許してくださっても、不敬を繰り返したわたしが、姉様の妹にふさわしいわけがない……）
　その独白を岬が聞いたら「似た者どうしの姉妹ですね」と答えたことだろう。円珠の姉様も実の姉と釣り合わないという理由で自殺を決行しようとしたのだから。
　失意の少女は、さらに姉様の暗い感情の流れに乗じた。
（もうやだ。これ以上何も考えたくない。このまま衰弱して箱谷山の土にでも還ってしまうべきなんだわ）
　円珠は四つん這いから、地面にうずくまる姿勢に移った。ボレロの袖や剥き出しの脚が汚れるのもお構いなしで、眠りに落ちたかのように彼女は寂寞に包まれた自然の中で動かなくなった。
　数分後、乾いた風の音に混じって、円珠の耳に幻聴が届いた。姉様が必死に自分の名前を呼ぶ声。そんなはずはないと、脳内から白髪の姉様の存在を追い払おうとしたが、悲鳴に近い姉様の呼びかけは、何度も円珠の心の中でこだましている。
　そして円珠は、その声が幻聴でないことをさとった。玲瓏な叫びに、慌ただしい足音がどんどん近づいてくる。
「円珠、ここにいたの！」
　和佐の呼びかけに、円珠は即座に身体を起こすことができなかった。衝撃と歓喜がかえって彼女の反射神経を縛ったのである。やがて足音がゆっくりになり、それがすぐ背後で止まると、丸まったままにもいかず、心音の高ぶりを感じながら円珠は立ち上がった。
　振り返った円珠は絶句した。この瞬間、後輩少女の注意を引いたのは見目麗しい姉様の容貌ではなく、彼女の両手に抱えている物体であった。
　思わず呆然と問いかけてしまう。
「あ、あの、姉様……。そのキノコアザラシちゃんのぬいぐるみを持って学舎区に入られたのですか？」
　その指摘は、全力疾走によって紅潮した和佐の頬をさらに赤くさせた。白髪少女の中で冷静さが舞い戻り、それは妹に会うまでの、あまりありがたくない経緯を見つめ直す結果となった。
　人嫌いと言われた自分が、ずんぐりむっくりなぬいぐるみを抱えながら、必死の形相で円珠の行方を尋ねたのだ。聞かれた人が仰天するのも当然である。視線の痛々しさが今になって和佐の羞恥心を刺激したが、当時は彼女に会うことが最優先で、顧みる暇などなかったのだ。
　赤い顔はそのままで、呼吸だけどうにか落ち着けると、灰色の瞳に決意の光を宿らせた和佐は、平時の彼女からは想像できぬ奇行を振る舞った。アザラシのぬいぐるみを持ち上げ、赤色に染まった自らのかんばせを覆い隠したのである。
「お、おねーちゃん、いきなり皆の前からいなくなったりしちゃったら、めーっ、なにょッ」
　円珠が固まった。自分は何を聞いたのかと思ったのだ。
　常に硬質さを纏っていた気高き美少女が、ぬいぐるみのまんまるの手をばたつかせながら、そのアザラシのキャラになり切ろうとしているのだ。使い慣れない裏声を用いながら。
　談話室で『先輩』呼びで突き放したことも忘れて、円珠は従来の呼び名で裏声の美少女に呼びかける。
「あ、あ、あの、姉様……？」
「ボ、ボクは『ねーさま』じゃないにゅッ。おねーちゃんがいつも可愛がってくれてるキノコアザラシだにょ〜」
　どう問いかけたところで、姉様は演技を辞めるつもりはないらしい。
　正直、似ているかと聞かれたら即座に頷くのは難しいところだが、口にしてしまったたら姉様のせっかくの努力が台無しである。それに、あまりに想定外すぎる言動に、ミディアムボブの平凡な少女は舌を動かすことすらままならない状態であったのだ。
　和佐はキノコアザラシを盾にしながら、さらに慣れない演技を続けていた。
「ボク、この学校が好きなにょ。おねーちゃんが嬉しそうに過ごしているこの学校が大好きにゅ。だから、出て行きたいなんて言ったらイヤなにょッ。苦しいことがあったら話を聞いてあげるから、どうか考え直してほしいにゅ……」
　ここまで聞けば、円珠もさすがに姉様の魂胆をうかがい知ることができた。大好きなキノコアザラシとして説得すれば心を動かしてくれると踏んだのだろう。自前のぬいぐるみを貸した覚えはないから、同じものを持っている春山先輩から拝借したに違いない。
　そこまで洞察して、円珠は驚きで、改めてアザラシの丸い手を振る姉様を見つめ直した。三年前にルームメイトをキスで追い返したことは円珠も知っている。その相手から愛用のぬいぐるみを借り受けたのである。呉越同舟という言葉が、ふと円珠の脳裏をよぎった。
　まさか姉様が自分のために……と思ったが、すぐさま黒髪三つ編みの少女の笑顔が思い起こされた。彼女の根回しに違いないということは、一度しか顔を合わせていない円珠にも理解できた。可憐な編入生は初対面ですでに自身の明晰さを証明していたのだから。
　いちおう恋敵に位置する先輩だが、今の円珠は彼女を恨む気にはなれない。編入生が自分の利益だけを考えれば、逃げ出した愚かな後輩のことなど放置することも可能であったはずだ。
「皆、おねーちゃんのことを心配してるにょ。誰も怒ってはないから、どうか戻ってきてほしいにゅ。暁音おねーちゃんも雪葉おねーちゃんも、おねがいおねがいと待ってるから……。戻ってきてくれなかったらボクは……ボクは……ッ」
　ふいに、和佐はアザラシの白い手をきつく握りしめた。ぬいぐるみに意思があれば、間違いなく「ぎえーっ」と悲鳴を上げていたことだろう。
　それを止めさせるべきか円珠が考えたとき、和佐はアザラシのぬいぐるみを臙脂色のリボンのところまで下ろした。再びあらわになったかんばせは、灰色の瞳を潤ませ、唇を引き結んだ状態でぷるぷると震わせている。アザラシ口調で話しているうちに罪悪感に耐えられなくなったのか、羞恥心が限界を迎えたのか。
　後者が強いようだ。姉様の唇からは、やがて低いうめきが漏れ始めた。
「……やっぱり、あいつの馬鹿げた提案に乗るべきじゃなかった」
　岬の語った作戦と、それを聞いた暁音と雪葉の反応を、和佐は思い起こす。正常な反応だと、当初から思っていたが、他に作戦が思い浮かばなかったのと、岬の揺るぎない視線が結局、行動を決めるきっかけとなったのだ。
　恥を捨て、学舎区の道行く人々に後輩の行方を尋ね、ここまで漕ぎつけることはできたが、これ以上、アザラシになり切って彼女を説得し続ける気概は湧いてこない。
　和佐は普段の口調で円珠に呼びかけた。無理に裏声を使ったせいで、その声はわずかに枯れている。
「この生物に罪はないけれど、こんな小細工を使ってあなたを取り戻そうとするなんて愚かしい話ね。円珠……改めて私の話を聞いて」
　和佐の緊張が円珠にも伝染したようだった。居住まいを正し、白髪少女の持っているぬいぐるみに意識はまったく向かなかった。
「あなたの言うとおり、夢はいずれ覚めるものね。あなたにとって、私は理想的な姉でなかったのよ。あなたのことを都合のいい道具としか見ていなくて、勝手なことばかり押しつけてきた……。自分しか考えてなかった私など、姉様どころか先輩としても落第だわ」
「そんな！」
　円珠は声を張り上げた。
「姉様は落第なんかじゃありません！　むしろわたしの方が妹どころか黎女生にふさわしくなかったんです！　みんなに迷惑かけたわたしなんか、このまま消えてしまった方がましなんです……」
「だめ！　私の前からいなくなることは絶対に許さない‼」
　泣き出しそうな叫びに、再び逃亡をはかろうとした円珠は立ち尽くした。姉様の声に胸を打たれたことは、もはや疑う必要もなかった。
　かんばせをくしゃくしゃに歪ませながら、白髪少女はさらに泣訴した。
「私はもうあなたの姉様になる資格はないし、あなたの行動を止めるほどの先輩の器量も持ち合わせていなかった。それでも最後に命じさせて。罪を償いきるまで、私から離れないでちょうだい」
「姉様……」
　資格がないと言われても、円珠としてはこの呼び名があまりになじみ過ぎていたため、容易に変えることはできなかった。
　姉様と呼ばれた少女は、灰色の瞳を潤ませて、真正面から後輩少女を見据えた。強い決意と幼子らしいむずかりを同時に発揮させたかんばせは、濡れた薔薇さながらの極上の美を誇っている、と円珠は感じた。
「私はあなたの姉様にはなれない。でも、姉でなく友として、私のそばにいてほしいの！」
　数秒の時間を経て、円珠の意固地は完全に崩壊した。どっと涙があふれ、泣き顔はさぞみっともなく映ったに違いないが、それに構うこともなかった。
　和佐がキノコアザラシのぬいぐるみをそっと木に寄りかからせる。それと同時に、円珠が泣き声を張り上げて姉様の胸に飛び込んだ。
「うわあああ！　ねえさま、ねえさまぁ……ッ‼」
　紺色のボレロに顔をうずめ、自らのありったけの想いを言葉に乗せる。
　姉様呼びを和佐は咎めようとはしなかった。彼女にとっても、その呼称は極めて離れがたいものになっていたのである。
　栗色のミディアムボブをさすりながら、白髪少女は優しい口調で呼びかける。
「私たちの関係はいずれ生徒たちに公表するわ。もし、それによってあなたがいじめられる事態になれば、一人残らず私が叩き伏せてやる」
「姉様……！」
　くしゃくしゃな顔を上げた円珠が驚きに満ちる。頬を発熱させたまま、少女は微動だにせず、それを見た白髪の姉様が軽く眉をひそめた。
「どうしたというの、円珠」
「い、いえ！　姉様の笑顔を初めて見たもので……」
　言われて、初めて和佐は自分の表情に気づいたようだ。気づいた結果、和佐の無意識に上げた口角は平淡なものに戻ってしまう。せっかくの笑顔の萌芽を、気恥ずかしさに耐えかねた姉様は隠したのだ。
　そして、自分の笑顔をごまかすために、和佐は驚くべき行動に出た。
　胡桃色の視線の先に姉様の麗しいかんばせが迫る。あまりに突然の事態で、唇に当たった柔らかさに円珠が気づいたのは数瞬遅れてのことだった。
　笑顔よりキスの方が容易なのですか……と思ったのも一瞬で、円珠もまた静かに目を閉じて、姉様が顔を離すまでそのぬくもりを受け入れた。
　たった一つの、それが友としての誓いだった。

　　　　　Ⅴ

　その後、和佐と円珠は大聖堂の入り口で待っていたシスター蒼山のはらかいによって、こっそり始業式に飛び入り参加を果たした。キノコアザラシのぬいぐるみはシスターの手に預けられ、後に洗濯に回して雪葉に返却されることとなる。
　始業式の後はクラスごとのホームルームがあるだけで、それも済むとライラック色の制服を着た乙女たちは学舎区の敷地内で保護者と合流し、様々なことを語り始めていた。
　円珠の母親は周囲から聞こえる談笑の華やかさとは真逆の表情で大校舎の入り口を見つめていたが、まるで別人のように明るくなって現れた娘を見て、思わず涙ぐんだ。円珠は迷惑をかけたことを素直に母親に謝ったが、彼女が謝罪すべき相手は彼女だけではなかった。
「あ、上野先輩……！」
「おはよう。昨日ぶりだね」
　編入生の先輩がやって来ると、円珠は彼女のもとまで駆けつけ、すかさず頭を下げた。一時期は姉様の恋敵として恨まれていた編入生は気を悪くする様子は一切見せず、それどころか、控えめで可愛い少女の制服姿に眼福し、歓喜で胸がはちきれんばかりの状態であった。もっとも、すぐさま円珠の母親が重ねて謝ってきたので、表向きでは品行方正かつ清楚な態度を装わねばならなかったのだが。
　謝罪の時間が終わると、岬と円珠は白髪の美少女と合流した。
　一条和佐は姉の黎明とメイドの風月と一緒だった。別所で思い思いのことを語り合っていたのだろう。話すべきことは各々たくさんあったはずだ。
　岬は黎女ＯＧの二名からも謝意を受け、最後に聖花さまから直々に妹のことを託される。岬は快く頭を下げ、聖花さまの妹と、その妹の名ばかりの『妹』とともにピンクのアルトラパンが去っていくのを見届けた。
　黎明と風月が引き上げると、三人は寮棟区内に引き返した。道中、岬はルームメイトに問いかける。
「それで、一条さんは黎明さまたちと何を話したんです？」
「つまらないことよ」
　そんなはずはないと思うが、岬は無理に聞き出そうとはせず、ルームメイトの端正な横顔を眺めた。彼女のかんばせは、時に口よりも雄弁に真実を語ることがあるのだ。
　和佐の足取りは軽やかだが、表情はどちらかと言えば晴天に薄曇りを被せた状態に近かった。大勢のファンの前では社交辞令的な挨拶しか交わせなかったかもしれないが、少なくとも、談話室から出たばかりに見せた死相は完全に消え失せていたので、岬はひとまずこれで良しと思うことにした。学校生活は始まったばかり。真実を聞き出す時間はまだまだたくさんあるはずである。
　昼食を挟み、三人は制服姿のまま三号棟の２１７号室へと赴く。憧れの姉様の寮部屋に円珠は心をそわそわさせていたが、いつまでもそうしてはいられない。岬の一案により、引き出しの鍵は円珠自身が開けることになったのだ。
「そ、それでは、開けますっ……」
　必要以上に力がこもってしまったが、それとは裏腹に鍵の開く音は実に軽やかだった。
　岬にうながされ、円珠は恐る恐る引き出しを開けて中を覗き込む。
　姉様の共犯者として隠匿していた物がそこにはあった。
　入っていたのはリボンやアクセサリーなど、そういうたぐいのものばかりである。日用品などに手を出さなかったのは姉様の情けなのだろうかと思いつつ、円珠は引き出しの奥に転がっていたあるものに目がいった。
「これは……」
　引き出しからそれを取り出したため、和佐も妹が手に持ったものを確認することができた。しまい込む時はそれほど深く意識していなかったが、よく見ると隠したものの中でこれだけ年季が入っていたように見える。
　それは精巧で彫られた白いフクロウのブローチだった。
　二人同様、それを見ることができた岬は心から胸を撫で下ろした。
「よかったあ。これがなかったらどうしようかと思ったよ」
「随分と使い込まれているみたいね」
「おばあちゃんからの思い出の品なんです」
　聞いた瞬間、和佐は何の気なしで話しかけたことにバツの悪さを感じた。同時に罪悪感も深まった。かけがえのないものと知っていたら、最初から手を付けることもなかったのに。
　円珠も心穏やかでいられず、改めて編入生の少女に謝罪した。
「せ、先輩。本当に本当に申し訳ありませんでしたっ。ご家族からの大切な品だというのに……」
「いいのいいの。最悪、寮母さんに頼んで鍵をぶち壊してもらえばいいだけだし。それより、日生さんが戻ってきてくれて本当に良かったよ」
　ひらひらと手を振った岬である。その喜び方に社交辞令も下心も感じさせず、先輩の心の広さに円珠は思わず胸を打たれた。
　だが、続いての岬の言葉には首を傾げたものである。
「だって日生さんは全生徒の中でも特に、特別な存在だからね」
「そ、そうでしょうか……？」
　自分の値打ちに関して、円珠はうぬぼれる気はなかった。ましてや、このような問題を起こした後となっては。
　怪訝な表情をとったのは円珠の姉様も一緒で、灰色の瞳をひらめかせながら発言者の少女に真意をうながした。
　岬は魅力的なほくそ笑みを浮かべて二人に応じる。
「だって、一条さんと暁音・雪葉の幼馴染コンビ両方につながりがあるのは日生さんだけだもん」
「あっ……」
　円珠は口をぽかんとさせた。幼馴染の先輩たちと、その先輩たちが忌避している姉様と交友関係を持っている点では、自分は確かに希少価値のある存在なのかもしれない。
　頷きかけて、円珠はすぐに次の疑問が浮かんだ。確かにつながりはあるが、編入生の先輩は、単にその事実のみを告げたかったのだろうか。
　その疑問に答えを出したのは友であり、今となっては名ばかりの姉様であった。
　麗しいかんばせをめいっぱい複雑なものにしてルームメイトに問いただす。
「社交辞令で聞くのも嫌なのだけれど……」
「どぞどぞ、遠慮なさらず♪」
「あなたまさか……円珠に私と暁音たちの仲の橋渡し役をやらせるつもりではないでしょうね？」
「いけませんか？」
　あっけらかんと岬は言った。
「嫌がらせのキスを受けた雪葉と一条さんを目の敵にしてる暁音を仲間に引き入れることができれば、今まで一条さんに非友好的だった人たちも考えを改めてくださるでしょう？　そうすれば一条さんも周りからの視線で嫌な思いをしなくて済みますし、困ったときは協力を得ることができて一石二鳥じゃないですか。あたしも協力いたしますから、一条さんもどうか手を貸してくださいよ」
「ちょ、ちょっと待ちなさいよ……」
　和佐の端麗なかんばせに狼狽の色が広がった。
「確かに、周囲との不要ないがみ合いは避けたいとは思っているわ。けれど、わざわざ彼女たちと親しくなる必要なんて……」
「おや、一条さん。照れてるんですか〜？」
「て、照れって……！」
　それきり言葉が続かない。まるで岬の言葉がスイッチになったかのように頬が染まり、和佐はひりついた視線をその相手に投げかけた。むろん、それで岬がひるむはずもなく、逆に爽やかな笑みで言い返すのであった。
「えへへ、どうかこれからもよろしくお願いいたしますね、一条さん♪」
　和佐は深い深い溜息を挟み、無言の対峙を継続させた。素直に歓迎を示す意図も気概もないことは、寮生二人が自覚していることである。
　害意なくにらみ合う先輩二人を、円珠は胸が熱くなる思いで見つめていた。編入生の先輩は、誰もが諦めていた拮抗を本気で解消されるおつもりなのだろうか。姉様のために。
　円珠は小さく笑った。自嘲を込めた笑いだった。こんな先輩に対して自分は少しでも勝てるかもと思っていたのである。勝てるはずもない、いや、それ以前に先輩が真剣に勝負と見なしてくれるかどうかも怪しかった。
　鍵の返却後、このまま二人から身を引くことも考えたが、先輩の輝ける笑顔を見て、その意思は完全に変わった。もはや彼女は『恋敵』ではない。さすがに『仲間』と思うのはおこがましいが、姉様の理解者として、彼女とも親しくなりたいと思い始めていた。
「姉様、上野先輩、これからよろしくお願いいたします」
　唐突に呼びかけられ、岬と和佐は不意を打たれた様子でまばゆい笑みを浮かべた後輩少女を見やったのである。







外伝２　子夜風月のささやかな愉悦



　　　　　Ⅰ

　一条家のメイドである子夜風月の活動開始は朝の四時半とかなり早い。メイドとしての矜持が、彼女を早起きにさせるのだった。
　クラシカルなメイド服に着替え、屋敷の掃除から料理の下準備まで手際よく済ませると、気づけば窓の外はすでに明るくなっていた。風月は懐中時計で今の時刻を確認した。もうじき六時半になろうとしている。そろそろご主人様を起こした方がいいかもしれない。
　現在、一条家の別邸で暮しているのは風月と、彼女のご主人様である一条黎明の二人だけである。ともに聖黎女学園のＯＧで、同じ短期大学を卒業した身であった。
　過去には他の住人もいたが、黎明の妹である和佐は聖黎女学園の寮で過ごすことが大半で、かつて一緒に働いていた二人のメイドもここにはいない。教育係を担当した師匠は、風月に後を託して本邸に引き返し、親友であった夕霧火影ゆうぎりほかげは陰惨な事件によってすでにメイド職を辞している。
　かくして、一条家の優秀なメイドは別邸の管理と女主人の世話の全権を任されていたのであった。
　その風月が寝室を訪れると、部屋の主はカーテンの閉め切られた空間で睡魔の女神の寵愛に耽っていた。黎明の寝起きの悪さは筋金入りで、風月が音を立ててカーテンを全開にしても身じろぎすらしない。
　やれやれと風月は肩をすくめ、ベッドの端に腰を下ろしながら主人の寝姿を観察した。
　風月もかなりの美女であるが、ご主人様の美貌はまさに輝かんばかりであった。白い肌は透き通るようで、二十歳にしては幼い顔立ちも非常に美しく愛らしい。キャミソールとズロースという姿のため、極上な造形の腕部と腹部と大腿部があらわにされており、薄布に包まれた豊かな胸も肉感的に張り出されている。
　腰まで波打たせた新雪色の髪は色っぽく乱れ、掛けていたはずの毛布を払いのけているわけだから、寝相の悪さの具合に関して容易に想像がつく。だが、艶めかしい肢体を胎児のように丸くして眠るその姿は、見る人の九割を陶酔の世界に誘うかのようであった。
　もっとも、風月はその残りの一割に属する女性である。主人の寝姿は見慣れているし、今さら美しさに対して頓着とんちゃくするような人物でもない。だが、脳裏に一案を思い浮かべると、彼女は一度自室に引き返し、再び寝室に戻った。手に持っていたのは最新型の高性能カメラである。
「私の前で、無防備なことを……」
　薄く唇を吊り上げると、風月は主人に向けてフラッシュとシャッター音を乱舞させた。人工的な音と光が、ご主人様の目覚めをうながした。薄着に包まれた肢体が揺れ、まぶたをこすりながら気だるげに上半身を起こす。
「んぅ……？」
「これはこれは。おはようございます、ご主人様」
　鄭重な風月の挨拶に、黎明はしばらく金の瞳をしばたたかせていたが、カメラのレンズに視点が合うと、青汁を一気に飲んだような渋面になる。
「一体何ですの、それは……？」
「ふふ……いけませんね。これは刺激的すぎてファンへのブロマイドにはとても回せません」
　秀麗なメイドの独白に、黎明のかんばせはますます嫌そうにしかめられる。
　風月は写真部の元部長で、卒業後も趣味で風景や人物の写真をよく撮っていた。特に黎明を被写体にしたブロマイドはファンから非常に人気が高く、聖花さまの許可が下りたものは、焼き増しして黎女生たちに無償で提供されることもあった。
　悪い言い方をするならば、生徒たちを手懐けるために主人の優れた容姿を利用しているわけだ。もっとも、黎明自身も自らの写真でファンに取り引きを迫ったことがあるから、この件に関しては主従どうしの共犯と言える。
　写真を撮られることは決して嫌いではない黎明だが、無断で、しかもあられもない格好となるといい気分にはとてもなれない。
　無意識に乱れた白髪をかき上げると、悪びれない様子で控えるメイドを睨みつけながらぼやいた。
「これも、ひいちゃんに対する復讐というわけですの……？」
「さて、どうでしょうか。確かに火影の件で貴女様を憎んではおりますが……」
　憎悪しているとは思えないくらいの清々しい微笑で風月は告げる。
「ですが、すぐにご主人様を壊してしまったら、楽しみはそこで終わってしまいましょう。私の復讐は、一過性の行為で果たされるものではございません。それに、何度もいたぶっては、ご主人様にいつしか対策を取られてしまうではないですか。油断なさるそのときまでは、ささやかな嫌がらせで勘弁して差し上げ……いえ、これは失言。お忘れください」
「…………」
　明らかにわざとと見える態度だが、黎明は何も言い返せない。ふざけていながらも風月の態度は高圧的であり、それにあらがうことはご主人様にはできないのである。
　二人の主従関係は今や、完全に逆転してしまっている。三日前までは想像もつかなかったことだ。もっとも、想定外だったのは黎明だけであり、メイドの風月は完全服従を装いつつ、復讐の機会をずっとうかがっていたというわけだ。五年も前から。
　五年前。黎明も風月もこのとき聖黎女学園の高等科一年であった。その年の夏休み、黎明の寝室で流血沙汰が起きた。被害者はメイドで、加害者はその主人だった。当時の黎明の専属メイドであった夕霧火影は、欲情した主人に誘われるがままに全裸でベッドにもつれ合い、右耳を食いちぎられたのである。大好きな火影との初性交で暴走した興奮が抑えきれなかった結果だと、黎明は涙ながらに弁解した。
　むろん故意でなかったとしても、火影の片耳が戻るはずもなく、彼女は失意のうちに二人の前から姿を消した。黎明に罪の意識はむろんあり、親友を失った風月に恨まれても文句は言えないと思っていた。だが復讐を遂げたいのなら、ちまちました嫌がらせを繰り返すより、一思いに終わらせてくれればいいのに。
（……これでは、生殺しですわ）
　四月六日、上野岬と一条和佐が別邸に泊まった夜、風月は初めて自分の激情を吐露し、冷徹なメイドの彼女に似合わぬ荒々しさで主人の白い肢体を責め立てた。
　それ以来、黎明は忠実な侍女に何をされるのか常に身構える日々であったが、その彼女をあざ笑うかのように、この三日間は極めて平穏な日々を過ごすことができた。風月はあの夜のような怒りを示すことはなく、皮肉とささやかな嫌がらせで当面はフラストレーションを発散させるつもりらしい。
　その風月が手を叩いて、主人をうながす。
「さあ、本日はお嬢様と岬様の記念すべき始業式です。いつまでも優雅に寝ている場合ではございませんよ」
　メイドの態度はどうあれ、寝続ける場合でないことは確かである。
　少しも優雅でない心境で、女主人はベッドから起き上がった。
　聖黎女学園時代から風月はご主人様のお召し替えを手伝っていた。むろん黎明一人でもお着替えはできるが、至高の聖花さまとして君臨するためには、優秀なメイドのサポートは不可欠であった。腕と脚をすっぽり覆う純白のロリータドレスを纏い、服装に負けない白さを誇る長髪を風月が梳くしけずる。
　姿見の前で黎明は肩をこわばらせていた。髪の手入れをしつつ風月が首筋に針でも突き立てるのではないかと警戒したが、その風月は鏡に映った主人の表情を見て苦笑したものだ。
「そう身構えずとも、ここで手を出すような真似はいたしませんよ。それとも、円珠様の件を気にしておいでですか？」
　その件を思い出し、黎明のかんばせに沈痛の色が深まった。
　妹の和佐が、後輩少女との間で問題を起こしたと聞いたのは昨晩のことだ。寮母のシスター蒼山が一条邸の二人に電話で連絡して、それを知った黎明は事件自体より、それを通じて妹の心が壊れてしまうのではないかと危惧したものである。
　親の仕事の関係で、黎明も風月も日生家の令嬢の存在は知っていたが、今まで直接の関わりはなかった。失意から自分の腕に傷を入れてしまった彼女には同情をおぼえるが、そこまで深いものにはならなかった。自分の欲求のために妹を恐怖におとしいれたとなればなおさらだ。
　悄然とした女主人に、メイドは彼女の耳元に顔を寄せた。
「どうやら、ご主人様は自身の妹が繊弱であると信じて疑ってないらしい」
「信じているのではありません。知っているのですわ」
　他人をはねのけるのも恐怖の裏返しであると黎明は知っている。知っていながら、姉として大したことはできなかった。
　聖花の座に就いたのは、いちおうは妹を守るためであったのだが、根本的な彼女の心の救済にはなり得なかった。妹がいじめに遭えば、その姉が悲しむことを生徒は知っている。「お姉様を悲しませることは許さない！」という理屈で黎明は間接的に妹を庇護しようとしていたのだ。頻繁に母校に顔を出すのも、ファンたちの関心を改めて買うという狙いもあった。
　だが、姉のはからいそのものが妹の心を傷つける主因となってしまった。姉がファンからチヤホヤされるのを「私のことを見てくれないのね」と解釈したのである。聖花に就いた理由はきちんと語ったが聞き入れてもらえず、姉妹間の溝はいまだ埋まらぬままである。
　黎明は金の瞳を閉ざした。今は妹の近くには岬がいる。編入生の少女は決して悪い印象の少女ではなかった。彼女さえいれば、妹の心は少しずつだが癒えるかもしれない。
（そろそろ妹離れすべき頃合いなのかしら……）
　悲痛な決意を後押しするかのようにメイドはささやいた。
「確かに過去のお嬢様であらば、ご主人様の懸念も当たるかもしれません。ですが、今のお嬢様は一人ではない。ここは信じましょう。岬様のご健闘を」
　力なく頷いた黎明であった。

　　　　　Ⅱ

『聖黎女学園、最後の聖花』
　これが在学時に一条黎明に付けられた称号だった。
　彼女よりも麗しく、素晴らしい乙女は今後登場することはないだろうと生徒たちの畏怖と感慨が、この称号には込められている。実際、黎明が卒業してから二年間、聖花の座は空位であり、在校生の多くはなお卒業した彼女に対して恍惚の視線を送り続けているのであった。
　寝間着から至高の聖花にふさわしい外貌に改まった黎明は風月の運転するアルトラパンに乗って聖黎女学園の学舎区を訪れていた。黎女ＯＧである彼女はこれからメイドとともに保護者域として始業式に参加するのである。
　大聖堂の最後尾に腰を下ろしながら、黎明は前方に広がる少女たちの後ろ頭を見て柳眉をひそめた。ものすごく目立つはずの妹の白い髪が見当たらないのである。
　金の瞳を動かすと、入り口から静かに現れた制服姿の二人の少女を目撃した。
　黎明は目を見張った。シスター蒼山にうながされて静かに現れたのは、栗色のミディアムボブの少女と白髪の美しい少女だった。
　意表を突かれた様子で、黎明は入り口から最も近い席に座らされた二人を観察する。二人の間には険悪な空気は流れていないように見えたが、今の黎明の位置からでは感情を多く知るには都合が悪すぎた。身を乗り出して確認するわけにもいかず、彼女は早々に観察を諦め、姿勢を改めた。
　始業式が終わり、生徒が各教室でホームルームに入っている間、保護者は別の教室で説明会を受けることとなった。担当はシスター蒼山だ。ここでは無難な挨拶がおこなわれただけで、事件に関して聞くことができたのは、説明会が終わって保護者が教室から立ち去った後のことである。
　残ったのは黎女ＯＧ二名と円珠の母親だけであった。娘がどうにか退学を思いとどまったことを聞き、母親は安堵のあまり涙ぐむ。円珠の退学宣言を黎明と風月は聞いていなかったが、円珠がその発言の撤回したということで、こちらもやはり胸をなでおろした。もし退学が決まってしまったら和佐への中傷はより激しさを増すだろうし、その中傷に耐えられるとは、彼女を見守る二人には思えなかったのである。
「すべては上野さんの機転のおかげです。是非とも彼女にもお礼を言ってあげてくださいね」
　シスター蒼山はそう締めくくり、大校舎を出る直前には、風月は感心げに主人にこうつぶやいたものである。
「どうやら我々は岬様のことを見くびっていたようです」
　生徒側のホームルームもすでに終わっており、大階段を下りた先では、親子との語らいに興じる少女の姿があちこちに見られた。大階段を下りつつ、黎明は妹の姿を求めたが、下り終えると同時にファン一同に取り囲まれてしまった。
「きゃあっ、お姉様ぁ！」
　ひときわ甲高い声を上げたのは、黎明の熱狂的なファンを自負する都丸千佳である。黒く長いツインテールをひょこひょこ揺らしながらお姉様の眼前に現れる。
「お姉様のために頑張って新作を描き上げました！　よろしければどうかお収めいただけますでしょうかっ！」
　額に入れられたイラストを受け取り、その出来映えに黎明は相好を崩した。
「まあ、千佳ちゃん！　素晴らしいですわ。ぜひ受け取らせていただきますわね」
　喜びに打ち震えていた千佳だが、それを押しのけるように他のファンたちも聖花さまに現れて寵愛の念を示した。千佳のように手土産を持ってきたものは少なくなく、それを預けることになった風月は、量と重さに人知れず嘆息したものである。
「ごめんなさい。そろそろエミリーに会って話を聞かなければなりませんから……」
　頃合いを見て、黎明は一同にそう告げた。露骨に名残惜しそうな顔になるファンたちだが、聖花さまが妹から一連の件について知りたいと思うのは自然な流れだと判断し、食い下がる者は誰もいなかった。
　道を開け、鄭重に二人のＯＧを送り届けた。
　エミリーこと一条和佐は、ファンに取り囲まれる姉の姿を遠方から見つめていた。たたずむ妹にすぐに気づいた黎明は白いドレスの裾を蹴るように駆けつけ、声を投げかける。
「会いたかったですわ。エミリー」
　その声に緊張がはしっていたのは、諸々の事情を考えればやむを得ないことであろう。
　和佐もまた、かんばせを硬化させ、周囲を警戒し、誰にも聞かれない場所まで二人を誘導した。そして白髪の妹が初めに口にしたのは姉に対する嘆願であった。
「あの、黎明。円珠のことだけれど……」
「わかってますわ。円珠ちゃんのことはエミリーに任せておけばいい……そういうことですのね？」
　姉は応じ、それから感慨深げに付け加えた。
「それにしても、エミリーが他の子を気遣うなんて……わたくしの知らない間にきちんと成長していたのですわね」
「そうでもないわ。ルームメイトの成熟に比べたらちっぽけなものよ。あいつの知恵がなければ、こんなふうに丸く収まることはなかったでしょうよ」
　ふてくされるように和佐は応じる。どんなにふざけた作戦だろうと、後輩少女を説得する機会が生まれたのは岬の発案があってこそだ。それに比べたら、自分の決死の説得などちゃちなものに過ぎない。
　自身のみじめさに打ちのめされる妹に、黎明は姉らしくさとした。
「確かに、エミリー一人では成功しなかったでしょうね。あなたが円珠ちゃんにどのような説得をしたかは知りませんが、エミリーがたまたま説得に成功させたという気なら、岬ちゃんの案だって偶然うまくいったと言えるのではないかしら」
「…………」
「岬ちゃんはエミリーならやってくれると信じて、アザラシちゃんの案を出したのだと思うの。そして、エミリーは岬ちゃんの期待に見事に応えてくれた……」
「あの時は円珠をどうにかしなければと必死だっただけよ」
　なりふり構ってられなかったと言いたいわけである。その主張に嘘はなかった。他に案があれば迷わずそれに乗っていたに違いない。だが、自分すら頭が真っ白になったあの状況で、編入生以外に核心を突いた案を出せる生徒がいるとは思えないのも正直なところであった。
　黎明はこれ以上言及せず、妹に対してやや口調を改めた。
「エミリー……もし差し支えなければ、円珠ちゃんにつけられたという傷を見せてくださるかしら」
　和佐の全身に緊張がはしった。見せることに緊張したのではない。見せることで姉がどのような反応を示すかに不安を抱いたのである。円珠を責める意思はないと言うが、心の底から姉の言葉を信じているわけではなかった。
　小さく呼吸して、和佐は右手の人差し指の腹を示した。すでに絆創膏は必要はなく、肉色の小さな切り傷が二人のＯＧの視線にさらされる。傷はあまりにもささやか過ぎたため、黎明は安堵の笑みを保つ余裕があった。
「よかった。本当によかった……。蒼山さんから事情は人取り聞きましたけれど、岬ちゃんにきちんとお礼を言っておきなさいね。あの子は、この先もエミリーの支えになってくださるでしょうから」
「はぁ……まあ、検討しておくわよ」
　極めて気乗りしない調子で和佐は返す。あんな変態淑女の支えが必要なほど自分が落ちぶれているとは思いたくはないが、彼女のおかげで危地が回避されたのは確かである。借りを作ったままにするのは、こちらとしても癪にさわった。
　傷を見て満足した黎明は、固い顔の妹に呼びかける。
「さあさ、それでは岬ちゃんと円珠ちゃんのところまで参りましょう。エミリーが果たしてお二人とどのような仲になったのか、わたくしもこの目で確かめておきたいですわ」
「その前に一つだけ待って、黎明」
　思い詰めたような声に黎明はきょとんとなったが、次の瞬間、完全に表情を引きつらせていた。
　和佐の繊手がさっと伸び、姉の白いドレスの袖を引っ張っていたのであった。大人びた和佐の外貌に似合わぬ、子供じみた動作である。
　黎明のかんばせから血の気が引く。恐怖を誘う動作を和佐はしていない。ただ、愛に飢えた子供が親にするように、姉の袖を掴んでいるだけだ。
　だが、その行動が黎明にとって何よりも致命的であることを、ここにいる三人は全員知っていたのであった。
　一条黎明は妹に触ることができない。
　風月でさえ、お嬢様の行動に愕然としたものだ。火影の事件を受け、主人は自身の欲情から放たれる獣性を恐れ、火影以上に美しく成長した妹に五年間、物理的接触を拒否していた。風月が皮肉と感じられたのは、妹から離れたがるご主人様に対し、お嬢様の方はその彼女を惹きつけようと、ますます美しくなっていく点であった。果たしてご主人様の理性と自律は、お嬢様の楚々たる誘惑を打ち払えるかどうか。
　黎明は反射的に妹の手を振り払おうとし、すんでのところで思いとどまった。それだけでも彼女の過去を知る者からすれば十分な成長と感じられるだろう。
　だが、内心で姉を愛してやまない妹にとっては不十分であった。
「……やっぱり。こんな時でも私に触ってはくれないのね」
　恐怖を忘れて手を取り、傷をまじまじと見てもらうことを和佐は期待していたのである。むろん素直にそれを口にできる和佐ではなく、お姉ちゃんがそうしてくれるのを願うしかなかった。浅はかな夢であった。
　ようやく和佐が手を離すと、黎明はすかさず妹に謝罪した。
「ご、ごめんなさい。エミリー……」
「別にいいわ。初めからわかっていたことだから」
　和佐の口調は切なげだが、以前と比べて姉に拘泥している様子は見られなかった。袖に触れられただけで今は十分と判断したのだろうか、吹っ切れたように妹は颯爽と歩き出す。
　妹の態度から、内面の成長を黎明は実感した。その実感は喜びを寂しさとほろ苦さで駆逐したものだった。

　　　　　Ⅲ

　思いがけず傷心をおぼえた黎明だが、少なくとも岬と円珠の前ではその感情を表に出すことはなかった。社交辞令の挨拶でどうにかこの場をやり過ごす。岬は頭の切れる少女だが、この時はルームメイトの方に注意が向いていて、聖花さまは彼女の追及から逃れることができた。
　ピンクのアルトラパンに乗り込むと、風月は女主人の腑抜けさに呆れた声を出した。
「お嬢様に触れられて本懐でないですか。にもかかわらず、そのお顔は一体どういうことです？　袖を掴まれなかった方がよろしかったと？」
「そ、そんなことは言ってませんわ……」
「ならば、もう少しシャキッとなさいませ。その調子だとすぐさま岬様にお嬢様を取られてしまいますよ」
　メイドの意見に、黎明は据わった目つきをした。
「よく言いますわ。その方がふうちゃんにとって都合の良いことではないのですの？」
「むろんです。お嬢様が岬様に夢中になれば、あなたの心を間接的に傷つけることになりますから」
「それも嫌がらせの一環というわけですのね……」
　黎明は重い息を吐き、アルトラパンが自邸に到着するまでその唇を閉ざした。
　風月が用意した軽めの昼食を済ませると、黎明はさっさと自室に戻る。身につけていた白いドレスを脱ぎ捨て、キャミソールとズロースの格好でベッドに横たわる。
　仰向けになりながら、しなやかな右腕を天井に向けて伸ばす。妹に袖を掴まれたのはちょうど肘の部分。正確に言えば、掴まれたのは白いドレスの布地だけであり、肉体には触れられてすらいなかったわけだが、逃げ続けていた自分の身体を、妹は捕まえてくれたのである。
「わたくし、久々にエミリーに触ってもらえた……」
　歓びが心の奥底から湧き上がっていくのを感じたが、それと同時に、自分から彼女に触れてやることができないもどかしさに苛まれる。
「ダメっ、ちょっと触れられただけなのに……！」
　黎明の指先が震え、息が荒く熱くなる。やがて腕を上げ続けることはかなわず、その手はキャミソールに包まれた自身の豊かな胸に運ばれた。
　黎明の精神は欲望と理性のせめぎ合いになった。もしこの状況で妹に責め立てられたら——などと妄想している場合ではない。だが、大好きな妹に触れられたことにより、黎明は今までせき止めていた欲情を抑えることができなくなってしまった。
（ちょ、ちょっとだけ、ちょっとだけなら……）
　風月が聞いたら「それで『ちょっと』で済んだことが今までございましたか？」とせせら笑ったことであろう。今回も例外ではなかった。
　自らの手で胸を揉みしだくことで、黎明の肢体にスイッチが入った。彼女の脳裏には、すでに豊満な胸を執拗に愛でてくれる妹の姿に支配されていた。
「んっ……ふくぅ……エミリー……エミリー……っ！」
　厚手のカーテンで締め切られた空間で、黎明のかすれ声が色っぽさを増していく。聖花ファンが聞けば一人残らず悶絶したことだろう。
　その聖花さまは、手の動きを鎮めるどころか、さらに激しくさせた。まるでもぎ取らんばかりに自らの胸を蠢動させ、それに合わせてズロースから伸びた大腿部がいやらしい動きでくねり始める。
　もはや声も抑えることが困難な有様で、薄着の聖花さまは自分の欲望を正直に吐露してのけた。
「はぁ、あぁッ、エミリーに触れたい……エミリーとえっちしたい。美しいあの子となら、最高に気持ちよくなれるはずなのに……！」
　わずらわしげにキャミソールとブラジャーを取り払う。巨大な白玉を思わせる胸にはすでに薄い汗が張りついており、その持ち主は羞恥心もお構いなしに、和佐にもてあそばれる妄想に完全に耽溺していた。
「はァん！　エミリぃ、すきぃ……大すきぃ！　わたくしのこと、もっとメチャクチャにしてェ！　心の底からわたくしのことを愛してえぇっ……！」
　妹離れを決意したことなど、もはや笑い話でしかない。姉もまた、妹に重度に依存していたのである。
　今までは聖花としての面目と火影の一件によって辛うじて自制心を保つことができたが、袖を掴まれただけで理性の鎖が断ち切れ、膨張した欲情を抑え込むことができない。五年間ずっと触れられなかったことによって、かえって妹に対する妄想が加速され、それが体躯のうねりと嬌声に表れる。
　開かれた金の瞳には薄い涙の膜が張られた。痛みにも似た快感に涙腺を刺激されたのか、自分の不甲斐なさを今になって思い知らされたのか、真相は本人にも不明である。妹の愛称を繰り返しつつ、さらに激しく自分の胸をこねくり回す。
　官能と妄想の海に溺れながら、黎明は無我夢中にズロースに手を伸ばそうとした。これ以上、下半身の疼きに耐えることはかなわない。
　そのしなやかな手がズロースの中に入り込む直前のことだ。
「ご主人様」
「ひ————⁉」
　仰向けの姿勢のまま、黎明の全身が跳び上がった。呼び名と現在別邸にいる人を考えれば、寝室に現れたのは自分に仕えるメイドしか考えられない。
　慌ててキャミソールを身につけて手で胸の部分を隠す。その一部始終を目撃した風月はご主人様の情けなさに盛大に呆れたものだが、すぐに微笑に戻った。美しく、極めて物騒な笑みだった。
「私は『ひいちゃん』でなく『ふうちゃん』でございます。よもや動転のあまり、今いるメイドの名前を取り違えてしまったのですか？」
「ふ、ふうちゃん！　違いますの、これは……！」
「何が違うと仰るのです？　廊下まで声を響かせておきながら。正直、私は今、思春期の娘を持つ母親の気分ですよ」
　毒づくも、風月はこの状況を楽しんでいるのは明らかである。表面はうやうやしい態度をとっているが、声の中にある愉悦は隠しきれない。
「どうやら、我がご主人様は真っ昼間からお盛んに励むのがお好みらしい。そこまでお嬢様との相手をご所望であれば、僭越ながら私がお嬢様の代理をつかまつりましょう。ご主人様の熱が冷めやらぬうちに、今すぐ、ここで」
「い、今すぐですって⁉」
　座り込んだ姿勢で、黎明が再び跳び上がる。上半身に先ほどとは違う汗が浮かび上がり、薄手のキャミソールをそのまま透かす勢いであった。
　風月はわざとらしく首を傾げてみせた。
「何か問題でも？　まさか白昼堂々夢中になっていながら、今さら恥ずかしいなどと仰いませんよね？　人があくせくと働いている中でこのような真似をされると、さすがの私も心穏やかではいられませんのでね」
　ためらいはあったが、最終的に黎明は観念した。火影の件もあり、選択の自由など初めから存在しない。沈鬱なかんばせに緊張と恐怖が重ねられた。
　だが、その心に反して、肉体が久しぶりの悦びを期待して再びうずいているのも黎明は実感していたのであった。

　　　　　Ⅳ

　風月はフランス窓まで歩み寄り、厚手のカーテンを勢いよく開いた。光が差し込まれ、珠のような黎明の白い肌に輝きが増す。
　その際、ベッドの上にぺたんと座り込むご主人様に釘を刺した。
「くれぐれも逃げ出そうなどと思わないで下さいよ。もっとも、そのお姿で外まで助けを求められるか極めて怪しいものですがね」
　逃走が無益なことは黎明も自覚している。逃げたところでかえって帰る場所を失うだけであるし、着替えて外に出ようとしても、着替えている間に風月に捕まってしまっては目も当てられない。大人しく待つしかなかった。
「ベッドからお降りください。ご主人様」
　メイドに命じられて、その女主人は言われるがままに魅惑の長脚を床に着ける。それからどうしますの、と黎明が尋ねようとしたとき、風月は驚くべき行動に移った。
「な、何をなさいますの⁉」
　背後から責められた方がまだ驚かなかったであろう。風月は主人の汗ばんだ背中を押すと、そのまま窓の方まで歩かせようとしたのだ。平時であれば何の問題もないが、この格好では……。
「ご心配なく。屋敷の塀は高いのでご主人様の痴態が見られることはございません。恐らく、ですが」
　かえって不安をあおるようなことを風月はのたまう。黎明は慌てふためいた。たとえ誰にも見られなかったとしても、窓の外に半裸の肢体をさらすということは、それだけで羞恥心を掻き立てる要因になるのだ。
「い、嫌ですわッ。いくらなんでもそんなこと……！」
「ふむ、さすがに納得いただけませんか。では、こうしたらいかがでしょう？」
　落ち着き払ったメイドの声が次の瞬間、一変する。主人の耳元に唇を寄せ、熱いささやきを放つ。
「お姉ちゃん」
「⁉」
　黎明の肢体に電流が貫いた。
「お姉ちゃん、私の言うことが聞けないの？」
　汗が頬をつたっていることにも気づかず、白髪の美女はその場で立ち尽くした。桜色のみずみずしい唇が細かく震え、動悸の荒々しさを実感している。
　風月は一条和佐の声で黎明に呼びかけたのであった。
　過去に風月は和佐の専属メイドをつとめていたこともあり、声を似せることはたやすかったのだろう。声真似のクオリティーは非常に高く、和佐の姉の認識は混乱をきたした。
（い、いけませんわ！　ふうちゃんの声真似で発情しちゃうなんて……！）
　どうにか踏みとどまることに成功し、黎明は背後のメイドに懇願した。
「ち、違いますわッ。あなたはエミリーじゃない。わたくしを惑わそうとしないでッ……」
「惑わすですって？　せっかくお姉ちゃんの願いを叶えてあげるというのに、つれないわね。とにかく今は目を閉じて声だけに集中して。……ほら、後ろにいるのは紛れもないあなたのエミリーでしょう？」
　まあ目ぐらいなら……と思い、黎明は金の瞳を閉ざした。それで騙されることはないという判断だが、甘すぎる認識であった。
　黎明は無意識に風月の声真似を反芻してしまい、まぶたの裏に最愛の妹の姿が浮かび上がらせた。欲求が膨張し、背後にいるのが自分のメイドでなく妹であるという錯覚に溺れていく。
（ああ、ああッ……！　わたくしに声をかけてくれているのは、まさに……！）
　現実と妄想の狭間で苦悶している主人の横顔を覗き込み、メイドは妖しい笑いを唇にたたえた。
「フフ、いい子ね。私が今からお姉ちゃんにたっぷり気持ちいいことしてあげる……」
　まるで催眠術にかかったかのように、黎明は自分から窓の前まで歩き出した。
　あまりにも呆気ない陥落に、風月は主人を嘲弄したい気分に駆られたが、今はお嬢様になりきることに集中する。特に困難もなくご主人様のキャミソールを脱がし、あらわになった胸を激しく揉みしだいた。
「はぁん、んああんっ！」
　黎明の腰と膝が一瞬で砕けた。自慰とは比べ物にならない快感に襲われ、唇から官能の悲鳴をほとばしらせる。
　黎明の豊かな二つ胸は風月の手のひらでは到底収まりきれないものだった。普段はフリルとレースにまみれた白ドレスで目立たないが、ひとたびそれを取り払えば、淫靡な肉体と精神がさらけ出された。
「あらあら。至高の聖花さまと言われている割には、妹の責めの前では牝虎同然に堕ちちゃうのね」
「あん、そんなこと……やぁんッ！」
　風月の指が黎明の気持ちいいところを刺激させた。ピンクに色づいたかんばせをうつむかせ、前腕で窓ガラスを押しつけながら妹に扮したメイドの責めに耐えている。
　風月も主人を貶めるため、和佐の声に色香を濃くさせた。
「そんなことはない、ですって？　もちろん社交辞令よね。本音を言うと、がっかりよ。憧れのお姉ちゃんが、妹の手でこんなはしたなくよがっちゃうなんて！」
　言葉責めも今の黎明にはご褒美にしかならない。彼女の頭には、もはや完全に姉を蹂躙して愉悦に浸る妹の姿しかなかった。
　風月の声も、興に乗じて高くなっていく。
「ねえ、お姉ちゃん気持ちいい⁉　　妹の前でどんな姿をさらしているか、想像してごらんなさい！　私だけじゃない。窓の外では大勢のファンがあなたのことを見ているのよ！」
「ふえええええっ⁉」
　思わず奇声を上げ、黎明は目を開けてしまった。ぼやけた視界が徐々に鮮明になっていくが、窓の向こうには誰もいない。整えられた庭と高い塀があるだけだ。
　黎明は、和佐の……いや、風月の言葉がはったりであることを知り、安堵した。そうだ。これは錯覚なんだ。妹に責め立てられていると思い込んでいたのも、声真似したメイドが面白半分で自分を犯しているだけなんだ……。
　風月を恨む気にはなれない。むしろ、自分が果たせなかった夢を少しでも叶えさせてくれて感謝したい気分すらあったのだ。だが、いつまでも妄想に溺れるわけにもいかない。
　名残惜しさを感じつつも、どうにか理性に立ち返ろうとする。だが、風月はそれを許すつもりはないようだ。
「お姉ちゃん、まだ目を開けちゃだめ」
　呼びかけられ、黎明の全身に痙攣がはしる。
「あン……ぅあぁ……」
「私、お姉ちゃんが最後まで乱れる姿が見たいわ。胸だけでなく、ズロースに包まれたお尻も、前の部分も徹底的に可愛がって、起き上がれなくなるくらいあなたを愛してあげたいの……。だからお願い、今はまだ目を閉じていて」
　せっかく良識の世界に戻れそうだったのに、またしてもズロースの美女は風月の声真似の言うままになってしまった。息を荒くしながら目を閉じ、それを、反射した窓ガラスから見た風月は藍色の目を細め、唇も薄く吊り上げさせた。
「ふふ、いい子ね……。いい子なお姉ちゃんにはご褒美をあげる」
　風月は吐息を荒くした。むろん演技ではあるが、黎明の耳を欺くには十分すぎた。いや、むしろ、このご主人様は積極的に妄想の世界に騙されたいのではなかろうか。風月はそう思いつつ、さらに彼女の妄執を加速させることにした。
「大好きよ、お姉ちゃん。愛しているわ」
「が、あぅ、んあぁぁっ……‼」
　獣じみた悲鳴を上げ、白髪の美女は盛大に上半身をのけぞらせた。そして、風月の全身に積極的に自らの背と尻をこすりつけてくる。
　あまりの乱れように、風月の方が面食らってしまった。だが、驚くべき事態はここからが本番だった。黎明がいきなり振り返ったかと思うと、彼女はそれこそ牝虎のような勢いで飛びかかってきたのだ。
「ハァ……ハァッ……エミリー……エミリィィィッ‼」
「ッ⁉」
　初めて風月は危機感を抱いた。咆哮と同時に尋常ならざる力で押し倒され、メイド服の襟首を片手で掴まれ、引っ張られる。
　一番上のボタンが引きちぎられた。
　寒気がした。これほどの力であれば、火影の身体を御して耳を噛み裂くことぐらいわけもないように思われた。
　黎明の金の瞳に血色のヴェールが張られている。すでに正気を失っており、鈍い光が風月をとらえて離さない。もはや目の前の人物が妹だろうとメイドだろうとお構いなしの様子だ。おぞましいが、それ以上にこの人のかたちをした淫獣は美しい。
　むろん、見惚れてばかりもいられない。無抵抗でいれば待っているのは風月自身の破滅である。躊躇している余裕はなかった。
　火影が傷つけられた恨みも改めてよみがえり、風月は渾身の力でご主人様の腹部に拳を打ち込んだ。痣を残すつもりはなかったが、きちんと加減ができたかどうかは確信が持てない。
（まさか、声真似だけでここまで暴走なさるとは……）
　もしお嬢様自身がご主人様に襲いかかったらどうなっていたか。想像するだけで総毛立つ思いだ。風月は和佐の屈折した性格に好感は抱いてないが、美しい容貌が傷つけられることは別に望んではいないのである。
　失神したご主人様を抱え上げてベッドに横たわらせると、風月は袖で額の汗を拭った。ご主人様の重量に苦心していたわけではない。主人の狂気に改めて戦慄をおぼえつつ、メイドは心が熱くなるのを感じていた。火影に対する憎しみももちろんあるが、それ以上に風月の全身に流れる血を燃え上がらせるものがある。
　愉悦。
　主人の獣の瞳を見たとき、風月は死を察した。それとさとって、自分は確かに歓びを感じていたのだ。死ねるからではない。真の危機に迫られたときの恐怖と興奮は、日常の中では決して味わえないものである。
　風月の中に、大笑いしたい衝動があった。実際に口にしたら恐ろしく正気を欠いた笑い声になっていたに違いない。
　主人は性の悦びを渇望し、自分はスリルに飢えている。
「ふぅっ……また秘密が増えてしまいましたね、ご主人様」
　どうにか笑いをこらえると、風月は自室からカメラを取り出し、意識の戻らないご主人様を片端から撮影した。ズロース一枚の姿を『ブロマイド』として収められていることに当の黎明はむろん気づくことはなく、その顔はまるで幸せな夢を見ているかのようであった。
　目覚めた後に一体何を思うのか興味は尽きないが、その思考はフィルムが切れてしまったことで妨げられた。いつの間にか、一本まるごと使ってしまったらしい。
「やれやれ……これはとてもファンには回せませんね」
　楽しげに風月はつぶやくと、微動だにしないご主人様に一瞥を捧げてから、カメラを抱えて寝室を後にしたのだった。







外伝３　白いフクロウのブローチ


　入学式から一週間が過ぎた日の夕方のこと。
　寮棟区の敷地内を散歩していた岬は、そこで偶然円珠を見かけて声をかけた。
「あ、円珠。奇遇だね」
「これは岬先輩、ご機嫌麗しゅう」
　呼び名が『上野先輩』から変わっている。それだけ円珠は彼女に心を許すようになっていたのである。岬も親交の証として後輩少女を呼び捨てし、実の妹のように目をかけていたのだった。
　いつか『岬姉様』と呼ばれる日が来ることを期待していた岬であるが、ここで言うべきことを思い出し、円珠に顔を近づけて声をひそめる。
「日生さん、今ちょっと時間空いてる？　二人きりで話したいことがあるんだ」
　反射的に円珠は身構えた。親しくなれたものの、変態淑女らしいお付き合いまでできるかと言えば話は別である。
「二人きりとはどういう……」
「ああ、だいじょうぶ。今回はやらしい意味じゃないから」
「今回は、って……」
　かえって不安に駆られた円珠だが、変態淑女は「すぐ終わるから」と爽やかに微笑んだので、仕方なくいつもの非常階段まで訪れたのであった。
　何を語るんだろうと円珠は全身をこわばらせたが、岬の第一声は彼女の想像を裏切るものだった。
「あのフクロウのブローチのこと、おぼえてる？」
　予想外の言葉に円珠は面食らったが、すぐさま背筋を伸ばして応じた。
「はい、岬様のおばあ様からの思い出のお品だとか……」
「あれ嘘」
　円珠は胡桃色の瞳を大きく見開き、この流れにおいてごく自然な疑問を口にした。
「えっ？　では、あのブローチは一体誰の……」
「まあ、思い出の品には違いないんだけどね……」
　はにかみながら、岬はあたりを警戒しながら小声で告げた。
「……あたしの『初めて』の相手だよ」
「！」
　絶句した円珠だが、考えてみれば納得できる話である。稀代の変態淑女だって、別に生まれた瞬間から変態淑女だったわけではないのである。
「中学校時代の先輩でね。あたしよりずっと美人で頭も良かったんだ。さすがに一条さんには負けるけど」
　円珠の心境は複雑だった。姉様のために尽力した先輩から『昔の女』の話など、正直なところ、聞きたくはなかった。この先輩はルームメイトである姉様一筋だと、そう信じていたかったのに……。
　声と表情を硬くして、円珠が問いかける。
「あの、そのことを、姉様には……」
「まだ言ってない。機会を見計らって話すつもりだよ」
「それを、どうしてわたしには話されたのです？」
　思わず軽い非難を込めて尋ねると、岬もさすがに気まずく感じたのか、自分の頬をぽりぽりと掻いている。
「いやあ、さすがにあの場で本当のことを話すのもどうかと思って。でも嘘を抱えたままってのもしんどくてね。だから円珠にだけには打ち明けようと思ったんだ」
「それは……ありがとうございます」
　礼を言う必要があるかは疑問だが、他に言う言葉も思いつけず、社交辞令でも感謝するのが無難と言えよう。
　円珠の顔を曇らせたのは、その事実だけではなかった。
　自分は、この先輩について何も知らない。
　会ってからまだ二週間も経っていないから、詳しく知らなくても当然のことだと思うが、この三つ編みの先輩の本心がどこにあるのか、円珠はふと気になってしまった。姉様に対する友好は疑いようのないものと信じたいが、この先輩は必要とあればいかなる嘘を吐くこともためらわない。
　姉様も恐らくルームメイトの過去は知らないだろう。その過去が、姉様との今後の関係において不都合のないものであることを、円珠は願った。
「……円珠、おーい。応答願えます〜？」
　気づけば、黒髪の先輩が目の前で手を振っている。そこまで意識が集中していたことに驚きつつも恥じ入り、どうにか姿勢を持ち直す。岬が清楚の笑みで話を続けた。
「最後にいちおう言っとくけど、あたしがいいと言うまではこのことは秘密にしといて。もし漏らしたりなんかしたら……」
　こなれた様子で片目をつむってみせる。
「円珠の人には言えない秘密がもっと増えることになるかもよ♪」
　無邪気に釘を刺されたが、意味を知って円珠は顔を熱膨張を知ったような有様にさせてしまう。
　その後、夕食を誘われるも、円珠としてはすぐに本棟に引き返すわけにはいかなかった。先輩との間に妙な噂を立てられぬよう、手鏡で自分の顔を確認し、赤みが完全に消えるまで待たなくてはならなかったのである。

（ライラック色の少女たち【１・下】終わり）
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【ライラック色の少女たち】第１巻・完結記念後書き対談



上野岬（以後、岬）「はい皆さんこんにちは〜。あたしは後書き対談のメインパーソナリティをつとめる上野岬です♪」
一条和佐（以後、和）「一条和佐よ。なぜ私がこんなことをしなければならないの……」
岬「いやあ、だって一条さんは一巻の主人公みたいなものですから♪　いてくださらないとこの後書き自体が成立しなくなっちゃいますよ」
和「願ったり叶ったりじゃない。別に暇を持て余しているわけでもないし、さっさと失礼させてもらうわね」
岬「ま、待ってくださいよ。ゲストがもう一人来るはずですから、せめてその人が来るまでここにいてくださいって」
和「どこの誰かは知らないけれど、連絡もなく待たせるとはいいご身分ね。そんな人物との対談に果たして価値はあるの？　図書館の資料室で本を読んでいたほうがずっと有意義よ」
岬「んもう、一条さん！　素直じゃないなあ」
和「この上なく正直よ。……ちょっと、何か聞こえない？」

「……り……」

岬「⁉　ほんとだ……。誰の声だろう。一条さんですか？」
和「どうして私なのよ！　自分の声に自分が反応していることになるじゃない」
岬「でもここ、あたしたち以外、誰もいませんよ？　一条さんでないなら一体誰が……」

「……りの、かほり……」

和「やはり気のせいじゃないわね……。あなたが出しているのではなくて？」
岬「こんな高い声、夜じゃないと出ませんよ。ゲストかもしれませんし、もう少し聞いてみましょうか」

「ゆりの、かほり……ここからモーレツな百合の香りがすりゅりゅりゅりゅりゅりゅ！」

　ぼわわわーん‼

岬「い、いつの間に……」
和「なぜ、煙からいきなり円珠のぬいぐるみが出てくるの……？」
？「強い百合の香りはここから感じられました。黒髪の女の子が、なかなか言うことを聞いてくれない白髪美少女さんを肉体関係で納得させる……そんな予感がする匂いが」
岬「……………………」
和「なぜそっぽを向くの⁉　冷や汗までかいて！」
キノコアザラシ（以後、ア）「さてさてさて、ともあれお待たせしちゃいました。僕はキノコアザラシ、この対談の特別ゲストです」
岬「あなたがゲスト？　こんな展開いいのかなあ……」
ア「いいのです。いいってことにしてください。でないと話が進みませんので」
岬「う、うん。わかった。あたしたち、何を話せばいいのかな？」
ア「そのことについてですが、僕から一つ重大な報告があるのです」
和「あざらしがこの場で何を語るというのよ」
岬「まあまあ、一条さん。とりあえず聞いてみましょうよ」
ア「それでは報告をば……」

　こほんっ

ア「実は僕、キノコアザラシを引退しようと思うのです」
和「…………は？」
ア「ファンには申し訳ないことをしたと思うのです。ですが、もう決めたことなのです……。『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズは近々運営を終了する予定です」
和「冗談じゃないわ。勝手に辞めたら、あなたのことが好きな円珠はどうなるの！」
ア「ごめんなさいなのです。僕も本当はそんなことしたくなかったのですが、仕方のないことなのです。未練タラタラで引き延ばすことはしたくないので、今ここで引退の儀を執り行いたいと思います……」
和「ちょっと待ちなさ……！」

　ぷちっ

岬「ああっ！　自分から頭のキノコをもいだっ⁉」

　すちゃっ

和「そして今度は花を取り付け始めたけれど……」
ア「……以上で、キノコアザラシ引退の儀を終わりました。これからは『はにゃざらし』として新規活動していきたいと思います」（ぺこり）
岬・和「…………」
ア「やはり、あまりのショックに言葉を失ってしまったようです。僕としても断腸の思いで決めたことですので、時間をかけてでも受け入れてくださると……」
和「あまりの馬鹿らしさに声を失っていたのよッ」
ア「はにゃっ⁉　なんでー⁉」
岬「あの……素朴な疑問なんだけど。どうして交代しなきゃならないわけ？」
ア「ほらやっぱりアレですよ。清らかなお嬢様学校で『キノコ』はどうかと思いまして……。百合の間にキノコが挟まるなんて最悪じゃないですか⁉　これを読んでくださるお嬢様方に嫌な想いをさせぬよう、書き手側としても常日ごろ思考をめぐらせる必要があるのです」
岬「なるほどねえ。腑に落ちたよ」
ア「ライラックは新人賞に応募することも視野に入れておりますが、その際には完全に『はにゃざらし』に移行することになるでしょう。電子書籍版も次巻以降で、自然な展開で花への仕様変更をおこなうつもりです」
岬「それともう一つ質問。どうして『はにゃざらし』なの？　『花ざらし』じゃいけなかったわけ？」
ア「え？　ほら、だって『はにゃ〜』の方が愛らしいマスコットキャラって感じがするではないですか」
岬「……それ、自分で言うんだ」
ア「この喋り方も変えないとですね。僕の名前は『はにゃざらし』はにゃっ♪」
岬・和「…………」

　　　　　◆

和「そう言えば先ほど『次巻』と言っていたけれど、この作品、まだ続けるつもりなの？」
岬「い、一条さん……」
ア「出しますとも。一巻目は和佐ちゃんに焦点を当てましたが、二巻目は岬ちゃんメインの話となります。編入するまでの出来事や変態淑女になった経緯も語っていけたらと思います」
岬「うっ……」
和「何かやましいことでも……あるわよね。あなたなら、絶対」
岬「い、いやあ、何のことでしょう……あははのは」
和「この上なくごまかし方が下手ね……。過去を知られたくないのなら、作者を締め上げるなりして刊行を阻止するべきではないかしら」
ア「でも作者情報だと、岬ちゃんと和佐ちゃんは過去最高に激しい夜の営みをすることになってますが……」
岬「何してんのさ、さっさと次巻を書き上げなくちゃ駄目じゃない」
和「落ちるの早いわね⁉」
岬「ふっふっふ、一条さんとあんなことやこんなことができるなら、秘密の一つや二つ……ホンキデツゴウノワルイノハインメツスレバイイワケダシ」
和「あなたも得てして危険人物ね……。とにかく私は反対よ。その中に私が利益と感じられるものは何もないじゃない。私は一人静かに図書館に籠っているから、面倒ごとなら出演したい人たちだけで勝手にやって」
岬「えーっ、駄目ですよ〜。一条さんが一緒にいてくれないとつまらないですし、すねたままではお姉さんにふさわしい淑女にはなれないんじゃないですか？」
和「あなたね、黎明の名を出せば私があっさり従うとでも……」
岬「思ってますけど、まあ他にも一条さんに言うことを聞かせる方法はたくさんありますから♪」
和「非合意で犯したら二度と口きいてやらないわよ！」
岬「う、これは一条さん、手強くなりましたね。何かいい手を打たないと……」
ア「はにゃっ⁉　今ここに濃密なる百合のかほりが……。そわそわそわそわそわそわそわそわ」
和「……ちょっと、そこの鼻息荒いの」
ア「びっくぅ⁉」
和「作者とコンタクトがとれるなら、もっと私の待遇に気を遣えと伝えなさい。もし不埒なことを考えているなら、その付け替えたばかりの花もいでやるわよ⁉」
ア「こ、こわいなめぇ〜っ！　……じゃなかった。はにゃ〜、こわいにゅ〜っ！　な、何とかお伝えいたしますから命とおはにゃさんだけはごかんべんを……！」

（テーブルからぴょんこ、ドアを開けてすたこらさ）

和「あっ、こら！　逃げようとしない！」
岬（唐突に現れた割には、帰りは普通なんだ……）


　しーん……


和「……で？　社交辞令で聞くけれど、これからどうするつもりよ」
岬「うーん、ゲストのアザラシさんも帰っちゃったわけだし……」
和「なら対談はお開きね。私はさっさと図書館に引き上げさせてもらうわ」
岬「う、うん。いいのかなあ。こんなので……」

岬「え、えっと……。第一回後書き対談、聖黎女学園高等科一年・上野岬と一条和佐がお送りいたしました。次回は未定です。では、さようなら！」
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ライラック色の少女たち　１・下




著者　　　斉藤なめたけ

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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